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リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
責
任
の
近
時
の
展
開

岩

淵

重

広

第
一
章

は
じ
め
に

第
二
章

イ
ギ
リ
ス
法
の
近
時
の
展
開

第
一
節

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
の
内
容

第
一
款

一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
の
制
定
と
そ
の
内
容

第
二
款

二
一
四
条
に
関
す
る
判
例
の
判
断
枠
組
み

第
二
節

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
の
制
定
と

債
権
者
へ
の
救
済
の
強
化

第
一
款

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
と
そ
の

背
景
事
情

第
二
款

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
と
関
連
す
る
改
正
内
容

と
そ
の
制
定
過
程
で
の
議
論

第
三
款

補
償
命
令
の
導
入
と
そ
の
過
程
に
お
け
る
議
論

第
四
款

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
の
制
定

過
程
の
議
論
に
お
け
る
二
一
四
条
の
現
状
認
識

第
三
節

二
〇
一
五
年
以
降
に
公
表
さ
れ
た
判
例

第
一
款

ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
第
一
審
判
決

第
二
款

ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決

第
三
款

ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
控
訴
審
判
決

第
四
款

近
時
の
判
例
の
展
開
に
関
す
る
ま
と
め

第
四
節

イ
ギ
リ
ス
法
の
現
状
と
分
析

第
一
款

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
規
定
の
内
容
と
そ
の
目

的
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第
二
款

二
一
四
条
の
現
状
─
判
例
の
立
場
の
確
認
─

第
三
款

二
一
四
条
を
め
ぐ
る
立
法
と
司
法
の
見
解
の
相
違

第
三
章

お
わ
り
に

第
一
章

は
じ
め
に

本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
の
不
当
取
引
に
関
す
る
法
改
正
お
よ
び
近
時
の
判
例
の
展
開
に
つ
い
て
紹

介
・
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
同
条
に
関
す
る
近
時
の
改
正
や
判
例
の
展
開
を
素
材
に
、
同
条
が
、
会
社
の
倒
産
局
面
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
も
の
で
あ
る
（
⚑
）。

イ
ギ
リ
ス
法
に
は
、
不
当
取
引
と
呼
ば
れ
る
倒
産
し
た
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
規
定
が
存
在
す
る
。
同
規
定
は
、
一
九
八

六
年
支
払
不
能
法
の
制
定
に
伴
い
、
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
⚒
）。
同
規
定
は
、
財
務
状
態
が
悪
化
し
再
建
の
見
込
み
の
な
い
会
社
が
事
業

継
続
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
会
社
の
取
締
役
に
会
社
財
産
（
倒
産
財
団
）
に
対
す
る
資
金
を
拠
出
さ
せ
る
規
定
で
あ
る
。
同
規

定
は
、
制
定
以
来
、
十
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
五
年
に
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救

済
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
規
定
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
改
正
と
同
時
期
あ

る
い
は
そ
れ
以
降
に
、
い
く
つ
か
の
判
例
が
公
表
さ
れ
、
同
規
定
の
要
件
に
関
す
る
議
論
も
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
以
上
の
議
論
を
素
材
に
、
不
当
取
引
と
い
う
倒
産
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
制
度
に
期
待
さ
れ
た
役
割

や
、
そ
の
責
任
追
及
制
度
が
担
っ
た
実
際
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
、
検
討
す
る
（
⚓
）。
こ
の
よ
う
な
検
討
は
、
近
時
、
わ
が
国
で
、
そ
の
導

入
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
倒
産
申
立
義
務
違
反
を
理
由
と
す
る
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
（
⚔
）の
是
非
を
考
え
る
う
え
で
も
有
意
義
な
も

の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

北研 55 (1・24) 24

論 説

北研 55 (1・25) 25

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



も
っ
と
も
、
本
稿
の
検
討
の
限
界
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
お
く
。
第
一
に
、
本
稿
の
検
討
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
上
の
制
度
を
素
材
に
、
ど

の
よ
う
な
理
由
か
ら
倒
産
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
規
定
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の

か
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
議
論
に
対
し
て
具
体
的
な
提
言
を
し
な
い
。
第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
検

討
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
不
当
取
引
に
関
す
る
議
論
に
焦
点
を
あ
て
た
。
そ
の
た
め
、
不
当
取
引
以
外
の
規
律
の
適
用
範
囲

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
責
任
追
及
制
度
の
機
能
や
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
検
討
は
し
て

い
な
い
。
こ
の
点
で
、
本
稿
の
検
討
は
、
不
当
取
引
制
度
の
現
実
の
適
用
例
の
傾
向
し
か
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。

本
稿
は
以
下
の
よ
う
な
順
序
で
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
第
二
章
で
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
近
時
の
展
開
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
、

二
〇
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
小
規
模
事
業
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
を
扱
う
。
具
体
的
に
は
、
債
権
者
へ
の
金
銭
賠
償
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
規
定
の
立
法
段
階
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
二
〇
一
五
年
以
降
に
公
表
さ
れ
た
判
例
を
三
つ
取
り
上

げ
、
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
責
任
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
は
ま
と
め
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
い
う
イ
ギ
リ
ス
法
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
法
の
こ
と
を
指
す
。

第
二
章

イ
ギ
リ
ス
法
の
近
時
の
展
開

第
一
節

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
の
内
容
（
⚕
）

第
一
款

一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
の
制
定
と
そ
の
内
容

一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
は
、
倒
産
し
た
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
規
定
（
本
節
か
ら
第
三
節
ま
で
、
不
当
取
引

に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
を
指
し
て
単
に
⽛
二
一
四
条
⽜
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。）
で
あ
る
。
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同
規
定
は
、イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
倒
産
法
制
の
あ
り
方
を
検
討
し
、一
九
八
六
年
支
払
不
能
の
原
案
を
作
成
し
た
コ
ー
ク
委
員
会
に
よ
っ

て
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
⚖
）。
コ
ー
ク
委
員
会
の
作
成
し
た
報
告
書
（
以
下
、⽛
コ
ー
ク
報
告
書
⽜）
に
よ
れ
ば
、
二
一
四
条
の
制
定
は
、

責
任
追
及
制
度
の
対
象
と
な
る
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
⚗
）。
コ
ー
ク
報
告
書
は
、
二
一
四
条
が
、
会
社
に
合
理
的
な
履
行

の
見
込
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
債
務
を
会
社
に
負
担
さ
せ
た
場
合
を
規
律
対
象
と
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
た
（
⚘
）。

そ
の
後
、
コ
ー
ク
報
告
書
の
提
案
し
た
内
容
に
、
政
府
お
よ
び
国
会
が
修
正
を
加
え
て
、
現
在
の
二
一
四
条
が
制
定
さ
れ
た
（
⚙
）。

一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
不
当
取
引
（
10
）

（
一
）
会
社
の
清
算
手
続
（
liquidation）
に
お
い
て
、
当
該
会
社
の
取
締
役
で
あ
り
、
ま
た
は
、
取
締
役
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、

本
条
の
第
二
項
の
要
件
充
足
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
清
算
人
（
liquidator）
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
第
三
項

が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
当
該
会
社
の
取
締
役
ま
た
は
取
締
役
で
あ
っ
た
者
が
、
会
社
財
産
に
対
し
て
裁
判
所
が
相
当

と
す
る
額
を
拠
出
す
べ
き
責
任
が
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
。

（
二
）
以
下
の
（
ａ
）（
ｂ
）（
ｃ
）
が
あ
て
は
ま
る
場
合
に
つ
い
て
本
条
は
適
用
さ
れ
る
。

（
ａ
）
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
に
入
っ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
、

（
ｂ
）
会
社
の
任
意
清
算
が
開
始
さ
れ
る
よ
り
も
前
の
時
点
で
、
そ
の
者
が
、
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的

な
見
込
み
が
な
い
と
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
、
か
つ
、

（
ｃ
）
（
ｂ
）
の
時
点
で
、
そ
の
者
が
会
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
こ
と
。

た
だ
し
、（
ｂ
）
の
時
点
が
一
九
八
六
年
四
月
二
八
日
以
前
で
あ
る
場
合
は
、
裁
判
所
は
宣
言
を
行
わ
な
い
。

（
三
）
裁
判
所
は
、
第
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
最
初
に
充
足
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も
、（
当
該
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
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る
合
理
的
な
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
と
前
提
と
し
て
）
会
社
債
権
者
に
生
じ
う
る
損
失
を
最
小
化
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
取
締
役
が
行
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
者
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
も
と
で
の
宣
言
を
行
わ
な
い
も
の

と
す
る
。

（
四
）
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
に
関
し
て
、
会
社
の
取
締
役
が
知
る
べ
き
ま
た
は
確
認
す
る
べ
き
事
実
、
取
締
役
が
到
達
す
べ
き
結

論
、
お
よ
び
取
締
役
が
行
う
べ
き
全
て
の
手
段
は
、
以
下
の
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
の
両
方
を
備
え
る
、
合
理
的
で
勤
勉
な
者

に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
も
し
く
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
は
、
到
達
さ
れ
も
し
く
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
ａ
）
会
社
と
の
関
係
に
お
い
て
、
取
締
役
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
職
務
と
同
一
の
職
務
を
行
う
者
に
対
し
て
合
理
的
に
期
待
さ
れ

う
る
一
般
的
知
識
、
技
能
お
よ
び
経
験
、
な
ら
び
に
、

（
ｂ
）
当
該
取
締
役
に
固
有
の
一
般
的
な
知
識
、
技
能
お
よ
び
経
験
。

（
五
）
第
四
項
に
お
け
る
、
会
社
の
取
締
役
に
よ
っ
て
会
社
と
の
関
係
で
な
さ
れ
る
職
務
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
当
該
取
締
役
が
実

行
し
て
い
な
い
が
、
委
任
さ
れ
て
い
る
職
務
を
含
む
。

（
六
）
本
条
に
お
い
て
、
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
（
insolventliquidation）
に
入
る
と
は
、
当
該
会
社
の
資
産
が
、
清
算
の

時
点
で
、
そ
の
債
務
と
清
算
費
用
の
額
を
下
回
る
場
合
を
い
う
。

（
七
）（
八
）
省
略

本
規
定
の
要
件
の
具
体
的
な
解
釈
や
あ
て
は
め
に
つ
い
て
は
、
次
款
で
説
明
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
会
社
の
債
務
が
そ
の
資
産
を

上
回
る
状
態
を
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
基
づ
く
支
払
不
能
と
呼
び
、
会
社
が
弁
済
期
に
あ
る
債
務
の
履
行
を
で
き
な
い
状
態
を
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
基
づ
く
支
払
不
能
状
態
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
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第
二
款

二
一
四
条
に
関
す
る
判
例
の
判
断
枠
組
み
（
11
）

二
一
四
条
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
と
各
要
件
に
関
す
る
判
例
の
示
し
た
解
釈
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
会
社
の
清
算
が
二
項
（
ａ
）
の
定
め
る
⽛
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
⽜
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
⽛
支

払
不
能
に
よ
る
清
算
⽜
の
意
義
は
、
六
項
に
定
め
ら
れ
る
。
六
項
の
定
め
に
よ
れ
ば
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

に
基
づ
く
支
払
不
能
状
態
に
あ
る
会
社
の
清
算
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
の
充
足
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
項
（
ｂ
）
は
、⽛
会
社
の
任
意
清
算
が
開
始
さ
れ
る
よ
り

も
前
の
時
点
で
、
そ
の
者
は
、
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
そ

の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
⽜
と
定
め
る
。
同
規
定
で
は
、⽛
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み

が
な
い
⽜
と
結
論
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
問
題
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
し
て
、
そ
の
よ
う
に

⽛
結
論
づ
け
る
べ
き
⽜
だ
っ
た
の
か
で
あ
る
。
こ
の
基
準
を
定
め
る
の
が
四
項
で
あ
り
、
同
項
は
、
一
般
的
に
取
締
役
と
し
て
有
す
べ
き
一

般
的
な
知
識
、
技
能
お
よ
び
経
験
（
四
項
（
ａ
））
と
、
二
一
四
条
の
追
及
を
受
け
て
い
る
個
人
が
有
す
る
知
識
、
技
能
お
よ
び
経
験
（
四

項
（
ｂ
））
と
い
う
二
つ
の
基
準
を
定
め
る
。
こ
れ
ら
が
二
項
（
ｂ
）
を
判
断
す
る
際
の
基
準
と
な
る
。
一
般
的
に
、
四
項
（
ａ
）
の
基
準

が
取
締
役
と
し
て
有
し
て
い
る
べ
き
最
低
限
の
基
準
を
規
定
し
、
四
項
（
ｂ
）
が
属
人
的
な
知
識
や
経
験
を
問
題
に
す
る
た
め
、
判
断
基

準
を
よ
り
厳
格
な
方
向
へ
修
正
す
る
役
割
を
果
た
す
。

判
例
に
お
け
る
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
に
関
す
る
判
断
は
、
❶
取
締
役
が
会
社
の
財
務
状
態
を
把
握
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
、
❷
そ

の
財
務
状
態
で
会
社
に
事
業
を
継
続
さ
せ
た
こ
と
が
妥
当
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
。
取
締
役
が
会
社
の
財

務
状
態
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
漫
然
と
事
業
を
継
続
し
た
だ
け
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
二
項
（
ｂ
）
の

要
件
充
足
が
肯
定
さ
れ
や
す
い
。
一
方
で
、
❶
の
判
断
に
お
い
て
、
取
締
役
が
会
社
の
財
務
状
態
を
把
握
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
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❷
の
判
断
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
取
締
役
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
は
容
易
に
は
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
の
際
、
裁
判
所
は
、
判
決
文
中
で
、
後
知
恵
を
用
い
た
判
断
を
戒
め
る
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

二
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
三
項
の
適
用
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
取
締
役
は
二
一
四
条
に
基
づ
く
責
任
を
負
わ
な
い
。

同
項
の
判
断
に
お
い
て
は
、⽛
あ
ら
ゆ
る
手
段
（
every
step）⽜
と
い
う
文
言
が
問
題
と
な
る
。
三
項
の
要
件
も
、
四
項
の
基
準
の
下
で
判

断
さ
れ
る
。
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
取
締
役
の
認
識
内
容
と
し
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が

充
足
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
あ
る
行
為
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
ィ
ー
・

ピ
ア
ソ
ン
判
決
（
12
）に
よ
れ
ば
、そ
の
行
為
に
よ
っ
て
会
社
に
利
益
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
程
度
の
認
識
で
足
り
る
と
判
断
さ
れ
た
。

二
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
、
三
項
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
、
取
締
役
は
会
社
財
産
に
対
し
て
資
金
を
拠
出
す
る
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
際
、
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
額
の
具
体
的
な
算
定
方
法
が
問
題
と
な
る
が
、
二
一
四
条
一
項
は
、⽛
裁
判
所
が
相
当

と
考
え
る
額
⽜
と
定
め
る
。
こ
の
具
体
的
な
判
断
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
二
一
四
条
に
関
す
る
最
初
の
公
表
判
例
で
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
判
決
（
13
）以
降
、
一
貫
し
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
時
点
以
降
に
、
事
業
を

継
続
し
た
こ
と
か
ら
増
加
し
た
会
社
の
債
務
の
額
で
あ
る
と
判
断
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
増
加
を
正
味
損
失
（
netdefi-

cit）
の
増
加
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
る
の
は
二
一
四
条
の
趣
旨
が
損
害
の
填
補
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
記

額
の
具
体
的
な
算
定
方
法
は
、
事
案
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
計
算
書
類
や
会
計
帳
簿
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
裁
判

所
が
、
会
社
の
財
務
状
態
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
事
案
で
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
時
点
以
降
に
増
加
し
た
債
務
の
額
を
も
っ
て
資
金
拠
出
責

任
を
負
う
額
と
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る
（
14
）。
ま
た
、
事
業
の
継
続
と
会
社
の
債
務
の
増
加
の
間
に
因
果
関
係
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
デ
ィ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
判
決
で
は
、
天
候
悪
化
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
損
失
が
生
じ
た
と
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
額
を
、
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
額
に
含
め
な
い
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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最
後
に
、
取
締
役
が
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
結
果
、
拠
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
額
（
以
下
で
は
、⽛
出
資
金
（
contribution）⽜
と
い
う
）

は
、
浮
動
担
保
や
固
定
担
保
と
い
っ
た
担
保
権
の
対
象
に
含
ま
れ
な
い
。
出
資
金
は
、
制
定
法
上
の
優
先
順
位
が
適
用
さ
れ
る
会
社
の
一

般
財
産
（
assetofcom
pany）
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
（
15
）。

第
二
節

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
の
制
定
と
債
権
者
へ
の
救
済
の
強
化

第
一
款

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
と
そ
の
背
景
事
情

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
（
16
）（
Sm
allBusiness,Enterpriseand
Em
ploym
entA
ct2015.以
下
、⽛
Ｓ
Ｂ
Ｅ

Ｅ
Ａ
⽜
と
す
る
。）
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
六
日
に
女
王
の
裁
可
（
RoyalA
ssent）
を
受
け
、
公
布
さ
れ
た
（
17
）。
同
法
の
制
定
目
的
は
、

⽛
英
国
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
場
所
お
よ
び
革
新
的
で
競
争
的
な
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の
新
た
な
機
会
を
提
供
す
る
場
所
と
し
て
、
信

頼
性
と
公
平
性
が
あ
る
と
、
世
界
的
に
認
め
ら
れ
続
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
（
18
）⽜
で
あ
る
。
同
法
に
は
、
会
社
法
、
倒
産

法
お
よ
び
労
働
法
分
野
に
関
わ
る
様
々
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
19
）。

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
作
業
は
、
二
〇
一
三
年
に
開
始
さ
れ
た
。
英
国
事
業
・
革
新
・
技
術
省
（
D
epartm
ent
for
Business,

Innovation
and
Skills.以
下
で
は
、⽛
Ｂ
Ｉ
Ｓ
⽜
と
い
う
（
20
））
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
に
⽛
透
明
性
と
信
頼
性
：
英
国
会
社
の
所
有
に
関
す

る
透
明
性
の
向
上
と
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
信
頼
の
強
化
（
21
）⽜
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
（
以
下
、⽛
二
〇
一
三
年
報
告
書
⽜
と
い

う
）
を
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
同
タ
イ
ト
ル
の
政
府
答
申
（
22
）（
以
下
、⽛
二
〇

一
四
年
報
告
書
⽜
と
い
う
）
を
公
表
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
六
月
か
ら
翌
年
三
月
末
に
か
け
て
国
会
に
お
い
て
同
法
に
関
す
る
審
議
が
な

さ
れ
、
既
述
の
よ
う
に
、
同
法
は
成
立
し
た
。

以
下
で
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
定
め
ら
れ
た
規
定
の
う
ち
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
規
律
と
関
連
す
る
も
の
を
中
心
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に
、
規
定
の
内
容
と
制
定
過
程
の
議
論
を
紹
介
す
る
。

第
二
款

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
と
関
連
す
る
改
正
内
容
と
そ
の
制
定
過
程
で
の
議
論

第
一
項

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
と
関
連
す
る
改
正
内
容

二
一
四
条
に
関
す
る
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
改
正
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
会
社
管
理
（
adm
inistration）
の
場
合
に
も
不
当
取

引
に
基
づ
く
責
任
追
及
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
）
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
以
下
、
本
節
で
は
、
二

一
四
条
と
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
を
合
わ
せ
て
⽛
二
一
四
条
等
⽜
と
い
う
こ
と
が
あ
る
（
23
）。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
二
一
四
条
と
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ

の
間
の
文
言
を
共
通
に
す
る
作
業
が
な
さ
れ
、（
イ
）
二
一
四
条
二
項
（
ｂ
）
の
文
言
が
、⽛
会
社
の
任
意
清
算
が
開
始
さ
れ
る
よ
り
も
前

の
時
点
で
、
そ
の
者
が
、
会
社
が
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
ま
た
は
⽝
支
払
不
能
に
よ
る
会
社
管
理
⽞
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み
が
な
い

と
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
（
筆
者
注
：
変
更
個
所
に
つ
い
て
二
重
カ
ギ
括
弧
で
強
調
）⽜

と
い
う
文
言
に
、（
ロ
）
二
一
四
条
三
項
の
文
言
が
⽛
裁
判
所
は
、
第
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
最
初
に
充
足
さ
れ
た
後
で
あ
っ
て
も
、（⽝
取

締
役
が
二
項
（
ｂ
）
の
規
定
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
事
項
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
仮
定
に
基
づ
き
、⽞）
会
社
債
権
者
に
生
じ
う
る
損
失
を

最
小
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
取
締
役
が
行
う
べ
き
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
者
に
つ
い
て
は
、
本
条
の
も
と
で
の
宣
言
を
行
わ
な
い

も
の
と
す
る
（
筆
者
注
：
変
更
個
所
に
つ
い
て
二
重
カ
ギ
括
弧
で
強
調
）。⽜
と
い
う
文
言
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
た
（
24
）。

第
二
に
、
清
算
人
お
よ
び
管
理
人
は
、
二
一
四
条
等
の
請
求
権
や
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
金
銭
（
proceeds）
を
第
三
者
へ
譲
渡

（
assign）
で
き
る
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
四
六
条
Ｚ
Ｄ
（
25
））。

国
会
へ
の
法
案
の
提
出
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
影
響
評
価
（
im
pactassessm
ent
（
26
））
に
よ
れ
ば
、
両
規
定
の
制
定
趣
旨
は
、
倒
産
制
度

と
そ
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
制
度
へ
の
信
頼
性
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
27
）。
も
っ
と
も
、
上
記
二
規
定
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
経
緯
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や
そ
の
狙
い
が
微
妙
に
異
な
る
の
で
、
以
下
で
は
、
提
案
の
経
緯
や
立
法
過
程
で
の
議
論
を
区
別
し
て
紹
介
す
る
。

第
二
項

会
社
管
理
へ
の
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
の
導
入
に
関
す
る
制
定
過
程
の
議
論

最
初
に
、
会
社
管
理
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
会
社
管
理
と
は
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
再
生
型

倒
産
手
続
で
あ
る
。
会
社
管
理
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
管
理
人
の
も
と
、
債
権
者
に
よ
る
取
立
て
が
一
時
的
に
猶
予
さ
れ
た

状
態
で
、
会
社
再
建
の
方
策
が
検
討
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
そ
の
再
建
が
困
難
な
場
合
に
は
清
算
手
続
よ
り
も
有
利
な
条
件
で
の
会
社
財
産

の
換
価
の
準
備
が
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
28
）。

二
一
四
条
と
同
じ
規
定
を
会
社
管
理
に
も
導
入
す
る
と
い
う
議
論
は
、
先
に
述
べ
た
二
〇
一
三
年
報
告
書
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
提
案
は
、
当
時
の
内
閣
で
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
内
閣
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
⽛
規
制
緩
和
改
革
（
Red
T
ape

Challenge）⽜
と
の
関
連
で
公
表
さ
れ
た
報
告
書
⽛
規
制
緩
和
改
革
：
不
要
な
規
制
を
削
減
し
手
続
を
簡
素
化
す
る
倒
産
法
へ
の
変
更
（
29
）⽜
に

お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
30
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
が
上
記
議
論
を
取
り
上
げ
た
。

二
〇
一
三
年
報
告
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
面
を
念
頭
に
、
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
が
清
算
手
続
で
し
か
行
え
な
い
こ
と
を
非

効
率
的
だ
と
考
え
、
会
社
管
理
手
続
に
も
二
一
四
条
と
同
様
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
の
場
面
と
は
、
会
社
管
理
が
な

さ
れ
た
が
、
も
は
や
会
社
が
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
二
一
四
条
に
基
づ
く
責
任
追
及
が
認
容
さ

れ
る
事
情
が
明
ら
か
に
存
在
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
会
社
管
理
に
二
一
四
条
と
同
等
の
規
定
が
な
い
と
、
管
理
人
は
、

不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
を
行
う
た
め
に
清
算
手
続
へ
と
移
行
し
、
清
算
人
の
資
格
で
二
一
四
条
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
手
続
の
移
行
が
伴
う
た
め
、
コ
ス
ト
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
、
債
権
者
に
利
用
可
能
な
会
社
財
産
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と

指
摘
さ
れ
た
（
31
）。
こ
れ
に
加
え
て
、
会
社
を
立
て
直
せ
る
見
込
み
が
あ
る
か
な
い
か
を
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、
会
社
管
理
を
中
断
し
て
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清
算
手
続
に
移
行
で
き
な
い
た
め
に
、
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
が
認
め
ら
れ
そ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
二
一
四
条
に
基

づ
く
責
任
追
及
を
行
え
な
い
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
（
32
）。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
会
社
管
理
に
も
二
一
四
条
に
相
当
す
る
規
定
を
設
け
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
（
33
）。
同
提
案
は
、
庶
民
院
（
34
）お

よ
び
貴
族
院
の
審
議
（
35
）を
経
て
、
提
案
通
り
に
成
立
し
た
（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
二
四
六
Ｚ
Ｂ
条
）。

第
三
項

請
求
権
等
の
譲
渡
を
認
め
る
規
定
に
関
す
る
制
定
過
程
の
議
論

二
一
四
条
の
請
求
権
と
そ
の
請
求
権
の
行
使
の
結
果
得
る
金
銭
（
以
下
、
合
わ
せ
て
⽛
請
求
権
等
⽜
と
い
う
）
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定

は
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
36
）。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
明
文
で
定
め
ら
れ
た
の
は
、
二
一
四
条
に
関
す
る

従
前
の
判
例
法
理
が
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
、
そ
の
請
求
権
等
の
譲
渡
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
清
算
人
が

自
ら
の
権
限
で
二
一
四
条
に
か
か
る
請
求
権
等
を
譲
渡
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
算
人
の
売
却
権
限
が
会
社

財
産
に
限
定
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
二
一
四
条
の
請
求
権
等
は
会
社
財
産
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
37
）。
第
二
に
、
判
例

は
、
二
一
四
条
に
か
か
る
請
求
権
等
の
譲
渡
が
、
利
益
分
配
付
き
の
訴
訟
費
用
の
肩
代
わ
り
（
cham
perty）
に
あ
た
る
と
し
て
無
効
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
た
（
38
）。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
は
、清
算
人
が
二
一
四
条
を
行
使
し
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、無
担
保
債
権
者
が
同
条
の
行
使
に
よ
っ

て
生
じ
う
る
配
当
増
加
の
機
会
を
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
39
）。
実
際
に
、
提
訴
費
用
の
問
題
か
ら
二
一
四
条
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
（
40
）。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
中
で
、
も
し
、
二
一
四
条
に
関
す
る
請
求
権
等
が
譲
渡
で
き
れ
ば
、
清
算
人
は
、
二
一
四
条
を

裁
判
所
で
行
使
せ
ず
と
も
、
譲
渡
の
対
価
と
い
う
形
で
金
銭
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
（
41
）。
そ
し
て
、
こ
の
金
銭
は
、
会
社
財
産
に
帰
属

し
、
無
担
保
債
権
者
へ
の
配
当
原
資
が
増
加
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
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そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
認
め
る
た
め
に
、
二
一
四
条
の
請
求
権
等
の
譲
渡
を
認
め
る
規
定
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
42
）。
こ

の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
規
定
の
目
的
は
、
会
社
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
43
）。

も
っ
と
も
、
同
規
定
の
制
定
が
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
の
強
化
に
資
す
る
か
ど
う
か
は
、
請
求
権
等
に
つ
い
て
対
価
を
払
っ
て
譲

り
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
い
る
の
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
（
44
）。
請
求
権
等
が
譲
渡
さ
れ
た
後
、そ
の
譲
受
人
は
、二
一
四
条
等
の
行
使
に
よ
っ

て
出
資
金
を
得
る
反
面
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
（
45
）。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
受
人
が
対
価
を
払
っ
て
、
二
一
四
条
に
関
す

る
請
求
権
等
を
取
得
す
る
か
ど
う
か
は
、
実
際
に
二
一
四
条
を
行
使
し
て
出
資
金
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

実
際
に
こ
の
よ
う
な
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
譲
受
人
が
、
十
分
な
証
拠
資
料
を
も
っ
て
二
一
四
条
の
主
張
お
よ
び
立
証

を
行
え
な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
一
四
条
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
の
判
断
で
は
、
会
社
の
財
務
状
態
な
ど
を
踏
ま
え

て
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
立
証
負
担
は
重
い
と
い
わ
れ
る
（
46
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
譲
受
人
は
、
清
算
人

と
異
な
っ
て
、
会
社
内
部
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
権
限
を
有
さ
な
い
た
め
、
十
分
な
証
拠
資
料
を
も
っ
て
立
証
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

ず
、
出
資
金
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
（
47
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
な
ら
ば
、
誰
も

二
一
四
条
に
関
す
る
請
求
権
等
に
つ
い
て
対
価
を
払
っ
て
取
得
し
よ
う
と
し
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
48
）。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
紹
介
し
た
二
〇
一
四
年
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
本
規
定
に
つ
い
て
の
賛
否
は
様
々
で
あ
っ
た
。
本
規
定

の
導
入
に
消
極
的
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
二
一
四
条
の
実
体
要
件
に
関
す
る
問
題
か
ら
、
本
提
案
が
債
権
者
に
著
し
い
便
益
を
生
み
出
さ
な

い
こ
と
や
（
49
）、
譲
受
人
に
調
査
権
限
が
な
い
こ
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
（
50
）。
よ
り
否
定
的
な
意
見
の
中
に
は
、
濫
訴
の
懸
念
を
表
明
す
る
も
の
も

あ
っ
た
（
51
）。
一
方
で
、
特
に
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
本
規
定
の
導
入
が
取
締
役
の
不
適
切
な
行
為
へ
の
抑
止
力
を
高
め
る
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
（
52
）。
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以
上
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま
え
て
、
政
府
は
、
二
〇
一
四
年
報
告
書
で
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
の
内
容
を
基
本
的
に
維
持
す
る
こ
と
と

し
た
（
53
）。
上
述
の
懸
念
に
対
し
て
は
、
請
求
権
等
の
譲
受
人
に
は
、
情
報
収
集
に
関
す
る
様
々
な
援
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
で
は
な
い
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
54
）。
ま
た
、
濫
訴
（
unw
arranted
claim
s）
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
請
求
権
等
の
譲
渡
の
際
に
、
倒
産
実
務
家

が
専
門
性
と
倫
理
性
を
も
っ
て
対
処
す
る
と
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
濫
用
的
な
対
処
に
利
用
で
き
る
倒
産
法
上
の
制
度
（
55
）も
存
在
す
る
と

述
べ
て
い
た
（
56
）。

そ
の
後
、
請
求
権
等
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
（
57
）は
、
国
会
で
審
議
さ
れ
た
。
庶
民
院
の
法
務
委
員
会
で
も
、
譲
受
人
に
情
報
収
集
権
限
が

な
い
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
、
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
（
58
）。
政
府
は
、
法
務
委
員
会
で
の
答
弁
に
お
い
て
、
同
権
限
の
譲
渡
は
で
き
な
い
が
、

潜
在
的
な
購
入
者
は
、
交
渉
時
に
、
十
分
な
情
報
を
収
集
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
際
に
潜
在
的
な
購

入
者
に
と
っ
て
請
求
権
等
の
譲
受
け
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
確
認
し
う
る
と
述
べ
た
（
59
）。
そ
の
後
、
提
案
さ
れ
た
規
定
の
内
容
で
同
規
定
は

成
立
し
た
。第

三
款

補
償
命
令
の
導
入
と
そ
の
過
程
に
お
け
る
議
論

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
で
は
、
資
格
剥
奪
制
度
に
関
す
る
改
正
も
行
わ
れ
た
（
60
）。
そ
の
う
ち
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
の
強
化
と
関
連
す
る
も
の

と
し
て
は
、
金
銭
補
償
命
令
（
com
pensation
order）
の
導
入
が
あ
る
（
61
）。
金
銭
補
償
命
令
と
は
、
資
格
剥
奪
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
そ

の
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
者
へ
の
金
銭
賠
償
を
命
じ
る
制
度
で
あ
る
。

改
正
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
資
格
剥
奪
制
度
の
内
容
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
取
締
役
資
格
剥
奪
制
度
は
、
一
九
八
六
年
取
締
役

資
格
剥
奪
法
（
62
）に
定
め
ら
れ
た
規
律
で
あ
る
（
63
）。
同
制
度
の
主
た
る
目
的
は
消
費
者
や
市
場
の
保
護
と
い
っ
た
公
益
保
護
で
あ
る
（
64
）。
資
格
剥
奪

と
は
、
取
締
役
の
地
位
に
あ
る
者
を
、
能
力
不
足
や
不
適
切
な
行
動
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
一
定
期
間
取
締
役
と
し
て
行
動
で
き
な
く
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す
る
こ
と
で
あ
る
。

資
格
剥
奪
に
関
す
る
申
立
て
を
行
う
の
は
、
倒
産
局
（
Insolvency
Service）
で
あ
る
（
65
）。
倒
産
局
は
、
会
社
の
倒
産
に
際
し
て
、
一
九

八
六
年
取
締
役
資
格
剥
奪
法
に
定
め
ら
れ
る
資
格
剥
奪
事
由
（
66
）が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
裁
判
所
へ
資
格
剥
奪
命
令
を
求
め
て
、
そ
の

申
立
て
を
行
う
（
67
）。
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
理
由
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
、
申
立
て
を
受
け
た
者
が
、
一
定
期
間
、
取
締
役
や
清
算
人
等
（
以

下
、
本
款
で
⽛
取
締
役
等
⽜
と
い
う
）
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
決
定
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
資
格
剥
奪
は
、
誓
約

（
undertakings）
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
倒
産
局
と
申
立
て
の
対
象
と
な
る
者
が
、
一
定
期
間
、
取

締
役
等
と
し
て
行
動
し
な
い
こ
と
を
合
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
誓
約
に
は
、
資
格
剥
奪
命
令
と
同
様
の
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
誓
約

に
は
、
裁
判
所
の
関
与
が
な
い
こ
と
か
ら
、
命
令
よ
り
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
（
68
）。

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
資
格
剥
奪
制
度
に
金
銭
補
償
命
令
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
格
剥
奪
制
度

は
、
一
定
期
間
、
取
締
役
等
の
職
務
を
行
え
な
く
す
る
と
い
う
も
の
で
、
将
来
引
き
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
被
害
を
防
止
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
資
格
剥
奪
制
度
は
、
資
格
剥
奪
を
受
け
た
者
の
不
適
切
な
行
動
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
者
に
救
済
を
与
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
（
69
）。
か
ね
て
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
救
済
が
伴
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
不
満
の
声
が
あ
っ
た
（
70
）。
そ
こ
で
、
二
〇
一
三
年
報

告
書
は
、
こ
の
よ
う
な
救
済
を
与
え
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
資
格
剥
奪
制
度
に
金
銭
補
償
命
令
と
い
う
救
済
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
（
71
）。

こ
の
提
案
の
趣
旨
は
、
第
二
款
第
三
項
で
確
認
し
た
請
求
権
等
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
と
同
様
に
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
を
強
化

す
る
こ
と
に
あ
る
（
72
）。
も
っ
と
も
、
先
述
し
た
二
つ
の
提
案
に
比
べ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
報
告
の
時
点
で
、
金
銭
補
償
命
令
の
内
容
は
具
体

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
報
告
書
は
、
誰
が
こ
の
補
償
に
よ
っ
て
得
た
額
の
受
益
者
に
な
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
質
問
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対
象
に
し
て
い
た
（
73
）。
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二
〇
一
四
年
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
三
分
の
二
が
金
銭
補
償
命
令
の
導
入
を
支
持

す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
74
）。
金
銭
補
償
命
令
の
受
益
者
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
に
い
く
ら
か
の
裁
量
を
認
め
つ
つ
も
、
補
償
額

か
ら
利
益
を
受
け
る
の
は
債
権
者
集
団
（
creditors）
で
あ
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
政
府
は
、
金
銭
補
償
命
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

⽛
政
府
は
、
一
般
的
に
要
求
さ
れ
る
水
準
に
な
い
取
締
役
が
、
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
債
権
者
へ
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
、
当
該
取

締
役
に
そ
の
債
権
者
へ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
原
則
を
確
立
し
た
い
。
こ
の
原
則
を
一
般
的
に
支
持
す
る
た
め
に
、
我
々

は
、
国
務
省
に
、
資
格
剥
奪
を
受
け
た
取
締
役
に
対
す
る
金
銭
補
償
命
令
の
申
立
て
権
限
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
権
限
は
、
そ

の
取
締
役
の
行
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
特
定
の
債
権
者
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
へ
の
損
失
が
あ
る
場
合
に
行
使
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
（
75
）⽜。

二
〇
一
四
年
報
告
書
は
、
資
格
剥
奪
に
関
す
る
誓
約
に
お
い
て
も
、
国
務
省
が
金
銭
補
償
を
要
求
で
き
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
（
以

下
、
金
銭
補
償
命
令
と
誓
約
に
よ
る
金
銭
補
償
を
合
わ
せ
て
、⽛
金
銭
補
償
制
度
⽜
と
い
う
）
（
76
）。
さ
ら
に
、
裁
判
所
と
国
務
省
は
、
そ
の
判

断
お
よ
び
申
立
て
に
際
し
て
、
金
銭
補
償
の
額
や
（
77
）、
金
銭
補
償
の
受
け
る
者
の
範
囲
（
債
権
者
個
人
か
特
定
の
債
権
者
集
団
、
債
権
者
全

体
）
に
つ
い
て
の
裁
量
を
有
す
る
と
も
い
う
（
78
）。
同
提
案
（
79
）は
、
国
会
に
提
出
さ
れ
、
特
段
の
議
論
な
く
成
立
し
た
（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
〇
条
（
80
））。

な
お
、
成
立
し
た
規
定
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

（
81
)(82
）。
資
格
剥
奪
命
令
お
よ
び
資
格
剥
奪
誓
約
に
服
す
る
者
は
、
国
務
省
の
申
立

て
に
基
づ
き
、
会
社
債
権
者
に
対
し
て
金
銭
賠
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
務
省
が
補
償
命
令
の
申
立
て
を
行
う
の
は
、
公
益
に
資

す
る
場
合
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
83
）。
こ
の
場
合
に
は
、
資
格
剥
奪
命
令
ま
た
は
同
誓
約
を
受
け
た
者
が
行
っ
た
行
為
に
よ
っ
て
、
一
以
上
の
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債
権
者
が
損
害
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
金
銭
賠
償
を
受
け
る
債
権
者
の
範
囲
の
決
定
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
広
範
な
裁
量

を
有
し
て
お
り
、
特
定
の
債
権
者
と
す
る
こ
と
も
会
社
財
産
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
84
）。
そ
し
て
、
こ
の
額
の
算
定
で
は
、
生
じ
た
損

失
の
額
、
資
格
剥
奪
命
令
や
誓
約
に
服
す
る
者
が
し
た
行
為
の
内
容
、
す
で
に
何
ら
か
の
金
銭
的
な
賠
償
を
行
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
要

素
が
考
慮
さ
れ
る
（
85
）。
最
後
の
要
素
に
は
、
二
一
四
条
の
出
資
金
が
含
ま
れ
る
。

第
四
款

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
の
制
定
過
程
の
議
論
に
お
け
る
二
一
四
条
の
現
状
認
識

こ
こ
ま
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
規
定
の
内
容
と
そ
の
制
定
過
程
の
議
論
を
紹
介
し
て
き
た
。
以
上
の
検
討
よ
り
、
こ

れ
ら
の
規
定
が
、
①
会
社
管
理
に
も
二
一
四
条
の
相
当
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、
不
要
な
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
と
、
②
取
締
役

の
不
適
切
な
行
為
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け
た
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
①
は
規
制
緩
和
と
の
関
連
す
る
も
の
な
の
で
（
86
）、
以
下
で
は
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
を
強
化
す
る
と
い
う
②
の
点
を
中
心
に
言
及

し
て
お
く
。

②
の
点
は
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
や
二
〇
一
四
年
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
含
ま
れ
る
⽛
透
明
性
と
信
頼
⽜
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
う

ち
⽛
信
頼
⽜
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
⽛
信
頼
⽜
と
は
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
に
よ
れ
ば
、⽛
イ
ギ
リ
ス
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
投

資
を
行
う
場
所
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
こ
と
⽜
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
87
）。
二
一
四
条
の
請
求
権
等
の
譲
渡
や
資
格
剥
奪
制
度
へ
の
金
銭
補
償
制

度
と
い
っ
た
規
定
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
信
頼
を
得
る
た
め
に
は
、
取
締
役
の
不
適
切
な
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
者

へ
の
適
切
な
救
済
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
88
）。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
改
正
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
二
一
四
条
が
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
（
89
）。
そ
れ
が
機
能
し
な
い
結
果
、

倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
不
適
切
な
行
為
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け
た
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
も
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
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る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
一
四
条
が
利
用
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
そ
の
要
件
充
足
に
つ
い
て
の
証
明
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
や
、
二

一
四
条
の
追
及
を
す
る
た
め
の
資
金
が
な
い
こ
と
、
二
一
四
条
の
手
続
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
90
）。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
は
本
節
で
見
た
よ
う
な
規
定
を
設
け
、
債
権
者
へ
の
救
済
の
強
化
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
改
正
の
狙
い
が
、
救
済
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
債
権
者
の
損
害
の
填
補
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
91
)(92
）。

第
三
節

二
〇
一
五
年
以
降
に
公
表
さ
れ
た
判
例

以
下
で
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
に
公
表
さ
れ
た
二
一
四
条
に
関
す
る
近
時
の
判
例
を
見
て
い
く
。
三
つ
の
判
例
を
取
り
上
げ
る
が
、
う

ち
二
つ
は
同
一
事
件
で
あ
る
。
紹
介
に
際
し
て
は
、
判
決
が
公
表
さ
れ
た
順
番
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
事
案
の
概
要

と
判
旨
を
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
事
案
の
概
要
に
記
載
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
内
容
も
、
判
旨
を
引
用

す
る
形
で
取
り
上
げ
る
た
め
、
判
旨
部
分
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
一
款

ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
第
一
審
判
決
（
93
）

【
事
案
の
概
要
】

・
Ａ
社
と
Ｙ
1
ら
に
つ
い
て

Ａ
社
は
、
一
九
八
八
年
に
創
立
さ
れ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
公
開
有
限
会
社
（
plc.）
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
三
月
以
降
、
Ａ
社

の
取
締
役
は
Ｙ
1
と
Ｙ
2
で
あ
っ
た
。
Ｙ
2
が
Ａ
社
の
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
Ｙ
1
は
非
業
務
執
行
役
員
で
あ
っ
た
。
Ｙ
2
は
、

元
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
取
締
役
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
Ｙ
1
は
、
小
売
業
関
連
の
会
社
で
取
締
役
を

務
め
た
こ
と
が
あ
り
、
Ａ
社
に
お
い
て
助
言
と
戦
略
の
策
定
に
関
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
Ｙ
1
も
Ｙ
2
（
以
下
、
本
事
件
に
お
い
て
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は
、
ま
と
め
て
⽛
Ｙ
1
ら
⽜
と
い
う
）
も
会
計
に
関
す
る
専
門
性
や
資
格
は
有
し
て
い
な
い
。
な
お
、
Ｙ
1
は
Ａ
社
か
ら
報
酬
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
。

・
二
〇
〇
六
年
一
月
三
一
日
ま
で
の
Ａ
社
の
財
務
状
態
と
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
に
つ
い
て

Ａ
社
の
会
計
年
度
末
日
は
一
月
末
日
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
一
月
三
一
日
時
点
の
計
算
書
類
に
よ
れ
ば
、
Ａ
社
は
、
三
〇
五
四
七
ポ
ン

ド
（
な
お
、
前
年
度
は
一
一
三
一
六
九
ポ
ン
ド
）
の
損
失
を
計
上
し
て
お
り
、
前
年
度
の
繰
越
損
失
金
（
一
四
七
〇
二
一
四
ポ
ン
ド
）
が

さ
ら
に
増
加
し
て
い
た
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
一
月
末
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
月
末
ま
で
の
間
に
は
、
債
務
に
つ
い
て
の
履
行
遅
滞
も
生
じ

て
い
た
。

二
〇
〇
六
年
六
月
頃
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
Ｐ
Ｌ
Ｂ
社
は
、
Ａ
社
の
依
頼
を
受
け
て
、
Ａ
社
の
現
状
と
そ
の
改
善
策
を
示
す
報

告
書
（
以
下
、⽛
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
⽜
と
い
う
）
を
作
成
し
た
。
そ
の
報
告
書
は
、
上
記
の
よ
う
な
財
務
状
態
で
あ
る
Ａ
社
が
全
く
価
値
の
な

い
会
社
で
あ
る
こ
と
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
莫
大
な
再
投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
従
業
員
数
に
つ
い
て
改

善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
現
在
の
来
場
者
数
と
チ
ケ
ッ
ト
額
を
前
提
と
す
る
限
り
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
か
ら
利
益
が
出
な
い
こ
と
等
を

指
摘
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
改
善
策
を
提
案
し
て
い
た
。
同
報
告
書
で
は
、
非
営
利
組
織
へ
の
本
件
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業
の
譲
渡
も
提
案

さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
七
年
の
末
ま
で
に
、
同
報
告
書
の
提
案
し
た
改
善
策
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
進
展
せ
ず
、
か
つ
、
以
下
の
よ
う

な
二
つ
の
事
情
が
生
じ
た
の
で
、
Ａ
社
に
は
新
た
な
計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
た
。

・
税
制
変
更
に
伴
う
付
加
価
値
税
の
増
額
に
伴
う
問
題
に
つ
い
て

二
〇
〇
三
年
の
税
制
変
更
に
よ
っ
て
、
Ａ
社
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
よ
っ
て
納
付
す
べ
き
付
加
価
値
税
の
額
は
、
増
加
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し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
社
は
、
変
更
前
と
変
わ
ら
な
い
額
を
納
付
し
続
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
内
国
歳
入
庁
は
、
二

〇
〇
六
年
九
月
一
五
日
の
通
知
書
で
、
Ａ
社
に
対
し
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
未
納
分
と
そ
の
利
息
の
合
計
約
一
五
万

ポ
ン
ド
（
以
下
、
こ
れ
を
、⽛⽛
本
件
付
加
価
値
税
債
務
⽜
と
い
う
）
の
支
払
い
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
Ａ
社
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
、
会
計
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
税
務
の
専
門
家
で
も
あ
る
Ｂ
に
相
談
し

た
。
Ｂ
は
、
内
国
歳
入
庁
よ
り
請
求
さ
れ
た
未
納
分
に
つ
い
て
は
支
払
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
今
後
の
対
処
策
と

し
て
以
下
の
（
⚑
）
～
（
⚔
）
を
提
案
し
た
。

（
⚑
）
内
国
歳
入
庁
の
決
定
を
受
け
入
れ
て
、
支
払
猶
予
（
tim
e
to
pay
arrangem
ent）
を
求
め
る
こ
と
、

（
⚒
）
内
国
歳
入
庁
に
対
し
て
再
審
理
（
reconsideration）
を
求
め
る
こ
と

（
⚓
）
上
訴
（
appeal）
を
行
う
こ
と

（
⚔
）
裁
量
的
な
減
額
を
求
め
て
交
渉
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
成
功
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、（
⚒
）
が
非
常
に
低
い
、（
⚓
）
が
妥
当
（
good）
で
は
あ
る
が
、
主
張
の
理
由
が
曖
昧
な

た
め
薄
い
（
slim
）、（
⚔
）
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
（
rem
ote）
見
込
み
し
か
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
Ａ
社
は

（
⚒
）
と
（
⚓
）
を
採
用
し
た
。

二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
に
、
内
国
歳
入
庁
は
、
Ａ
社
に
対
し
、
再
審
理
の
結
果
、
当
初
の
判
断
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
通
知
し
た
。

・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
敷
地
に
つ
い
て
の
賃
貸
料
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

Ａ
社
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
使
用
し
て
い
る
土
地
を
賃
借
し
て
い
た
。
そ
の
賃
貸
借
契
約
は
、
一
九
六
四
年
に
締
結
さ
れ
た
長
期

賃
貸
借
（
99years-lease）
で
あ
り
、
そ
の
賃
料
は
年
間
二
九
五
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
九
月
二
九
日
に
賃
料
を
見
直
す
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た
め
の
審
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。
同
審
査
に
お
い
て
、
貸
主
側
の
Ｔ
社
は
、
Ａ
社
に
対
し
て
、
現
在
の
賃
料
か
ら
の
大

幅
な
増
額
を
提
示
し
た
。
Ａ
社
は
、
こ
の
提
示
さ
れ
た
額
に
合
意
し
な
か
っ
た
（
な
お
、
Ａ
社
と
し
て
は
、
現
在
の
賃
料
か
ら
二
四
〇
〇

〇
ポ
ン
ド
の
増
額
と
な
る
年
間
五
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
提
案
し
て
い
た
）。
そ
の
後
も
両
社
は
交
渉
を
継
続
し
た
が
、
新
た
な
賃
料
の
額

に
つ
い
て
合
意
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、二
〇
〇
七
年
二
月
に
仲
裁
人
が
選
任
さ
れ
た
。
同
年
八
月
二
九
日
に
、仲
裁
人
の
決
定
に
よ
っ

て
、
賃
料
の
額
は
年
間
九
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド
と
な
っ
た
。
こ
の
賃
料
変
更
の
効
力
は
二
〇
〇
六
年
九
月
二
九
日
に
遡
っ
て
生
じ
る
と
い
う

も
の
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
Ａ
社
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
の
四
半
期
支
払
日
以
降
、
賃
料
に
関
す
る
支
払
い
を
一
切
し
て
い
な
か
っ
た
（
以

下
、
増
額
分
に
係
る
未
払
分
と
六
月
の
四
半
期
支
払
日
以
降
の
未
払
賃
料
を
合
わ
せ
て
⽛
本
件
賃
料
債
務
⽜
と
い
う
）。

・
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
以
降
の
Ａ
社
の
財
務
状
態
等

二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
を
末
日
と
す
る
計
算
書
類
に
よ
れ
ば
、
Ａ
社
に
は
二
六
七
五
一
ポ
ン
ド
の
損
失
が
生
じ
て
お
り
、
累
積
損
失

も
さ
ら
に
増
加
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
上
記
額
か
ら
減
価
償
却
費
を
控
除
し
た
場
合
に
は
、
営
業
利
益
と
し
て
約
四
万
ポ
ン
ド
が
生
じ

て
い
た
。
Ａ
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
負
債
総
額
も
減
少
す
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
Ａ

社
の
財
務
状
態
は
前
年
度
よ
り
も
著
し
く
改
善
し
て
い
た
。

・
Ａ
社
の
清
算
と
清
算
人
Ｘ
の
主
張
の
概
要

そ
の
後
、
Ａ
社
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
六
日
に
債
権
者
に
よ
る
任
意
清
算
に
よ
り
、
清
算
さ
れ
た
。
そ
の
日
ま
で
に
、
本
件
付
加
価
値

税
債
務
や
本
件
賃
料
債
務
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Ａ
社
の
清
算
人
で
あ
る
Ｘ
は
、
Ａ
社
の
取
締
役
で
あ
っ
た
Ｙ
1
ら
に
対
し
、
二
一
四
条
に
基
づ
き
三
八
万
ポ
ン
ド
の
出
資
金
（
contri-
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bution）
の
拠
出
を
求
め
た
。
Ｘ
は
、
二
一
四
条
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足
す
る
時
点
と
し
て
、
複
数
の
時
点
を
主
張
し
て
い
る
が
、
以

下
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
の
時
点
と
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
の
時
点
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
判
旨
は
二
項
（
ｂ
）
の
要
件

の
こ
と
を
認
識
要
件
（
know
ledgecondition）、
三
項
の
抗
弁
の
こ
と
を
損
害
最
小
化
の
抗
弁
（
m
inising
lossdefence）
と
い
う
が
、

以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
、
三
項
の
抗
弁
と
呼
ぶ
。

【
判
旨
】

ジ
ョ
ー
ン
ズ
記
録
官
（
RegistrarJones：
以
下
、
本
款
で
は
⽛
本
件
判
事
⽜
と
い
う
）
は
、
Ｙ
1
ら
が
有
す
る
経
験
等
か
ら
し
て
、
二

一
四
条
四
項
（
ｂ
）
に
基
づ
く
基
準
で
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
た
（
94
）。
そ
し
て
、
同
判
事
は
、
合
理
的
な
取
締
役
が
有
す
る

一
般
的
な
知
識
や
技
能
、
経
験
（
二
一
四
条
四
項
（
ａ
））
を
基
準
に
審
査
を
行
う
と
し
た
。
ま
た
、
本
件
で
は
、
Ａ
社
の
実
際
の
財
務
状

態
を
示
す
指
標
と
し
て
は
、
減
価
償
却
費
を
考
慮
し
な
か
っ
た
場
合
の
利
益
で
あ
る
四
万
ポ
ン
ド
が
採
用
さ
れ
た
（
95
）。

二
項
（
ｂ
）
の
時
点
に
つ
い
て

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
に
つ
い
て
の
判
断

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
と
い
う
時
点
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
に
関
す
る
対
処
に
つ
い
て
の
助
言
を
Ｂ
よ
り
受
け
、

そ
の
対
処
方
法
を
決
定
し
た
日
で
あ
る
。
本
件
判
事
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
内
国
歳
入
庁
か
ら
の
付
加
価
値
税
の
納
付
通
知
に
対
し
て
、
再
審

理
と
上
訴
と
い
う
対
応
を
選
択
し
た
こ
と
に
つ
き
、そ
の
選
択
が
成
功
す
る
と
の
助
言
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
Ｙ
1
ら
が
、
再
審
理
と
上
訴
と
い
う
対
応
に
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。
ま
た
、

本
件
判
事
は
、
Ｙ
1
ら
が
支
払
猶
予
を
求
め
る
と
い
う
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。
そ
の
う
え
で
、
二
項

北研 55 (1・42) 42

論 説

北研 55 (1・43) 43

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



（
ｂ
）
の
時
点
の
充
足
が
⽛
近
い
う
ち
に
訪
れ
る
こ
と
（
nearrun
thing）⽜
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
す
る
（
96
）。
本
件
判
事
は
、
こ
の
よ
う
な
認

識
を
示
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

⽛
問
題
は
、
前
年
度
の
営
業
利
益
が
約
四
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
会
社
に
対
し
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う

点
で
あ
り
、
そ
し
て
、
支
払
猶
予
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
一
〇
月
九
日
時
点
以
降
の
八
ヶ
月
間
の
利
益
に
相
当
す
る
も

の
と
し
て
何
が
想
定
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

取
締
役
の
合
理
的
な
予
想
（
expectation）
の
内
容
が
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
社
の
財

務
状
態
が
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
せ
い
で
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
そ
し
て
、
内
国
歳
入
庁
か
ら
支
払
猶
予
の
合
意
を
得
る
こ
と

は
…
…
〔
そ
の
要
件
充
足
を
満
た
せ
な
い
た
め
に
〕
困
難
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
の
判
断
で
は
、
Ｙ
1
ら
は
、
深

刻
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
あ
る
い
は
、
認
識
し
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
一
方
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
社
の
支
払
不
能
に
よ
る

清
算
が
不
可
避
で
あ
る
と
合
理
的
に
予
測
す
る
に
は
早
す
ぎ
た
。
私
の
判
断
で
は
、
…
…
取
締
役
が
あ
ま
り
に
も
早
く
事
業
を
停
止
さ
せ

る
こ
と
も
ま
た
批
判
さ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｙ
1
ら
に
は
、
…
…
行
う
べ
き
こ
と
を
調
査
す
る
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
社
は
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
に
関
す
る
制
約
の
下

で
、
支
払
能
力
の
あ
る
状
態
（
com
m
ercially
solvent）
で
あ
り
、
安
定
し
て
利
益
を
上
げ
て
い
た
。〔
筆
者
注
：
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
で
提
案

さ
れ
た
こ
と
の
実
施
や
銀
行
か
ら
の
追
加
融
資
等
と
い
っ
た
〕
検
討
す
べ
き
多
く
の
実
行
可
能
な
策
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
清
算
の
場
合
に
は
、
債
権
者
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
配
当
が
生
じ
な
い
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
件
の
賃
借
権
は
消
滅
し
、

あ
る
い
は
放
棄
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、そ
の
事
業
が
賃
借
権
な
し
で
は
売
却
で
き
な
い
固
定
資
産
に
依
拠
し
て
い
た
。
対
照
的
に
、

二
〇
〇
六
年
六
月
以
降
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
は
、
楽
観
主
義
（
optim
ism
）
を
提
供
し
た
。
…
…
私
は
、
二
項
（
ｂ
）

の
要
件
が
、
本
規
定
の
背
後
に
あ
る
趣
旨
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
は
充
足
し
て
い
な
い
と
判
断
す
る
。
将
来
の
賃
料
に
関
す
る
仲
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裁
判
断
が
、
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
が
示
し
た
解
決
策
の
達
成
を
よ
り
困
難
に
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
最
終
決
定
は
、

は
る
か
先
の
こ
と
で
あ
り
（
now
here
near）、
実
際
に
生
じ
た
結
果
と
反
対
の
帰
結
を
導
く
数
多
く
の
選
択
肢
と
可
能
性
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
（
97
）。⽜二

〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
に
つ
い
て
の
判
断

⽛
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
の
時
点
で
、
Ｙ
1
ら
は
、
会
計
士
で
あ
る
Ｓ
か
ら
の
助
言
と
本
件
付
加
価
値
税
債
務
を
…
…
⽝
そ
の
ま
ま
に

し
た
⽞
こ
と
の
帰
結
を
評
価
す
る
た
め
の
時
間
と
し
て
、
四
ヶ
月
を
有
し
て
い
た
。
Ｙ
1
ら
は
、
以
下
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る

い
は
、
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

⽝（
ａ
）
Ａ
社
の
利
益
が
二
年
続
け
て
、
年
間
約
四
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
ｂ
）
本
件
付
加
価
値
税
債
務
に
対
し
て
は
、
再
審
理
や
上
訴
と
い
う
成
功
の
合
理
的
な
見
込
み
の
な
い
対
応
が
と
ら
れ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
こ
と
。

（
ｃ
）
本
件
付
加
価
値
税
債
務
を
支
払
う
た
め
に
は
、
支
払
猶
予
と
く
に
内
国
歳
入
庁
と
の
間
の
支
払
猶
予
が
必
要
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
実
施
す
る
た
め
の
検
討
が
何
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
と
そ
の
利
息
が
三
年

か
ら
五
年
の
間
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
額
は
現
在
の
利
益
水
準
に
比
し
て
不
均
衡
な
も
の
だ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
ｄ
）
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
支
払
い
は
、
そ
の
後
の
本
件
賃
料
債
務
に
関
す
る
問
題
が
理
由
で
、
よ
り
困
難
な
も
の
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
…
…
。
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（
ｅ
）
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
は
、
資
産
の
売
却
に
つ
い
て
の
唯
一
の
選
択
肢
を
提
供
し
た
が
、
し
か
し
、
合
理
的
な
期
待
の
内
容
と
し

て
は
そ
の
成
功
が
予
想
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
…
…
。

（
ｆ
）
も
し
、
上
記
売
却
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
Ａ
社
は
〔
新
た
な
債
権
者
か
ら
〕
借
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
…
…
。
そ
し
て
こ
の
選
択
肢
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
時
点
で
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
⽞
（
98
）⽜。

⽛
私
の
判
断
で
は
、
Ｙ
1
ら
が
合
理
的
に
行
動
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、〔
再
審
理
と
上
訴
が
成
功
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
見
込

み
の
内
容
〕
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
と
賃
料
額
の
変
更
が
な
い
な
ら
ば
、
二
項
（
ｂ
）
の

要
件
は
充
足
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ａ
社
は
、
利
益
を
上
げ
つ
つ
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
次
年
度

に
、本
年
度
末
日
の
貸
借
対
照
表
上
の
負
債
と
同
年
度
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

せ
い
ぜ
い
、
そ
の
結
論
は
、
賃
料
に
つ
い
て
の
見
直
し
の
結
果
が
Ａ
社
の
主
張
通
り
に
な
っ
た
場
合
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
最
悪
の

場
合
、
変
更
後
の
賃
料
は
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
最
善
の
結
論
で
さ
え
、
…
…
本
件
付
加
価
値
税

債
務
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
余
裕
の
欠
如
と
い
う
本
質
的
な
問
題
を
残
す
。
Ｙ
1
ら
は
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
あ
る
い
は
知
っ
て

い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
。
借
入
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
で
き
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
Ｐ
Ｌ

Ｂ
報
告
書
の
解
決
策
に
よ
っ
て
債
権
者
全
体
へ
の
弁
済
が
生
じ
る
こ
と
が
合
理
的
な
期
待
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
事
情
は

な
い
（
99
）⽜。

本
件
判
事
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
時
点
で
の
二
項
（
ｂ
）
要
件
充
足
を
肯
定
し
た
。
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三
項
に
つ
い
て
の
判
断

総
論

⽛
…
…
何
が
合
理
的
で
誠
実
な
者
に
よ
る
⽝
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽞
に
該
当
す
る
か
は
、
事
実
に
依
拠
す
る
問
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
指
針

の
問
題
と
し
て
、
以
下
の
要
素
が
、
取
締
役
会
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
、
そ
し
て
、
同
要
素
は
、
一
般
的
な
場
面
、
お
よ
び
、
事
業
が
依
然

と
し
て
継
続
可
能
だ
と
仮
定
し
て
な
さ
れ
る
特
定
の
財
務
上
の
意
思
決
定
を
検
討
す
る
場
面
の
両
場
面
で
考
慮
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
会

社
の
収
支
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
予
測
を
伴
っ
て
、
会
計
帳
簿
を
最
新
の
状
態
に
保
つ
こ
と
。
事
業
分
析
（
businessreview
）
を

準
備
す
る
こ
と
や
、
損
失
を
最
小
化
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
措
置
（
た
と
え
ば
、
経
費
削
減
）
を
含
む
将
来
の
事
業
継
続
に
関
す
る
計

画
を
準
備
す
る
こ
と
。
債
権
者
へ
情
報
提
供
し
続
け
、
可
能
で
あ
れ
ば
借
入
れ
や
支
出
を
伴
う
計
画
に
つ
い
て
の
合
意
を
債
権
者
か
ら
得

る
こ
と
。
取
締
役
会
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
、
事
業
計
画
と
と
も
に
、
事
業
状
況
や
財
務
状
態
の
定
期
的
な
監
督
を
行
う
こ
と
。

損
失
が
最
小
化
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
。
適
切
な
資
本
金
を
確
保
す
る
こ
と
。（
法
律
お
よ
び
財
務
の
）
専
門
家
の
助

言
を
得
る
こ
と
。
代
替
の
再
建
策
を
検
討
す
る
こ
と
、
で
あ
る
（
100
）⽜。

二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
か
ら
五
月
三
日
ま
で
に
つ
い
て

⽛
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
時
点
の
Ａ
社
の
財
務
状
態
を
分
析
し
た
後
の
Ｙ
1
ら
に
と
っ
て
の
判
断
の
出
発
点
は
、
本
件
付
加
価
値
税

債
務
が
未
払
い
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、Ａ
社
に（
…
…
お
よ
そ
四
万
ポ
ン
ド
も
の
）利
益
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
実
に
基
づ
け
ば
、
合
理
的
な
取
締
役
は
、
そ
れ
だ
け
の
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
責
任
が

生
じ
る
こ
と
は
当
然
な
い
と
い
う
結
論
、
あ
る
い
は
、
同
状
態
で
の
事
業
継
続
が
付
加
価
値
税
の
潜
在
的
な
弁
済
原
資
を
当
然
提
供
す
る

に
違
い
な
い
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
将
来
の
利
益
（
ま
た
は
支
払
猶
予
な
ど
の
そ
の
他
の
方
策
）
に
よ
っ
て
、
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Ａ
社
が
負
う
全
債
務
を
弁
済
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
上
記
と
同
程
度
の
利
益
に
よ
っ
て
、
将
来
の
利
息
や
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
で
き
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
取
締
役
が
会
社
の
損
失
を
最
小
化
す
る
た
め
に
会
社
財
産
を
売
却

し
て
現
金
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

Ａ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
、
損
失
を
最
小
化
す
る
た
め
に
約
四
万
ポ
ン
ド
の
利
益
を
得
る
と
い
う
判
断
は
、
仮
に
二
〇
〇
七
年
二
月
中
に

Ａ
社
を
清
算
さ
せ
た
な
ら
ば
、
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
Ａ
社
を
清
算
さ
せ
た

場
合
の
合
理
的
な
予
想
の
内
容
に
は
以
下
の
よ
う
な
事
情
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う

（
ａ
）
第
一
に
、
も
し
、
万
一
、
救
済
さ
れ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
事
業
の
譲
受
人
を
早
急
に
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
あ
る
土
地
の
賃
料
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
賃
料
の
大
幅

な
増
額
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
状
況
下
で
は
、合
理
的
な
期
待
の
内
容
と
し
て
、譲
受
人
が
見
つ
か
る
見
込
み
は
著
し
く
低
か
っ

た
。
そ
し
て
、
清
算
に
際
し
て
そ
の
賃
借
権
に
価
値
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
証
拠
も
な
か
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
清
算
人

で
あ
る
Ｘ
は
賃
借
権
を
放
棄
し
た
…
…
。

（
ｂ
）
第
二
に
、
清
算
手
続
で
の
Ａ
社
の
主
た
る
固
定
資
産
の
売
却
が
可
能
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
そ
れ
が
大
幅
に
減
額
さ
れ

た
価
格
で
の
売
却
（
firesale）
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
債
権
者
に
ほ
と
ん
ど
何
も
生
み
出
さ
な
い
こ
と
に
な
る
と
結
論
づ
け
る

の
が
合
理
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
ｃ
）
第
三
に
、
現
実
的
に
、
Ａ
社
は
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
社
債
権
者
の
た
め
に
な

る
追
加
の
利
益
が
な
く
、
信
用
（
goodw
ill）
も
消
失
し
、
さ
ら
に
は
、
同
社
財
産
の
売
却
を
達
成
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
長

期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
す
る
見
込
み
も
な
か
っ
た
。
清
算
人
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｂ
報
告
書
の
提
案
や
代
替
策
を
実
施
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
専
門
家
か
ら
助
言
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
る
資
金
も
な
か
っ
た
で
あ
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ろ
う
。

私
は
、
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
⽝
清
算
に
よ
る
悪
影
響
（
adverse
consequence
ofliquidation）⽞
と
呼
ぶ
。

私
の
判
断
で
は
、
誠
実
な
取
締
役
の
基
準
を
適
用
す
れ
ば
、
清
算
に
よ
る
悪
影
響
は
、
事
業
継
続
か
ら
生
じ
う
る
潜
在
的
な
利
益
と
比

較
し
た
場
合
に
、
二
〇
〇
七
年
二
月
以
降
も
Ａ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
た
と
い
う
Ｙ
1
ら
の
選
択
が
正
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事

情
と
な
る
。
も
し
、
損
失
が
最
小
化
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
事
業
継
続
が
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
。
私
の
判
断
で
は
、
賃
料
の
見
直
し
に

よ
る
影
響
に
よ
っ
て
、
上
記
結
論
が
変
更
さ
れ
う
る
と
結
論
付
け
る
の
は
ま
だ
早
す
ぎ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｙ
1
ら
は
、
Ａ
社
の
事
業
の
状
態
が
確
実
に
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
要

求
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
Ｙ
1
ら
は
近
い
将
来
に
明
ら
か
と
な
る
賃
料
額
の
変
更
に
関
す
る
最
終
決
定
の
潜
在
的
な
影
響
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
101
）⽜。

二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
以
降
に
つ
い
て
─
三
項
の
抗
弁
─

⽛
あ
ら
ゆ
る
手
段
の
実
施
と
し
て
、
Ｙ
1
ら
は
、
…
…
五
月
三
日
ま
で
に
、
合
理
的
か
つ
迅
速
に
、
Ａ
社
を
清
算
さ
せ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
再
検
討
を
行
い
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｙ
1
ら
は
、
Ａ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
清
算
に
よ
る
悪

影
響
よ
り
も
債
権
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
結
果
を
達
成
し
、
債
権
者
の
損
失
を
最
小
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
再
評
価
し
、
判

断
す
る
必
要
が
あ
っ
た
（
102
）⽜。

⽛
Ｙ
1
ら
に
と
っ
て
の
重
要
な
問
題
は
、
八
月
二
九
日
に
示
さ
れ
た
賃
料
に
関
す
る
仲
裁
人
の
判
断
が
、
Ａ
社
の
事
業
継
続
を
困
難
な
も

の
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
事
業
の
売
却
を
よ
り
困
難
な
も
の
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
仲
裁
人
の
判
断
は
、
事
業
の
潜
在
的

な
売
却
価
格
を
低
下
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
必
然
的
に
Ａ
社
の
利
益
を
減
少
さ
せ
、
そ
し
て
、
二
〇
〇
七
年
度
末
の
水
準
に
基
づ
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け
ば
、
事
業
継
続
と
い
う
方
法
で
は
損
失
を
最
小
化
で
き
な
く
な
っ
た
（
103
）⽜。

⽛
私
の
判
断
で
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
以
降
の
時
点
に
つ
い
て
の
Ｙ
1
ら
の
三
項
の
抗
弁
に
関
す
る
主
張
に
は
、
二
つ
の
根
本
的
な

問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
Ｙ
1
ら
は
、
事
業
の
売
却
を
検
討
せ
ず
に
、
二
〇
〇
七
年
五
月
か
ら
一
年
半
も
の
間
、
Ａ
社
に
事
業
継
続
さ
せ

た
。
第
二
に
、
Ａ
社
の
事
業
継
続
の
た
め
に
、
Ｙ
1
ら
は
本
件
賃
料
債
務
と
本
件
付
加
価
値
税
債
務
に
つ
い
て
差
別
的
な
取
り
扱
い
し
た
。

Ｙ
1
ら
は
、〔
上
記
二
つ
の
〕
債
務
の
増
加
を
許
容
し
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
Ａ
社
の
事
業
継
続
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
確
保
し
、
Ａ
社

の
取
引
債
権
者
へ
の
弁
済
を
行
っ
た
。
本
件
賃
料
債
務
と
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
債
権
者
の
い
ず
れ
も
が
上
記
の
よ
う
な
方
針
に
同
意

し
て
い
な
か
っ
た
（
104
）⽜。

⽛
私
の
判
断
で
は
、
三
項
の
抗
弁
は
、
債
権
者
全
体
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
二
一
四

条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
は
、
債
権
者
全
体
で
あ
っ
て
、
個
々
の
債
権
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
引
債
権
者
が

弁
済
を
受
け
た
と
い
う
事
実
は
、
あ
る
債
権
者
集
団
の
債
務
が
増
加
し
て
い
た
と
い
う
事
実
の
考
慮
を
不
要
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
合

理
的
か
つ
誠
実
な
取
締
役
の
審
査
の
も
と
で
の
⽝
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽞
と
い
う
要
件
〔
三
項
の
要
件
〕
の
充
足
に
は
、
債
権
者
の
一
部
で
は

な
く
、
債
権
者
全
体
に
つ
い
て
の
損
失
の
最
小
化
が
取
締
役
の
目
的
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
で
は
、
本
件
賃
料
債
務
お
よ
び

本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
不
払
い
と
い
う
方
針
の
結
果
か
ら
生
じ
る
両
債
務
の
継
続
的
か
つ
著
し
い
増
加
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
105
）⽜。

⽛
本
件
賃
料
債
務
と
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
債
権
者
ら
の
損
失
を
最
小
化
す
る
試
み
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
問
題
へ
の
対
処
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
⽝
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽞
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
106
）⽜。

⽛
私
の
判
断
で
は
、
Ｙ
1
ら
は
、
合
理
的
で
誠
実
な
取
締
役
の
審
査
の
下
で
、
二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
ま
た
は
八
月
二
九
日
以
降
に
、⽝
あ

ら
ゆ
る
手
段
⽞
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
（
107
）⽜。

北研 55 (1・50) 50

論 説

北研 55 (1・51) 51

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



出
資
金
の
額
に
つ
い
て
の
判
断

本
件
判
事
は
、
ま
ず
初
め
に
、
二
〇
〇
七
年
一
月
と
二
〇
〇
九
年
二
月
の
時
点
の
Ａ
社
の
財
務
状
態
を
比
較
し
た
。⽛
本
件
賃
料
債
務
と

本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
総
増
加
額
は
、
お
よ
そ
三
〇
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
以
上
の
増
加
額
が
損
失
額
の
最
大
額
で
あ
り
…
…

両
日
の
比
較
に
基
づ
い
た
正
味
損
失
の
増
加
分
で
あ
る
。
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
出
資
金
の
額
を
評
価
す
る
際
に
、
裁
判
所
の
裁
量
が
適

用
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
数
値
に
対
し
て
で
あ
る
（
108
）⽜。

そ
の
う
え
で
、
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、⽛
私
の
判
断
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
…
…
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
二
〇

〇
七
年
一
月
三
一
日
に
、
Ａ
社
が
清
算
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
出
資
金
の
総
額
は
、
四
〇
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
…
…

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
額
は
、
個
々
の
債
権
者
の
会
社
に
対
し
て
有
す
る
債
権
か
ら
算
定
さ
れ
る
一
方
で
、
不
当
取
引
に
よ
っ
て
Ａ

社
に
生
じ
た
損
失
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
額
は
、
清
算
費
用
の
支
払
い
に
利
用
さ
れ
な
い
限
り
で
［
訳
注
：
清
算
費
用
に
つ
い
て
は
、

無
担
保
債
権
者
に
対
し
て
優
先
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
］、
無
担
保
債
権
者
全
体
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
（
109
）⽜。

本
件
判
事
は
、
以
上
の
額
か
ら
さ
ら
な
る
減
額
を
行
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
判
事
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
出
資
金
の
額
は
、
二
〇

〇
七
年
一
月
一
日
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
額
に
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
ま
で
の
三
項
の
抗
弁
の
成
立
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
具
体
的
に
は
、
比
例
配
分
で
月
ご
と
の
増
加
額
を
導
き
、
そ
こ
か
ら
四
ヶ
月
分
を
控
除
し
た
）。
こ
れ

に
加
え
て
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
ま
た
は
五
月
三
日
に
清
算
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
結
論
づ
け
る
に
は
不
確
実
な
要
素
が
あ
る
と

し
て
、
少
額
の
減
額
も
さ
ら
に
行
っ
た
（
110
）。

本
件
判
事
は
、
結
論
と
し
て
、⽛
資
金
拠
出
さ
れ
る
出
資
金
額
は
、
三
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
…
…
と
な
る
べ
き
で
あ
る
（
111
）⽜
と
し
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
Ｙ
1
ら
は
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
判
断
さ
れ
た
。
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【
分
析
】第

一
項

二
項
（
ｂ
）
の
時
点
に
関
す
る
判
断

本
件
で
は
、
清
算
人
で
あ
る
Ｘ
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足
す
る
時
点
を
特
定
し
、
主
張
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
本
件

判
事
は
、
そ
の
主
張
内
容
よ
り
、
五
つ
の
時
点
を
特
定
し
、
同
要
件
に
つ
い
て
判
断
し
た
（
112
）。
な
お
、
本
件
で
は
、
い
ず
れ
の
時
点
で
も
Ａ

社
の
取
引
は
適
切
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
Ｙ
1
ら
は
Ａ
社
の
財
務
状
態
を
適
時
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
（
113
）。

本
稿
で
は
、
上
記
五
時
点
の
う
ち
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
時
点
で
あ
る
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
と
、
そ
の
直
前
の
時

点
で
あ
る
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
の
二
時
点
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
両
時
点
の
比
較
に
よ
っ
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認

め
ら
れ
た
理
由
が
理
解
し
や
す
く
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
と
い
う
時
点
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
会
計
士
Ｂ
よ
り
本
件
付
加
価
値
税
債
務
に
つ
い
て
の
助
言
を
受
け
、
内
国
歳

入
庁
に
対
し
て
、
再
審
理
と
上
訴
と
い
う
形
で
対
応
す
る
こ
と
を
決
め
た
日
で
あ
る
。
他
方
で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
と
い
う
時
点

は
、
先
の
時
点
か
ら
四
ヶ
月
が
経
過
し
た
と
い
う
理
由
で
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
時
点
で
も
、
二
一
四
条
二
項
（
ｂ
）
の

要
件
充
足
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
は
、（
イ
）
Ａ
社
の
取
引
状
況
（
利
益
が
計
上
さ
れ
る
か
損
失
が
計
上
さ
れ
る
の
か
）
を
基
礎
に
、（
ロ
）

本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
問
題
と
（
ハ
）
本
件
賃
料
債
務
の
問
題
を
考
慮
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
共
通
の
判
断
枠
組
み
を
採
用
し
な

が
ら
も
、
判
断
が
分
か
れ
た
の
は
、（
ロ
）
と
（
ハ
）
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
事
業
継
続
の
適
否
を
検
討
す
る
時
間
の
長
さ
と
そ
れ
に
つ
い

て
の
評
価
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
で
は
、
各
考
慮
要
素
に
つ
い
て
見
て
い
く
。（
イ
）
に
関
す
る
判
断
に
お
い
て
、
本
件
判
事
は
、
Ａ
社
の
財
務
状
態
に
つ
い
て
四
万

ポ
ン
ド
の
利
益
は
生
じ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
四
万
ポ
ン
ド
と
い
う
数
値
は
、
損
益
計
算
書
上
に
お
い
て
減
価
償
却
費
（
一
般
管
理
費
用
）

を
考
慮
し
な
か
っ
た
場
合
の
数
値
で
あ
る
。
上
記
数
値
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
支
出
済
み
の
費
用
で
あ
る
減
価
償
却
費
を
反
映
さ
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せ
て
算
出
さ
れ
た
数
値
が
、
会
社
の
実
際
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
問
題
に
す
る
場
面
で
は
適
切
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で

あ
っ
た
（
114
）。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
い
ず
れ
の
時
点
の
判
断
に
お
い
て
も
、
Ａ
社
の
財
務
状
態
を
示
す
数
値
と
し
て
は
四
万
ポ
ン
ド
が
採

用
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
と
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
と
で
、（
ロ
）（
ハ
）
に
関
す
る
評
価
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

本
件
判
事
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
四
万
ポ
ン
ド
の
利
益
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
た
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
の
時
点
で
も
、
取
締
役
の
合

理
的
な
認
識
の
内
容
は
、
Ａ
社
の
置
か
れ
て
い
る
状
態
が
厳
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
115
）。
と
い
う
の
も
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
額

を
含
め
、
Ａ
社
の
負
債
額
が
大
き
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
を
し
つ
つ
も
、
本
件
判
事
は
、
結
論
と
し
て
二
項

（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
否
定
し
た
。
そ
れ
は
、
特
に
、（
ロ
）
に
つ
い
て
、
実
際
に
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
内
国
歳
入
庁
と
の
間
で
の
支
払
猶

予
と
い
う
対
応
が
合
理
的
で
あ
り
（
116
）、
そ
の
検
討
の
た
め
の
時
間
を
認
め
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
117
）。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
取
り

う
る
手
段
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
118
）。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
導
く
に
際
し
て
は
、⽛
早
す
ぎ
る
清
算
も
望
ま
し
く
な
い
⽜
と
い
う

価
値
判
断
を
示
し
た
先
例
（
119
）を
引
用
し
て
お
り
、
上
記
判
断
は
、
そ
の
よ
う
な
価
値
判
断
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
も
あ
る
（
120
）。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
本
件
判
事
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
の
時
点
で
は
、
早
す
ぎ
る
清
算
も
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
え
方
を

前
提
に
し
つ
つ
、
同
時
点
で
は
い
く
ら
か
の
改
善
策
を
と
れ
る
余
地
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
時
間
的
猶
予
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
時
点
で
の
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
は
否
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
の
時
点
で
は
、
先
述
の
通
り
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
。
判
旨
の
表
現
か
ら

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
〇
月
九
日
の
時
点
で
要
件
が
充
足
し
な
い
と
さ
れ
た
理
由
が
、
対
応
策
を
検
討
す
る
時
間
的
猶
予
を
与
え
る

べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
ヶ
月
の
経
過
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
理
由
が
妥
当
し
な
く
な
っ
た
た
め
に
二
項
（
ｂ
）
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の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
121
）。
な
お
、
本
件
判
事
は
、（
ロ
）
の
事
情
を
考
慮
せ
ず
、（
ハ
）
の
賃
料
に
関
す
る
見
直
し
の
結
果
が

Ａ
社
の
要
求
通
り
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
否
定
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
（
122
）。

第
二
項

三
項
に
関
す
る
判
断

三
項
の
要
件
充
足
に
関
す
る
判
断
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
前
提
と
な
る
。
本
判
決
で
も
、
三
項
の
要
件
充
足
に
関
す
る
判
断

枠
組
み
は
、
直
ち
に
Ａ
社
を
清
算
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
会
社
債
権
者
の
損
失
を
最
小
化
す
る
の
か
と
い
う
点
を
問
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
（
123
）。

本
判
決
は
、
三
項
の
抗
弁
に
関
す
る
証
明
責
任
が
取
締
役
側
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
（
124
）、
同
項
の
要
件
充
足
に
つ
い
て
五
月
三
日

の
前
と
後
で
異
な
る
判
断
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
月
三
一
日
か
ら
五
月
三
日
ま
で
の
Ａ
社
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
は
三
項
の
要
件
充

足
が
認
め
ら
れ
た
一
方
で
、
五
月
三
日
以
降
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
否
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
日
以
降
に
、
内
国
歳
入
庁
よ
り
、
本
件
付

加
価
値
税
債
務
に
対
す
る
再
審
査
の
結
果
と
し
て
、
元
の
決
定
を
維
持
す
る
と
い
う
結
論
が
伝
え
ら
れ
る
な
ど
Ａ
社
を
取
り
巻
く
状
況
に

変
化
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
125
）。
本
判
決
は
、
同
日
を
境
に
し
て
、
Ａ
社
の
事
業
継
続
が
一
部
の
債
権
者
の
犠
牲
の
も
と
で
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
。

五
月
三
日
以
前
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
Ａ
社
を
直
ち
に
清
算
し
た
場
合
と
、
事
業
継
続
さ
せ

た
場
合
と
で
は
、
後
者
の
方
が
Ａ
社
債
権
者
に
と
っ
て
利
益
に
な
る
と
い
え
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
Ａ
社
が
、
当
時
、
四
万
ポ

ン
ド
の
利
益
を
計
上
し
て
い
る
会
社
で
あ
っ
た
と
い
え
た
一
方
で
、
直
ち
に
清
算
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
越
え
る
利
益
が
出
な
い
と

判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
清
算
が
Ａ
社
債
権
者
に
と
っ
て
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
（
126
）。

一
方
で
、
本
件
判
事
は
、
五
月
三
日
以
降
の
事
業
継
続
が
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
債
権
者
で
あ
る
内
国
歳
入
庁
と
本
件
賃
料
債
務
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の
債
権
者
で
あ
る
Ｔ
社
の
犠
牲
の
も
と
で
、
可
能
に
な
っ
た
も
の
だ
と
評
価
す
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
上
記
二
債
務
者
へ
の
弁
済
を
行

わ
ず
、
そ
れ
ら
の
債
務
額
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
で
、
Ａ
社
は
、
他
の
債
権
者
へ
弁
済
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業
継
続
し
た
と
評
価
さ
れ
た
。

本
判
決
は
、
三
項
の
⽛
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽜
と
い
う
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
会
社
債
権
者
に
つ
い
て
の
損
失
を
最

小
化
す
る
目
的
が
必
要
で
あ
り
、
既
述
の
よ
う
な
手
段
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
五
月
三
日
以
降
に
つ
い
て
は
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ

な
い
と
し
た
。

以
上
よ
り
、
一
部
の
債
権
者
に
対
し
て
犠
牲
を
強
い
る
形
で
の
事
業
継
続
は
、
他
の
債
権
者
へ
の
弁
済
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
三
項
の
要
件
充
足
を
認
め
る
事
実
に
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
127
）。

第
三
項

出
資
金
の
額
に
関
す
る
判
断

本
判
決
は
、
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
額
の
判
断
に
際
し
て
、
先
例
の
判
断
を
ま
と
め
て
い
る
（
128
）。
先
例
の
立
場
を
ま
と
め
れ
ば
、
損
害
填

補
の
趣
旨
の
も
と
で
、（
Ａ
）
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
の
日
か
ら
現
実
の
清
算
の
日
ま
で
の
間
の
会
社
の
正
味
損
失
の
増
加
分
を
算
定
し
、

そ
の
う
え
で
、（
Ｂ
）
同
額
か
ら
裁
量
的
な
減
額
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
判
決
も
同
様
の
方
法
を
用
い
る
。

本
件
で
資
金
拠
出
責
任
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
五
月
三
日
以
降
の
Ａ
社
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
事
業
継
続
は
、
先
述
の

よ
う
に
、
内
国
歳
入
庁
と
Ｔ
社
の
債
務
を
増
加
さ
せ
た
一
方
で
、
そ
の
他
の
Ａ
社
債
権
者
に
と
っ
て
利
益
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
129
）。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、（
Ａ
）
の
算
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
も
考
慮
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
要
素
を
考
慮
す
る
形
で
（
Ａ
）

の
算
定
が
試
み
ら
れ
た
（
130
）。
す
な
わ
ち
、
①
内
国
歳
入
庁
に
対
す
る
債
務
の
増
加
額
、
②
弁
済
を
受
け
た
取
引
債
権
者
の
利
益
と
銀
行
の
貸

越
残
高
の
減
少
額
、
③
Ｔ
社
に
対
す
る
債
務
の
増
加
額
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
出
資
金
の
算
定
は
①
と
③
の
和
か
ら
②
を
控
除

し
て
（
＝
①
＋
③－

②
）
算
出
さ
れ
た
。
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も
っ
と
も
、
Ａ
社
の
会
計
年
度
末
日
が
一
月
末
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
月
三
日
時
点
の
Ａ
社
の
財
務
状
態
を
示
す
計
算
書
類
は
な
い
。

そ
こ
で
、
本
件
判
事
は
、
代
替
策
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
と
二
〇
〇
九
年
二
月
六
日
の
計
算
書
類
を
比
較
す
る
こ
と
で
、（
Ａ
）

の
算
定
を
行
っ
た
（
131
）。
そ
の
う
え
で
、（
Ｂ
）
三
項
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
た
め
の
裁
量
的
な
減
額
が
行
わ
れ
た
（
132
）。

以
上
の
よ
う
な
算
定
か
ら
導
か
れ
た
額
は
三
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
（
133
）。
こ
れ
は
、
不
当
取
引
と
さ
れ
た
事
業
継
続
に
よ
っ

て
会
社
に
生
じ
た
損
失
で
あ
り
、
会
社
の
清
算
に
よ
っ
て
債
権
者
の
回
収
不
能
と
な
っ
た
額
で
は
な
い
。

第
二
款

ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
（
134
）

【
事
案
の
概
要
】

・
本
件
会
社
と
そ
の
財
務
状
態

ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
社
（
以
下
、⽛
Ｒ
社
⽜）
は
建
設
業
を
営
む
株
式
会
社
（
Ltd.）
で
あ
る
。
同
社
の
取
締
役
は
、
Ｙ
1
、
Ｙ
2
お
よ
び

Ｙ
3
（
以
下
、
本
件
で
は
、
ま
と
め
て
⽛
Ｙ
1
ら
⽜
と
い
う
）
で
あ
る
。
同
社
は
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
は
黒
字
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
赤
字
状
態
で
あ
っ
た
。
同
社
の
二
〇
〇
八
年
度
と
二
〇
〇
九
年
度
の
計
算
書
類
（
会
計
年
度
末
日
は
一
〇
月
三
一
日
）
に
よ
れ
ば
、

同
社
に
は
営
業
損
失
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
度
の
計
算
書
類
に
よ
っ
て
、
Ｒ
社
が
深
刻

な
債
務
超
過
状
態
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
以
降
、
Ｒ
社
は
、
同
社
債
権
者
か
ら
債
務
の
履
行
を
迫
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
銀
行
に
対
す
る
貸
越
残
高
の
額
も
貸
越
約
定
額
を
超
過
し
て
い
た
。

・
Ｘ
の
主
張
内
容

清
算
人
で
あ
る
Ｘ
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
三
日
ま
で
Ｒ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
二
一
四
条
に
基
づ
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く
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
と
主
張
す
る
。
Ｘ
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足
す
る
時
点
と
し
て
、
同
年
七
月
三
一
日
と
八
月
三
一
日
を

主
張
す
る
。

・
二
〇
一
〇
年
六
月
～
八
月
に
か
け
て
の
事
情

Ｙ
1
ら
は
、
Ｒ
社
の
会
計
係
で
あ
る
Ｓ
か
ら
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
Ｒ
社
が
債
務
超
過
状
態
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、

Ｙ
1
ら
は
、
Ｒ
社
の
債
権
者
か
ら
弁
済
に
つ
い
て
の
⽛
強
い
圧
力
⽜
が
あ
る
こ
と
や
、
Ｒ
社
の
事
業
継
続
の
可
能
性
に
関
す
る
法
的
お
よ

び
財
務
的
な
助
言
を
倒
産
専
門
家
か
ら
得
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
た
。

同
年
七
月
末
ご
ろ
か
ら
、
Ｙ
1
ら
は
、
倒
産
実
務
家
Ｔ
と
二
度
会
議
を
行
い
、
助
言
を
得
た
。
Ｔ
は
、
七
月
二
二
日
付
の
書
面
で
、
以

下
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
①
Ｒ
社
が
支
払
不
能
状
態
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
、
②
Ｒ
社
を
清
算
さ
せ
な
い
た
め
に
、
銀
行
か

ら
、
貸
越
約
定
額
を
超
え
る
部
分
の
返
済
に
つ
い
て
、
時
間
的
猶
予
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
会
社
債
権
者
と
の
間
で
返
済
に
つ
い

て
和
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、で
あ
る
。
Ｒ
社
は
、二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
の
時
点
で
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
基
準
で
み
て
も
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
基
準
で
見
て
も
支
払
不
能
状
態
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
七
月
末
は
、
Ｒ
社
に
と
っ
て
売
上
が
最
も
多
く
な
る
時
期
で
あ
っ
た
。
Ｓ
の
予
測
で
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
～
一
〇
月
の

間
の
純
利
益
は
約
三
二
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
直
ち
に
事
業
を
停
止
す
る
こ
と
は
、
締
結
済
み
の
契
約
に
つ
い
て
の
債
務
不

履
行
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
Ｒ
社
の
損
失
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
八
月
の
初
め
に
、
銀
行
よ
り
、
貸
越
約
定
額
を
超
過

し
た
分
に
つ
い
て
の
返
済
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
。
会
計
士
Ｔ
は
、
Ｙ
1
ら
に
対
し
て
、
Ｒ
社
の
財
務
状
態
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

と
、
Ｒ
社
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
Ｙ
1
ら
が
二
一
四
条
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
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・
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
の
申
し
出
に
つ
い
て

Ｙ
1
ら
は
、
二
〇
一
〇
年
の
初
め
ご
ろ
に
、
Ｊ
と
い
う
投
資
家
を
紹
介
さ
れ
た
。
Ｊ
は
、
Ｒ
社
の
親
会
社
で
あ
る
Ｄ
社
の
株
式
を
取
得

す
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｄ
社
の
関
連
事
業
へ
の
資
金
提
供
に
も
関
心
を
示
し
て
い
た
。
実
際
に
、
Ｊ
か
ら
は
、
約
二

五
〇
万
ポ
ン
ド
の
資
金
提
供
が
持
ち
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
Ｙ
1
ら
は
、
こ
の
資
金
を
も
と
に
Ｒ
社
を
立
て
直
そ
う
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
資
金
提
供
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
日
ま
で
に
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
同
時
点
ま
で
に
資
金
は
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
。
同

日
以
降
も
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
は
な
か
っ
た
が
、
Ｒ
社
は
、
そ
の
後
も
事
業
を
継
続
し
た
。
Ｙ
1
ら
が
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
が
実
行

さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
は
同
年
九
月
末
で
あ
っ
た
。

・
Ｒ
社
の
八
月
以
降
の
事
業
継
続
と
清
算

Ｒ
社
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
事
業
を
継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
定
の
利
益
を
得
た
が
、
こ
れ
は
、
弁
済
期

の
到
来
し
て
い
た
銀
行
に
対
す
る
借
入
や
、
Ｒ
社
従
業
員
へ
の
給
与
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｒ
社
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

一
三
日
に
会
社
管
理
手
続
を
開
始
し
、
そ
の
後
二
〇
一
一
年
一
月
に
清
算
手
続
へ
と
移
行
し
た
。
な
お
、
会
社
管
理
の
開
始
し
た
一
〇
月

一
三
日
の
時
点
で
、Ｒ
社
の
銀
行
口
座
に
は
、二
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、八
月
三
一
日
の
時
点
で
Ｒ
社
の
債
権
者
で
あ
っ

た
者
の
一
部
が
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
九
月
一
日
か
ら
一
〇
月
一
三
日
の
間
に
Ｒ
社
と
取
引
を
し
た
債
権
者
（
以
下
、⽛
新

債
権
者
⽜）
も
会
社
管
理
に
入
っ
た
時
点
で
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

【
判
旨
】

Ｙ
1
ら
は
、
会
社
の
財
務
事
項
に
つ
い
て
の
優
れ
た
見
識
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
Ｙ
⚑
ら
の
審
査
に
は
二
一
四
条
四
項
（
ｂ
）
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が
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
（
135
）。

二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
に
つ
い
て

本
件
に
お
け
る
争
点

ス
ノ
ー
デ
ン
判
事
（
以
下
、
本
款
で
は
、⽛
本
件
判
事
⽜
と
い
う
）
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
末
の
時
点
で
、
Ｒ
社
が
支
払
不
能
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
本
件
判
事
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
末
ま
た
は
八
月
末
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
Ｒ
社
が
事
業
を
継

続
し
た
こ
と
で
生
じ
う
る
利
益
（
約
三
二
万
ポ
ン
ド
）
を
考
慮
し
た
と
き
に
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
見
込
み
が
あ
る
と
い
え

た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

⽛
…
…
い
ず
れ
の
時
点
で
も
、
Ｙ
1
ら
に
は
、
Ｒ
社
が
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
だ
け
で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
の
約
一
四
〇
万
ポ
ン

ド
の
負
債
を
完
全
に
弁
済
で
き
る
に
違
い
な
い
と
結
論
付
け
る
合
理
的
な
見
込
み
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
、
Ｒ
社
の
債
権

者
と
銀
行
が
、
同
社
の
事
業
継
続
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
長
期
の
支
払
猶
予
を
与
え
る
こ
と
に
合
意
し
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
（
136
）⽜。

そ
し
て
、
本
件
判
事
は
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
の
見
込
み
と
い
う
事
情
の
存
在
を
指
摘
し
、
考
慮
す
る
と
し
た
。
Ｊ
か
ら
の
資
金

提
供
は
結
果
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、⽛
二
一
四
条
一
項
の
適
用
に
際
し
て
の
重
要
な
問
題
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
あ
る

い
は
八
月
三
一
日
ま
で
に
、
Ｙ
1
ら
が
Ｊ
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
資
金
提
供
に
関
し
て
合
理
的
な
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
た

は
結
論
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
（
137
）⽜
と
し
た
。

七
月
三
一
日
時
点
で
の
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
の
見
込
み

⽛
…
…
私
は
、
合
理
的
で
注
意
深
い
取
締
役
が
、〔
Ｙ
1
ら
の
調
査
し
た
〕
Ｊ
に
関
す
る
情
報
以
上
の
情
報
（
た
と
え
あ
っ
た
と
し
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て
も
で
あ
る
）
を
認
識
し
た
と
は
考
え
な
い
（
138
）⽜。

⽛
よ
り
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
Ｙ
1
や
Ｙ
3
を
含
む
多
く
の
者
は
、
時
折
、
Ｊ
か
ら
資
金
が
提
供
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問
を
感

じ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
Ｙ
1
ら
に
対
し
て
、
①
Ｊ
が
二
五
〇
万
ポ
ン
ド
で
Ｄ
社
株
式
の
二
五
％
を
取
得
し
、
そ
の
う
ち
の
一
〇
〇

万
ポ
ン
ド
が
Ｒ
社
へ
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
、
②
Ｊ
が
そ
の
よ
う
な
資
金
提
供
の
手
段
を
有
し
て
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
は
、
③
Ｙ
1
ら
が
、
Ｊ
の
経
歴
、
財
務
状
態
、
経
営
計
画
に
関
し
て
さ
ら
な
る
調
査
を
実
施
す
べ
き
こ
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
と

い
う
証
拠
は
な
い
〔
注
：
①
②
③
は
筆
者
に
よ
る
も
の
〕。

た
と
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
日
に
、
Ｔ
は
、
Ｊ
に
よ
る
資
金
提
供
の
話
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｔ
は
、
Ｙ
1
と
の
議
論
の
後

で
、
八
月
六
日
付
の
書
面
で
、
Ｙ
1
ら
に
対
し
、
Ｊ
と
の
間
の
交
渉
継
続
を
（
少
な
く
と
も
時
間
制
限
付
き
で
は
あ
っ
た
が
）
支
持

す
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
際
に
何
の
批
判
も
し
な
か
っ
た
。
私
の
判
断
で
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｔ
の
支
持
と
、
Ｙ
1
ら
が
異
な
る
対
処

を
す
べ
き
と
い
う
指
摘
が
な
い
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

二
一
四
条
の
文
言
に
照
ら
せ
ば
、
Ｔ
は
、
取
締
役
に
期
待
さ
れ
る
一
般
的
な
知
識
、
技
能
、
経
験
を
有
す
る
合
理
的
な
人
物
と
い

う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｔ
は
、
財
務
事
項
を
除
け
ば
、
建
設
業
の
経
験
を
有
し
て
い
た
。
Ｔ
は
、
専
門
的
な
倒
産
実
務

家
で
あ
り
、
Ｙ
1
ら
が
Ｔ
の
専
門
的
な
助
言
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
日
ま
で
に
、

Ｔ
は
、
Ｒ
社
の
財
務
状
態
が
深
刻
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
時
間
的
制
約
を
考
慮
す
れ
ば
、
事
業
継
続
だ
け
で
、
Ｒ
社
を
立

ち
直
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
有
し
、
さ
ら
に
、
Ｒ
社
を
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
に
第
三
者
か
ら
ど
れ
だ
け
の
資
金
を

集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
っ
て
い
た
。
Ｔ
は
、
Ｙ
1
ら
に
、
二
一
四
条
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
の
危
険
性
を
繰
り
返
し
指
摘

し
、
警
告
し
て
い
た
。
Ｔ
は
、
Ｊ
に
対
し
て
、
会
社
の
潜
在
的
な
救
世
主
と
し
て
の
興
味
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
懐
疑
の
両
方

を
抱
い
て
い
た
。

北研 55 (1・60) 60

論 説

北研 55 (1・61) 61

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



以
上
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
Ｔ
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
六
日
付
の
書
面
に
お
い
て
、
Ｙ
1
ら
に
詳
細
か
つ
注
意
深
い
助
言
を
し

た
。
し
か
し
、
Ｔ
は
、
一
度
も
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
が
本
質
的
に
不
当
で
あ
る
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
Ｙ
1
ら
に
Ｊ
か
ら

の
資
金
提
供
の
信
用
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
調
査
を
行
う
べ
き
こ
と
も
述
べ
て
い
な
い
（
139
）⽜。

⽛〔
二
一
四
条
に
関
す
る
先
例
に
よ
れ
ば
、〕
会
社
の
将
来
の
見
込
み
に
関
し
て
Ｙ
1
ら
が
ど
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
す
べ
き
だ
っ

た
か
を
評
価
す
る
際
、
裁
判
所
は
、
適
切
な
専
門
家
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
表
明
さ
れ
て
い
な
い
）
見
解
や
助
言
を
重

視
で
き
る
。
本
件
で
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
下
旬
や
八
月
上
旬
に
お
け
る
Ｔ
の
関
与
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
（
140
）。⽜⽛
Ｙ
1
ら
は
、
Ｔ
か

ら
専
門
的
な
助
言
を
得
よ
う
と
試
み
、
こ
れ
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
、
Ｙ
1
ら
が
不
当
な
事
業
継
続
を
し
て
い
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
そ
れ
と
異
な
る
結
論
に
到
達
す
る
ほ
ど
に
十
分
な
根
拠
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
（
141
）⽜。

以
上
よ
り
、
本
件
判
事
は
、
七
月
末
時
点
で
の
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
否
定
し
た
。

八
月
三
一
日
時
点
の
Ｊ
か
ら
の
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

⽛
…
…
二
〇
一
〇
年
八
月
の
第
一
週
ま
で
に
、
Ｊ
は
、
Ｒ
社
を
救
済
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
資
金
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
の
著
し
い

緊
急
性
に
気
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｊ
は
、
Ｙ
1
ら
に
資
金
提
供
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
も
し
、

Ｊ
が
Ｒ
社
を
救
う
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
か
の
利
益
を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
…
…
Ｊ
は
実
際
に
資
金
を
提
供
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
は
っ
き
り
と
し
た
事
実
は
、
Ｊ
が
、
約
束
通
り
に
、
Ｒ
社
の
救
済
に
必
要
な
資
金
を
提
供
し
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
八
月
の
間
に
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
（
142
）。⽜

⽛
私
は
、
後
知
恵
を
用
い
る
こ
と
に
注
意
し
、
快
適
な
裁
判
所
の
中
か
ら
、
取
締
役
の
当
時
の
行
動
を
安
易
に
批
判
す
る
べ
き
で
は

な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
と
の
間
で
交
渉
が
進
ま
な
い
こ
と
や
、
Ｊ
が
八
月
中
に
準
備
で
き
る
と
述
べ
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て
い
た
資
金
提
供
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
二
〇
一
〇
年
八
月
末
ま
で
に
、
Ｊ
が
Ｒ
社
を
救
う
た
め
に
、

必
要
な
資
金
を
提
供
す
る
合
理
的
な
見
込
み
は
も
は
や
な
い
と
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。
Ｙ
2
の
証
言
に
よ
れ

ば
、Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
が
依
然
と
し
て
約
束
さ
れ
て
お
り
、
Ｙ
1
ら
は
依
然
と
し
て
Ｊ
を
信
頼
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

私
は
、
こ
の
こ
と
が
希
望
と
楽
観
主
義
に
基
づ
く
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
る
。
二
〇
一
〇
年
八
月
末
ま
で
に
、

私
は
、
Ｒ
社
の
至
急
必
要
と
し
て
い
た
資
金
が
Ｊ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
と
い
う
期
待
に
、
合
理
的
な
基
礎
が
も
は
や
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
私
の
見
解
で
は
、
Ｙ
1
ら
は
、
現
実
的
な
評
価
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
八
月
の
時
点
で
、
Ｊ
を
信
頼
せ
ず
、
Ｒ
社
に
支
払

不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み
が
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
（
143
）。⽜

三
項
と
出
資
金
の
額
に
つ
い
て
の
判
断

⽛
私
は
、
以
下
の
よ
う
な
主
張
に
よ
っ
て
、
二
一
四
条
三
項
の
主
張
が
証
明
さ
れ
る
と
は
考
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
で
Ｙ
1
ら

が
主
張
し
た
よ
う
に
、
二
一
四
条
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
時
点
以
降
の
Ｙ
1
ら
の
行
動
が
、
Ｒ
社
の
正
味
損
失
を

減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
一
四
条
の
一
項
の
役
割
と
文
言
と
三
項
の
そ
れ
ら
は
異
な
る
。
同
条
一
項
は
、
会
社
の
財
務
状
態
を
不
当
取
引
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
状
態
へ
と
回
復
さ
せ
る
た
め
の
金
銭
的
救
済
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
項
は
、
無
担
保
債
権
者
全
体
に
対
し

て
の
不
当
取
引
の
影
響
に
焦
点
を
あ
て
る
規
定
で
あ
る
。
対
照
的
に
、
同
条
三
項
は
、
結
果
で
は
な
く
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足

が
認
め
ら
れ
た
時
点
以
降
に
、
取
締
役
が
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
に
導
入
し
た
枠
組
み
（
regim
e）
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
あ

る
。
も
し
、
取
締
役
が
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
時
点
以
降
に
、
債
権
者
へ
生
じ
う
る
損
失
を
最
小
化
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
取
締
役
は
、
二
一
四
条
一
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項
の
も
と
で
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
、
取
締
役
が
、
実
際
に
は
彼
の
目
的
を
達
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

で
あ
る
。

二
一
四
条
三
項
で
表
明
さ
れ
て
い
る
文
言
（⽝
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽞）
に
鑑
み
れ
ば
、
同
項
に
お
い
て
、
取
締
役
の
証
明
す
べ
き
こ
と

の
内
容
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、
同
項
を
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
が
正
し
い
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
私
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
同
項
を
主
張
す
る
取
締
役
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
証
明
の
内
容
と
し
て
は
、

そ
の
事
業
継
続
が
会
社
の
正
味
損
失
を
減
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
事
業
継
続
が
債
権

者
個
人
に
生
じ
う
る
損
失
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
た
め
に
適
切
に
設
計
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
採
用
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
債
権
者
全
体
の
損
失
を
減
ら
す
た
め
に
事
業
を
継
続
し
た
と
主
張
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役
に
二
一
四
条
三
項
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
債
権
者
間

で
ど
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
達
成
方
法
を
問
わ
な
い
も
の
と
な
る
。

本
件
の
事
実
は
、
非
常
に
良
い
例
を
提
供
す
る
。
本
件
で
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
無
担
保
債
権
者
全
体
に
関
す
る
Ｒ
社
の
正
味
損
失
を

減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
Ｙ
1
ら
に
対
し
て
、
二
一
四
条
三
項
の
適
用
が
無
条
件
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。
そ
れ
は
、
Ｙ
1
ら
の
選
択
し
た
事
業
継
続
の
方
法
が
、
最
終
的
に
弁
済
さ
れ
な
か
っ
た
新
債
権
者
［
訳
注
：
八
月
以
降
に

Ｒ
社
と
取
引
し
た
債
権
者
の
こ
と
］
の
犠
牲
に
よ
っ
て
、
銀
行
や
一
部
の
債
権
者
へ
弁
済
す
る
と
い
う
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
か
ら
で

あ
る
（
144
）。⽜⽛
Ｙ
1
ら
が
新
債
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
⽝
採
用
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
⽞
手
段
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
Ｙ

1
ら
に
対
し
、
二
一
四
条
三
項
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
（
145
）。⽜

北研 55 (1・62) 62

論 説

北研 55 (1・63) 63

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



出
資
金
の
額

⽛
…
…
〔
先
例
よ
り
〕、
私
は
、
Ｙ
1
ら
が
二
一
四
条
一
項
の
も
と
で
出
資
金
の
拠
出
を
要
求
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
正
し

い
方
法
が
以
下
の
も
の
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
…
…
二
〇
一
〇
年
八
月
三
一
日
か
ら
Ｒ
社
が
会
社
管
理
手
続
を
申
し
立
て
た
二

〇
一
〇
年
一
〇
月
一
三
日
ま
で
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
、
同
社
に
損
失
が
生
じ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

算
定
の
出
発
点
と
し
て
は
、
上
記
二
つ
の
日
の
間
で
、
無
担
保
債
権
者
に
関
す
る
Ｒ
社
の
正
味
損
失
の
増
減
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問

題
と
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

私
は
、
先
例
よ
り
…
…
出
資
金
と
事
業
継
続
の
間
に
は
因
果
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
会
社
が
正
式
に
倒
産
処
理

を
開
始
し
た
場
合
に
必
ず
生
じ
る
損
失
は
、
二
一
四
条
の
も
と
で
取
締
役
に
負
わ
さ
れ
る
べ
き
損
失
で
は
な
い
（
146
）⽜。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
本
件
判
事
は
、
具
体
的
な
出
資
金
の
額
の
算
定
を
試
み
る
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
証
拠
を
用
い

る
べ
き
か
を
検
討
す
る
。
本
件
判
事
は
、
清
算
人
で
あ
る
Ｘ
の
作
成
し
た
表
に
依
拠
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
。
本
件

判
事
は
、
そ
の
表
か
ら
算
定
さ
れ
る
額
に
は
、
事
業
の
停
止
や
会
社
財
産
の
換
価
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
失
が
含
ま
れ
て
い

る
と
し
、
そ
の
表
を
用
い
た
算
定
を
行
わ
な
い
と
し
た
（
147
）。

そ
の
う
え
で
、
二
〇
一
〇
年
八
月
三
一
日
時
点
と
一
〇
月
一
三
日
時
点
の
Ｒ
社
の
貸
借
対
照
表
を
比
較
す
る
。
一
見
す
る
と
、
約

九
〇
万
ポ
ン
ド
の
正
味
損
失
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
件
判
事
は
、
こ
れ
ら
の
貸
借
対
照
表
の
数
値
に
誤
り
が
あ
る
こ

と
や
、
八
月
三
一
日
の
時
点
と
一
〇
月
一
三
日
の
間
で
、
Ｒ
社
が
有
す
る
債
権
の
価
値
に
つ
い
て
の
評
価
手
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
等
を
指
摘
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
判
事
は
、
両
時
点
の
評
価
手
法
を
統
一
す
る
と
い
う
修
正
を
行
い
、
両
時
点
の
損
失
の

増
加
分
を
算
定
し
直
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
社
の
債
務
超
過
額
の
額
は
、
八
月
三
一
日
が
一
一
五
九
三
七
四
ポ
ン
ド
で
あ
り
、

一
〇
月
一
三
日
が
一
〇
二
六
五
四
一
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｒ
社
の
財
務
状
態
に
は
改
善
が
見
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う

北研 55 (1・64) 64

論 説

北研 55 (1・65) 65

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
判
事
は
、
十
分
に
立
証
さ
れ
た
結
論
に
到
達
し
な
い
と
し
た
（
148
）。

ま
た
、
Ｘ
は
、
本
件
で
は
計
算
書
類
に
不
備
が
あ
る
の
で
、
パ
ー
ポ
イ
ン
ト
判
決
や
ク
ド
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
判

決
の
よ
う
な
手
法
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
判
事
は
、
計
算
書
類
こ
そ
存
在
し
な
い
が
、
Ｒ
社
で

は
適
切
な
財
務
状
態
の
把
握
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
上
記
二
判
決
と
は
異
な
る
と
し
て
、
事
案
違
い
を
理
由
に
両
判
決
の
算

定
手
法
を
用
い
な
か
っ
た
（
149
）。

⽛
…
…
Ｙ
1
ら
が
二
〇
一
〇
年
八
月
一
三
日
か
ら
一
〇
月
一
三
日
の
間
に
Ｒ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

批
判
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
私
の
考
え
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
業
継
続
が
Ｒ
社
全
体
に
損
失
を
生
じ
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
、

債
権
者
全
体
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
本
件
で
は
完
全
に
妥
当
す
る
。
Ｒ
社
の
清
算
時
に
何
ら
の
弁
済
も
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
無
担
保
債
権
者
と
の
関
係
で
の
Ｙ
1
ら
の
過
ち
は
、
事
業
継
続
が
銀
行
と
Ｒ
社
債
権
者
の
一
部
へ
の
弁
済
と
な
り
、
新
債
権

者
へ
の
弁
済
と
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
法
に
あ
る
。
私
は
、
Ｙ
1
ら
の
こ
の
よ
う
な
行
為
を
許
容
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
私
の
理
解
で
は
、
…
…
、
上
記
事
情
が
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
会
社
財
産
に
対
す
る
出
資
金
の
拠
出
を
正
当
化
し
な
い
。

こ
れ
は
、
同
条
の
構
造
上
の
欠
陥
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
私
が
対
処
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
変
更
は
国
会

の
役
割
で
あ
る
（
150
）。⽜

以
上
よ
り
、
本
件
で
は
Ｒ
社
に
正
味
損
失
の
増
加
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
判
事
は
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
資
金

拠
出
責
任
を
負
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

第
一
項

二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足
す
る
時
点

本
事
件
で
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
と
い
う
時
点
と
八
月
三
一
日
と
い
う
二
時
点
に
つ
い
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
問
題
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と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
時
点
で
も
、
Ｒ
社
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
の
支
払
不
能
状
態
か
つ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
上
の
支
払
不
能

状
態
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
継
続
か
ら
生
じ
る
利
益
だ
け
で
は
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
な
見
込
み
は
な
か
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
（
151
）。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
Ｒ
社
の
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
な
事
情
と
し
て
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
の
見
込
み
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
、
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
は
、
最
終
的
に
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
判
決
で

は
、
Ｙ
1
ら
が
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
が
な
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
、
い
つ
の
時
点
ま
で
合
理
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
か
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

本
件
判
事
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
二
〇
一
〇
年
七
月
の
時
点
で
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
に
見
込
み
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
っ

た
と
し
た
。
こ
の
判
断
の
主
た
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｔ
の
助
言
で
あ
る
。
本
件
判
事
は
、
適
切
な
専
門
家
に
よ
る
事
業
継
続
を

肯
定
す
る
助
言
の
存
在
か
ら
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
否
定
し
た
先
例
（
152
）の
存
在
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
判
断
に
則
っ
て
、
Ｔ
が

適
切
な
能
力
を
有
す
る
専
門
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。
本
件
判
事
に
よ
れ
ば
、
Ｔ
に
は
優
れ
た
能
力
の
あ
る
こ
と
、
倒
産
実

務
家
で
あ
る
こ
と
、
二
一
四
条
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
適
切
な
助
言
を
行
い
う
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｔ
が
、
資
金
調
達
の
見
込
み
が
あ
る
な
ら
事
業
を
継
続
し
て
も
よ
い
と
助
言
し
た
こ
と
と
、
Ｔ
が
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
が
な
さ
れ
な
い
こ

と
も
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
七
月
三
一
日
の
時
点
で
の
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
否
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
項
（
ｂ
）

の
要
件
充
足
の
判
断
に
お
い
て
、
適
切
な
専
門
家
の
助
言
と
い
う
も
の
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
153
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
判
事
は
、
八
月
三
一
日
の
時
点
で
、
Ｙ
1
ら
が
、
Ｒ
社
に
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
合
理
的
見
込
み

が
な
い
と
結
論
付
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｔ
が
助
言
し
た
際
に
、
資
金
提
供
を
待
つ
と
し
て
も
時
間
的
制
約
が
あ

る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
や
、
当
初
の
予
定
で
は
八
月
上
旬
に
は
資
金
提
供
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
そ
の
時
点
で
も
提
供
さ
れ
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な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
Ｊ
か
ら
の
資
金
獲
得
の
見
込
み
に
関
す
る
事
情
の
変
化
が
二
項
（
ｂ
）
の

要
件
充
足
の
判
断
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
（
154
）。
ま
た
、
本
件
の
判
断
は
、
資
金
提
供
の
見
込
み
が
明
ら
か
に
不
合
理
と
い
え
る
よ
う
に
な

る
ま
で
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
肯
定
し
な
い
点
で
、
従
来
の
判
例
と
軌
を
一
に
す
る
（
155
）。

第
二
項

三
項
の
解
釈

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
二
一
四
条
三
項
の
判
断
で
問
題
と
な
る
の
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
充
足
し
た
時
点
以
降
に
、
取
締
役
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
行
動
等
が
、
会
社
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
項
の
立
証
に
際
し
て
は
、⽛
そ
の
事

業
継
続
に
よ
っ
て
会
社
の
正
味
損
失
を
減
ら
す
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
こ
と
⽜
と
⽛
債
権
者
個
人
の
損
失
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る

た
め
に
適
切
に
設
計
さ
れ
た
こ
と
⽜
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
（
156
）。
こ
の
よ
う
に
、
三
項
の
立
証
に
際
し
て
必
要
と
な
る
内
容
を
明
示
し
た
こ

と
が
、
本
判
決
の
意
義
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
三
項
の
解
釈
か
ら
は
、
一
部
の
債
権
者
の
犠
牲
で
、
そ
の
他
の
債
権
者
に
与
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
事
業
継
続

は
、
三
項
の
要
件
を
充
足
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
本
件
で
も
、
二
項
（
ｂ
）
の
時
点
以
降
に
会
社
と
取
引
を
し
た
債
権
者
の
犠
牲
で
、
銀

行
や
二
項
（
ｂ
）
の
時
点
よ
り
前
か
ら
い
る
債
権
者
に
弁
済
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
三
項
の
適
用
が
否
定
さ
れ
た
（
157
）。
会
社
（
債
権
者
全

体
）
の
損
失
が
減
少
し
た
場
合
で
も
、
そ
れ
が
一
部
の
債
権
者
に
負
担
を
押
し
付
け
た
も
の
な
ら
ば
三
項
の
要
件
充
足
を
認
め
な
い
と
い

う
解
釈
は
、
判
旨
も
述
べ
る
よ
う
に
、
容
易
に
は
そ
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
結
果
的
に
、
一
部
の
債
権
の
み
が
損
失
を
被
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が
三
項
の
要
件
の
充
足
を
否
定
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
本
判
決
は
、
あ
く
ま
で
意
図
を
問
題
に
す
る
の
み
で
あ
り
、
債
権
者
の
一
部
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
意
図
が
な
い
な
ら
ば
、
結
果
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的
に
債
権
者
間
の
不
平
等
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
三
項
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
判
決
は
、
傍
論
で
、
八
月
三
一
日
以
降
も
Ｙ
1
ら
へ
給
与
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
三
項
の
要
件
充
足
を
否
定
す
る
事
情
と

な
る
か
に
つ
い
て
も
判
示
し
た
。
本
件
判
事
は
、
報
酬
額
が
過
剰
で
な
く
、
合
理
的
な
水
準
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
三
項
の
要

件
充
足
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
（
158
）。

第
三
項

資
金
拠
出
責
任
を
負
う
出
資
金
の
額
の
算
定

①

八
月
三
一
日
以
降
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
Ｒ
社
の
損
失
の
算
定
方
法

本
判
決
は
、
出
資
金
の
額
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
肯
定
さ
れ
た
八
月
三
一
日
か
ら
会
社
管
理
手
続
を

開
始
し
た
一
〇
月
一
三
日
ま
で
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
Ｒ
社
の
債
務
の
増
加
分
を
問
題
と
し
た
。
こ
の
額
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ

て
の
出
発
点
は
、
八
月
三
一
日
と
一
〇
月
一
三
日
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｒ
社
の
正
味
損
失
の
比
較
で
あ
る
。
本
件
判
事
は
、
こ
の
額
を
起
点
に
、

会
社
財
産
の
評
価
手
法
を
統
一
（
159
）し
、
事
業
継
続
と
の
間
の
因
果
関
係
を
要
求
す
る
（
160
）と
い
っ
た
修
正
を
施
す
形
で
、
資
金
拠
出
責
任
を
負
う

べ
き
出
資
金
の
額
を
算
定
し
て
い
る
。
本
判
決
は
、
厳
密
な
意
味
で
⽛
事
業
継
続
に
よ
る
損
失
の
増
加
⽜
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
点
に
特

徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
の
因
果
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、⽛
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
⽜
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
が
要
求
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
の
時
点
で
事
業
を
停
止
し
て
も
必
ず
生
じ
る
こ
と
に
な
る
損
失
が
、
Ｙ
1
ら
の
負
う
出
資
金
の
額
か
ら
除
外
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
損
失
が
除
外
さ
れ
る
の
は
、
い
つ
の
時
点
で
清
算
や
会
社
管
理
に
入
っ
た
と
し
て
も
（
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
充
足
し

た
時
点
で
直
ち
に
清
算
や
会
社
管
理
に
入
っ
て
い
よ
う
と
も
、
同
時
点
以
降
に
清
算
や
会
社
管
理
に
入
っ
て
い
よ
う
と
も
）、
そ
れ
が
生
じ

る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
事
業
継
続
に
よ
っ
て
、
損
失
の
発
生
時
点
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
損
失
は
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事
業
継
続
が
な
く
と
も
発
生
し
た
損
失
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

②

一
部
債
権
者
の
差
別
的
な
取
り
扱
い
と
出
資
金
の
額
の
算
定

本
判
決
の
最
終
的
な
結
論
は
、
Ｒ
社
に
は
、
正
味
損
失
の
増
加
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
Ｙ
⚑
ら
の
負
う
出
資
金
の
額
も
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
宣
言
は
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
断
と
な
っ
た
の
は
、
Ｒ
社
の
事
業
継
続

に
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
部
の
債
権
者
を
優
遇
す
る
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
一
方
で
、
そ
れ
以
外

の
債
権
者
が
そ
れ
に
伴
う
不
利
益
を
引
き
受
け
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
を
二
一
四
条
の
救
済
対
象
と
し
な
い
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

本
件
判
事
は
、
次
の
よ
う
な
例
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
二
一
四
条
に
基
づ
く
救
済
を
利
用
す
る
こ
と
が
不
適
切
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
五
〇
万
ポ
ン
ド
の
財
産
し
か
な
い
会
社
に
、
浮
動
担
保
を
有
す
る
債
権
者
と
無
担
保

債
権
者
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
万
ポ
ン
ド
の
債
権
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
当
該
会
社
が
清
算
さ
れ
た
な
ら
ば
、
無
担
保

債
権
者
Ａ
の
回
収
額
は
、
二
〇
〇
三
年
に
導
入
さ
れ
た
一
定
の
配
当
額
を
認
め
る
規
定
（
Prescribed
part）
に
よ
っ
て
一
〇
三
〇

〇
〇
ポ
ン
ド
と
な
る
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
一
七
六
条
Ａ
お
よ
び
倒
産
（
別
表
規
定
）
規
則
参
照
（
162
））。
し
か
し
、
当
該
会
社
が
事

業
を
継
続
し
、
新
た
に
、
Ｂ
ら
が
そ
の
無
担
保
債
権
者
（
債
権
額
：
五
〇
万
ポ
ン
ド
）
に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
会
社
の
正

味
損
失
の
額
が
増
加
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
Ｂ
が
加
わ
っ
た
結
果
、
Ａ
は
、
二
五
万
ポ
ン
ド
を
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、
Ｂ
～
Ｚ
が
二
五
万
ポ
ン
ド
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
例
で
あ
る
。
こ
の
例
を
念
頭
に
、
本
件
判
事
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。⽛〔
以
上
の
例
〕
に
お
い
て
は
〔
債
権
者
間
の
不
平
等
に
関
す
る
懸
念
に
対
処
す
る
救
済
を
二
一
四
条
が
提
供
す
べ
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き
で
な
い
こ
と
は
〕、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
債
権
者
Ｂ
ら
…
…
の
損
失
を
完
全
に
補
償
す
る
た
め
に
は
、
二
一
四
条
の
も
と
で
の
会
社

財
産
へ
の
出
資
金
の
額
は
五
〇
万
ポ
ン
ド
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
完
全
な
回
収
と
い
う
棚
ぼ
た
の
利
益
を
債

権
者
Ａ
に
与
え
る
と
い
う
結
果
を
伴
う
こ
と
に
な
る
（
163
）⽜

以
上
の
よ
う
な
判
断
は
、
二
一
四
条
の
最
終
的
な
救
済
対
象
と
し
て
、
債
権
者
間
の
利
益
移
転
や
債
権
者
個
人
の
損
失
が
含
ま
れ
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
項
の
判
断
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
、
同
項
の
要
件
は
充
足
し
な
い
と
判

断
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
は
多
少
の
違
和
感
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
（
164
）。
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
こ
れ
を
二

一
四
条
の
条
文
構
造
に
よ
る
帰
結
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
い
る
（
165
）。

③

清
算
費
用
等
に
つ
い
て
の
判
断

本
事
件
で
は
、
別
訴
に
お
い
て
、
一
〇
月
一
三
日
以
降
に
な
さ
れ
た
会
社
管
理
や
清
算
に
要
し
た
費
用
（
約
七
万
ポ
ン
ド
）
と
、
二
一

四
条
の
申
立
て
に
要
し
た
費
用
（
約
一
八
万
ポ
ン
ド
。
以
下
、
本
款
に
お
い
て
両
費
用
の
こ
と
を
あ
わ
せ
て
⽛
清
算
費
用
等
⽜
と
い
う
）

が
、
出
資
金
の
額
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
て
い
る
（
166
）。
同
判
決
で
は
、
そ
れ
ら
の
額
は
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
出
資
金
の
額
に

含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
本
判
決
と
同
様
に
、
資
金
拠
出
を
負
う
額
に
つ
い
て
は
事
業
継
続
と
の
間
に
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
旨
が
判

示
さ
れ
た
後
、
判
事
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

⽛
私
は
、
本
件
で
Ｙ
⚑
ら
が
Ｒ
社
を
即
座
に
会
社
管
理
手
続
に
入
ら
せ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
Ｙ
⚑
ら
の
そ

の
期
間
の
行
動
す
べ
て
が
、
二
一
四
条
の
趣
旨
か
ら
⽝
不
当
（
w
rongfully）⽞
な
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
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理
解
し
な
い
。
そ
し
て
、
同
様
に
、
私
は
、
そ
の
証
明
が
、
本
件
で
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足
す
る
時
点
を
特
定
す
る
た
め
の
共

同
清
算
人
の
調
査
や
訴
訟
追
行
に
よ
っ
て
後
か
ら
生
じ
る
手
数
料
や
コ
ス
ト
を
、
Ｙ
1
ら
に
支
払
わ
せ
る
こ
と
を
命
じ
る
基
礎
に
な

る
こ
と
も
ま
た
理
解
で
き
な
い
（
167
）。⽜

判
事
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
Ｒ
社
に
、
八
月
三
一
日
以
降
も
事
業
を
継
続
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
直
接
に
生
じ
た
損
害
を
出
資
金
の
額
に
含
め

な
い
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
と
指
摘
し
た
一
方
で
、
清
算
費
用
等
は
そ
の
よ
う
な
損
害
に
含
ま
れ
る
と
は
判
断
し
な
か
っ
た
（
168
）。
清
算
費
用

等
は
、
そ
の
時
点
で
の
事
業
継
続
と
は
関
係
な
く
、
そ
の
よ
う
な
手
続
に
入
れ
ば
生
じ
た
費
用
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
直
接
に
生
じ
た
損

害
に
含
ま
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
169
）。

第
三
款

ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
控
訴
審
判
決
（
170
）

【
上
訴
の
内
容
】

事
案
の
概
要
は
、
本
節
第
一
款
と
同
様
で
あ
る
。
略
称
等
も
、
第
一
款
で
用
い
た
⽛
本
件
判
事
⽜
を
⽛
原
審
判
事
⽜
と
す
る
点
を
除
け

ば
、
同
款
で
用
い
た
も
の
に
従
う
。

第
一
款
の
判
断
に
対
し
て
は
、
清
算
人
Ｘ
、
取
締
役
Ｙ
ら
が
と
も
に
上
訴
し
た
。
以
下
で
は
、
出
資
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
判
断
を

中
心
に
取
り
上
げ
る
（
171
）。

な
お
、
本
件
で
は
、
両
当
事
者
よ
り
事
実
認
定
に
も
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ク
ス
ト
ン
（
Foxton）
判
事
（
以
下
、
本
款

で
は
⽛
本
件
判
事
⽜
と
い
う
）
は
、
事
実
認
定
に
関
す
る
問
題
や
事
実
の
評
価
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
要
で
な
い
限
り
、
検
討

し
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
（
172
）。
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【
判
旨
】

資
金
拠
出
責
任
を
負
う
出
資
金
の
額
に
つ
い
て

本
件
判
事
は
、
原
審
判
事
の
認
定
し
た
事
実
を
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
資
金
の
額
に
関
す
る
判
断
が
不
適
切
で
あ
っ
た
と
し
、
Ａ
社

の
債
務
に
増
加
が
な
か
っ
た
と
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
（
173
）。
本
件
判
事
は
、
原
審
判
事
の
認
定
を
も
と
に
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
出

資
金
の
額
の
算
定
を
行
っ
た
。

本
件
判
事
は
、
Ｔ
社
に
対
し
て
負
う
債
務
の
う
ち
、
Ａ
社
の
負
う
全
債
務
の
増
加
に
寄
与
し
た
の
が
一
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
正
味
損
失
の
増
加
は
、
い
く
ら
大
き
く
て
も
九
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド
に
し
か
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
審

の
認
定
よ
り
、
事
業
継
続
に
よ
る
Ａ
社
の
総
債
務
の
減
少
が
一
〇
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド

と
一
〇
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
比
較
し
た
結
果
、
事
業
継
続
に
よ
る
正
味
損
失
の
増
加
は
な
く
、
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
き
資
金
拠
出
す
べ

き
出
資
金
が
な
い
と
判
断
し
た
（
174
）。

以
上
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。⽛
原
審
判
事
が
、
…
…
〔
会
社
の
全
債
務
が
減
少
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
損
失
を
被
っ

た
〕
個
々
の
債
権
者
へ
の
…
…
救
済
を
与
え
る
規
定
と
し
て
二
一
四
条
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
法
解
釈
と
し
て
誤
り

で
あ
っ
た
。

（
ａ
）
二
一
四
条
の
も
と
で
取
締
役
が
資
金
拠
出
す
べ
き
出
資
金
は
、全
て
の
無
担
保
債
権
者
へ
平
等
に
分
配
さ
れ
る
財
産
で
あ
り
、

債
権
者
全
体
の
利
益
の
た
め
に
保
有
さ
れ
る
財
産
で
あ
る
。
特
定
の
債
権
者
や
特
定
の
債
権
者
集
団
の
た
め
の
も
の
で
は
な

い
。
不
当
取
引
を
し
た
取
締
役
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
出
資
金
の
額
の
決
定
に
際
し
て
、
関
連
す
る
の
は
、
会
社
の
正
味

財
産
へ
の
不
当
取
引
へ
の
影
響
で
あ
っ
て
、
特
定
の
債
権
者
や
特
定
の
債
権
者
集
団
へ
の
影
響
で
は
な
い
…
…
。

（
ｂ
）
二
一
四
条
一
項
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
の
救
済
を
与
え
る
規
定
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
当
取
引
の
な
さ
れ

北研 55 (1・72) 72

論 説

北研 55 (1・73) 73

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



た
期
間
に
、
…
…
あ
る
債
権
者
ま
た
は
債
権
者
集
団
に
対
す
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
債
権
者
全
体
に
対

し
て
会
社
が
負
う
債
務
の
増
加
が
な
い
場
合
で
あ
る
…
…
。

（
ｃ
）
会
社
の
正
味
損
失
に
増
加
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
情
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
、
取
締
役
は
、
二
一
四
条
三
項

の
抗
弁
に
関
す
る
主
張
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
債
権
者
ま
た
は
特
定
の
債
権
者
集
団
へ
の
差
別
的
な
対
応
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
二
一
四
条
三
項
の
抗
弁
が
証
明
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
場
合
、
取
締
役
が
、
無
担
保
債
権
者
全
体

の
利
益
の
た
め
に
会
社
の
正
味
損
失
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
証
明
に

と
っ
て
十
分
な
も
の
で
な
い
。

…
…
私
は
、
Ｙ
1
ら
が
上
訴
に
成
功
し
た
と
結
論
付
け
、
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
原
審
判
事
は
、
二
一
四
条
一
項
に
基
づ
く
出
資
金
の

拠
出
を
Ｙ
1
ら
に
命
じ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、（
ａ
）
清
算
人
で
あ
る
Ｘ
は
、
不
当
取
引
が
な
さ
れ
た
期
間
の

間
に
、
Ａ
社
の
正
味
損
失
の
増
加
が
あ
る
と
い
う
主
張
を
適
切
に
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
そ
の
立
証
も
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、（
ｂ
）
原
審
判
事
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
方
法
と
認
定
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
け
ば
、
Ａ
社
の
正
味
損
失
の
増
加
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
175
）⽜。

以
上
よ
り
、
本
件
判
事
は
、
Ａ
社
に
お
け
る
正
味
損
失
の
増
加
が
な
い
た
め
、
Ｙ
1
ら
が
資
金
拠
出
責
任
を
負
わ
な
い
と
判
示
し
た
。

【
分
析
】第

一
項

出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
判
断

本
件
判
事
は
、
原
審
判
決
の
決
定
を
覆
し
、
Ａ
社
に
正
味
損
失
の
増
加
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
Ｙ
1
ら
が
資
金
拠
出
責
任
を

負
わ
な
い
と
判
断
し
た
（
176
）。
こ
の
よ
う
な
判
断
と
な
っ
た
の
は
、
Ｔ
社
債
務
に
つ
い
て
の
評
価
が
両
判
決
で
異
な
る
た
め
で
あ
る
（
177
）。
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こ
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
本
判
決
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
後
に
示
さ
れ
た
本
判
決
の
判
断
を
見
る
こ

と
で
、
二
一
四
条
の
資
金
拠
出
責
任
の
額
の
算
定
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
確
立
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
会
社
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
、
一
部
の
債
権
者
に
損
失
が
生
じ
、
そ
れ
以
外
の
債
権
者
が
利
益
を
得
た
と
い
う
場
合
で
、
か

つ
、
会
社
財
産
全
体
の
減
少
が
生
じ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
二
一
四
条
に
よ
る
救
済
は
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
出
資
金
の
算
定
で
は
、
会
社
の
正
味
損
失
の
増
加
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、

二
一
四
条
の
救
済
対
象
が
会
社
財
産
全
体
の
減
少
に
純
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
178
）。

第
二
項

三
項
に
関
す
る
判
断

本
件
は
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
債
権
者
で
あ
る
内
国
歳
入
庁
と
賃
料
債
務
の
債
権
者
で
あ
る
Ｔ
社
へ
の
支
払
い
を
し
な
い
間
に
、

取
引
債
権
者
や
銀
行
へ
の
弁
済
を
行
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
原
審
判
決
は
、
内
国
歳
入
庁
や
Ｔ
社
に
対
し
て
負
う
債
務
の
増
加
の

方
が
、
他
の
債
務
者
へ
の
債
務
の
減
少
分
よ
り
も
多
く
、
会
社
財
産
と
し
て
み
た
と
き
に
も
正
味
損
失
の
増
加
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。

そ
し
て
原
審
判
決
は
、三
項
の
要
件
充
足
を
否
定
す
る
際
に
、⽛
二
一
四
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
は
、債
権
者
全
体
で
あ
っ
て
、個
々

の
債
権
者
で
は
な
い
（
179
）⽜
と
も
述
べ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
と
異
な
り
、
債
権
者
全
体
の
損
失
の
み
が
三
項

の
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
事
実
だ
と
も
読
め
な
く
は
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
判
決
は
、
原
審
判
決
に
お
い
て
差
別
的
な
取
り
扱
い
へ
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
180
）。
こ
の
よ
う

な
本
判
決
の
指
摘
は
、
明
示
的
に
は
判
示
し
て
い
な
い
が
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
三
項
の
解
釈
を
意
識
し
た
も
の

だ
と
い
え
よ
う
（
181
）。
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第
四
款

近
時
の
判
例
の
展
開
に
関
す
る
ま
と
め

第
一
項

二
項
（
ｂ
）
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て

本
節
で
取
り
上
げ
た
三
判
例
と
も
に
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
判
断
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
第
二
款

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
以
下
で
は
、
数
点
の
指
摘
を
加
え
て
お
く
。

第
一
に
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
原
審
判
決
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
会
社
の
財
務
状
態
を
把
握
す
る
う
え
で
、
裁
判
所
は
、
計
算
書
類
等
の

数
値
に
修
正
を
加
え
て
判
断
す
る
（
182
）。
裁
判
所
は
、
現
実
の
会
社
の
収
益
力
か
ら
、
会
社
の
事
業
継
続
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
と
い
え
る
。

第
二
に
、
い
ず
れ
の
事
件
で
も
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
問
題
と
な
っ
た
時
点
で
、
通
常
の
事
業
継
続
か
ら
生
じ
る
利
益
の
み
で

は
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
見
込
み
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
両
事
件
と
も
に
、
将
来
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
事
情
か
ら
、

二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
い
っ
た
ん
は
認
め
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
原
審
判
決
は
、
付
加
価
値
税
債
務
の
負
担
や

賃
料
債
務
の
増
額
が
理
由
で
事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
点
に
特
徴
を
有
す
る
。
同
判
決
で
は
、
そ
れ
ら
の
債
務
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
支

払
猶
予
を
得
る
見
込
み
や
減
額
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
、
付
加
価
値
税
債
務
の
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
の
た
め
の
時

間
を
取
締
役
に
与
え
る
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
い
っ
た
ん
は
否
定
し
て
い
た
。
こ
の
際
に
、
裁
判

所
は
、
早
す
ぎ
る
清
算
が
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
慮
を
示
し
た
判
例
に
言
及
し
（
183
）、
取
締
役
が
法
的
整
理
に
よ
ら
ず
に
事
業
継
続
す
る
余

地
を
探
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
た
（
184
）。
ま
た
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
で
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
時
点
で
の
事
業
継
続
が
問

題
と
な
っ
た
が
、
判
事
は
、
事
業
継
続
か
ら
生
じ
う
る
利
益
だ
け
で
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
つ
つ
も
、
外
部
投
資
家
か
ら
の
資
金
提
供
の
見
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
を
適
切
な
能
力
を
有
す
る
専
門
家
が
支
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
い
っ
た
ん
は
否
定
し
て
い
る
（
185
）。

両
事
件
を
比
較
す
る
と
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
の
ほ
う
が
、
専
門
家
の
助
言
を
踏
ま
え
て
い
な
く
て
も
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
否
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定
さ
れ
た
点
で
、
緩
や
か
な
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
問
題
と
な
っ
た
会
社
の
財
務
状
態
の
違

い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
会
社
は
利
益
を
上
げ
て
お
り
、
財
務
状
態
に
改
善
が
み
ら
れ
る
と
い
う

会
社
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
会
社
は
、
外
部
か
ら
の
資
金
提
供
を
得
な
け
れ
ば
、
事
業

継
続
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
違
い
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
の
方
が
緩
や
か
な
判
断
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
判
決
で
も
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
余
地
が
あ
る
限
り
で
、
直
ち
に
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
肯

定
し
な
い
点
は
共
通
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
判
決
で
も
、
経
営
者
に
、
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
を
避
け
る
手
法
の
検
討
や
そ
の
実
施
の
た
め

の
時
間
を
あ
る
程
度
は
認
め
る
。
こ
の
点
で
、
二
一
四
条
の
規
律
は
、
従
前
の
判
例
の
傾
向
と
同
様
に
（
186
）、
経
営
者
に
厳
格
な
も
の
と
な
っ

て
い
な
い
と
い
え
る
（
187
）。

第
二
項

三
項
に
関
す
る
判
断

ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
原
審
判
決
は
、
取
締
役
側
に
三
項
の
主
張
立
証
責
任
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
三
項
の
主
張
を
限
定
し
た
期
間
に
つ

い
て
認
め
た
点
に
特
徴
が
あ
る
（
188
）。
一
方
で
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
判
決
は
、
三
項
の
要
件
充
足
の
た
め
に
主
張
さ
れ
る
べ
き
事
情
を
指
摘
し

た
点
に
特
徴
が
あ
る
（
189
）。
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
判
決
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
正
味
損
失
の
減
少
が
意
図
さ
れ
た
こ
と
と
、
債
権
者
個
人
に
も
損

失
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
適
切
に
設
計
さ
れ
た
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
190
）。

同
判
決
の
こ
の
よ
う
な
判
断
に
よ
っ
て
、
一
部
の
債
権
者
に
損
失
を
与
え
つ
つ
も
会
社
（
債
権
者
全
体
）
の
損
失
を
減
ら
そ
う
と
試
み

る
こ
と
は
、
三
項
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
債
権
者
間
で
の
平
等
や
個
々
の

債
権
者
の
利
益
保
護
に
も
注
意
す
べ
き
こ
と
と
な
る
（
191
）。

た
だ
し
、
上
の
言
明
は
、
個
人
債
権
者
の
損
失
の
増
加
が
結
果
的
に
生
じ
た
こ
と
を
理
由
に
三
項
の
要
件
充
足
を
否
定
す
る
も
の
で
は
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な
い
（
192
）。
あ
く
ま
で
、
そ
の
事
業
継
続
が
一
部
の
債
権
者
に
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
を
意
図
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

味
で
あ
る
（
193
）。

第
三
項

出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
判
断

二
一
四
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
出
資
金
の
額
に
つ
い
て
は
裁
判
所
が
⽛
相
当
と
す
る
⽜
額
を
決
定
す
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
所
が
裁
量
を
有

す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
判
例
の
集
積
に
よ
っ
て
、
出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
判
断
枠
組
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

第
一
節
第
二
款
に
お
い
て
、
二
一
四
条
の
趣
旨
が
填
補
で
あ
る
こ
と
や
、
出
資
金
の
算
定
に
際
し
て
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
を
充
足

し
た
時
点
か
ら
、
実
際
の
清
算
の
日
ま
で
の
会
社
の
正
味
損
失
の
増
加
を
基
準
と
す
る
こ
と
、
会
社
の
事
業
継
続
と
無
関
係
な
正
味
損
失

の
増
加
分
を
そ
こ
か
ら
減
額
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
（
194
）。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
三
つ
の
判
例
は
、
こ
の
立
場
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
二
一
四
条
に
よ
る
資
金
拠
出
責
任
が
何
に
つ
い
て
の
填
補
で

あ
る
の
か
を
よ
り
明
確
な
も
の
と
し
た
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
三
つ
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
二
一
四
条
一
項
に
よ
っ
て
拠
出
す
べ
き
出
資
金

の
額
と
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
以
降
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
⽛
会
社
の
正
味
損
失
の
増
加
分
⽜
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
の
時
点
以
降
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
会
社
債
権
者
が
個
々
に
被
っ
た
損
失
は
二
一
四
条
に
よ
る
填
補
の
対
象
に

は
直
接
に
は
含
ま
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
以
降
の
事
業
継
続
に
よ
っ
て
、
一
部
の
債
権
者
が
損
失
を
被
っ
た
が
、
会
社
財
産

あ
る
い
は
債
権
者
全
体
で
み
れ
ば
損
失
（
債
務
の
総
額
）
が
減
少
し
て
い
た
と
い
う
場
合
、
取
締
役
が
拠
出
す
べ
き
出
資
金
は
な
い
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
債
権
者
間
の
平
等
や
個
々
あ
る
い
は
特
定
の
債
権
者
に
対
す
る
救
済
と
い
う
も
の
を
二
一
四
条
は
扱
わ
な
い
。
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あ
く
ま
で
、
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
る
会
社
財
産
の
減
少
に
対
す
る
填
補
が
同
条
に
よ
る
救
済
対
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

三
項
に
お
け
る
個
々
あ
る
い
は
特
定
の
債
権
者
へ
の
保
護
を
考
慮
す
る
態
度
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
る
。

ま
た
、
判
例
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
以
降
の
事
業
継
続
に
よ
ら
な
い
正
味
損
失
の
増
加
分
を
、
因
果
関
係
の
要
件
を
通
じ
て
、

出
資
金
の
額
か
ら
除
外
す
る
。
た
と
え
ば
、
会
社
管
理
や
清
算
に
要
し
た
費
用
、
二
一
四
条
の
手
続
を
行
う
上
で
要
し
た
費
用
が
こ
れ
に

該
当
す
る
（
195
）。
二
一
四
条
の
申
立
て
に
か
か
る
費
用
が
高
額
で
あ
る
と
い
う
状
況
下
で
、
上
記
金
額
が
出
資
金
額
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
二
一
四
条
に
よ
っ
て
資
金
拠
出
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
填
補
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

判
例
の
以
上
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
認
め
ら
れ
る
出
資
金
の
額
が
債
権
者
へ
の
配
当
原
資
を
十
分
に
増
加
さ
せ
な
い
可
能
性

が
あ
る
点
で
、
清
算
人
に
よ
る
二
一
四
条
の
申
立
て
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
196
）。

第
四
節

イ
ギ
リ
ス
法
の
現
状
と
分
析

第
一
款

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
規
定
の
内
容
と
そ
の
目
的

第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
す
る
信
頼
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
会
社
倒
産
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
債
権
者
へ
の
救
済
を
促
進
す
る
た
め
の
規

定
が
整
備
さ
れ
た
（
197
）。
具
体
的
に
は
、（
ａ
）
会
社
管
理
に
も
二
一
四
条
に
相
当
す
る
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
（
以
下
、
本
節
で
は
、
二
一
四
条
お
よ

び
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
を
合
わ
せ
て
、⽛
二
一
四
条
⽜
と
い
う
）
の
創
設
、（
ｂ
）
二
一
四
条
の
請
求
権
や
そ
の
請
求
権
行
使
の
結
果
得
ら
れ
る

金
銭
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
二
四
六
条
Ｚ
Ｄ
の
創
設
、（
ｃ
）
取
締
役
の
資
格
剥
奪
制
度
に
お
け
る
補
償
命
令
（
あ
る
い
は
補
償

誓
約
）
制
度
の
創
設
（
取
締
役
資
格
剥
奪
法
一
五
条
Ａ
、
一
五
条
Ｂ
、
一
五
条
Ｃ
）
で
あ
っ
た
（
198
）。

以
上
の
よ
う
な
規
定
が
制
定
さ
れ
た
前
提
に
は
、
会
社
倒
産
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
債
権
者
へ
の
救
済
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
認
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識
が
あ
っ
た
（
199
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
対
す
る
対
処
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
は
、
二
一
四
条
二
項
（
ｂ
）
や
三
項
と
い
っ
た
実

体
的
要
件
の
緩
和
と
い
う
方
法
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
款

二
一
四
条
の
現
状
─
判
例
の
立
場
の
確
認
─

二
一
四
条
の
各
要
件
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
て
い
た
。
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど

簡
単
に
は
要
件
充
足
を
肯
定
し
て
い
な
い
（
200
）。
何
ら
か
の
事
業
継
続
を
可
能
に
す
る
方
法
が
あ
る
状
況
下
で
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足

を
認
め
ず
、
い
っ
た
ん
は
そ
の
よ
う
な
方
法
の
実
施
を
検
討
す
る
時
間
的
猶
予
を
与
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
は
、
第
一
節

第
二
款
で
確
認
し
た
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
201
）。
実
際
の
運
用
に
お
い
て
、
会
社
の
倒
産
局
面
で
も
取
締
役
の
裁
量
を
尊

重
し
、
後
知
恵
的
な
判
断
を
避
け
、
会
社
を
立
て
直
す
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
の
時
間
的
猶
予
や
そ
の
実
施
を
尊
重
す
る
と

い
っ
た
傾
向
は
維
持
さ
れ
て
い
た
（
202
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
の
検
討
よ
り
、
三
項
に
お
け
る
判
断
と
出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
判
断
が
矛
盾
す
る
よ
う
な
形
で
展
開
し
つ
つ

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
三
項
の
解
釈
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
同
項
の
⽛
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽜
と
い
う
文
言
を
理
由
に
、⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、

債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会
社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
に
な
っ
た
⽜
と
い
う
場
合

の
同
項
の
要
件
充
足
を
否
定
し
た
（
203
）。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
個
人
あ
る
い
は
特
定
の
債
権
者
集
団
の
利
益
を
無
視
し
た
場
合
に
は
、
三
項
の

適
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
出
資
金
の
算
定
に
お
い
て
は
、⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に

対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会
社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
救
済
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
。
と
い
う
の
も
、
二
一
四
条
は
、
取
締
役
の
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
る
会
社
の
正
味
損
失
の
増
加
を
規
律
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
（
204
）。
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こ
の
よ
う
に
両
要
件
の
解
釈
は
、
債
権
者
個
人
あ
る
い
は
特
定
の
債
権
者
集
団
だ
け
が
損
失
を
被
る
よ
う
な
場
合
に
、
二
一
四
条
に
基

づ
く
救
済
を
与
え
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
意
識
し
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
出
資
金
の
算
定
に
関
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
事
実
に
対
処
で
き
な
い
の
は
条
文
構
造
の
問
題
だ
と
い
う
（
205
）。
そ
し
て
、
結

果
と
し
て
、
出
資
金
の
算
定
に
お
い
て
債
権
者
個
人
の
み
が
被
っ
た
損
失
を
考
慮
で
き
な
い
た
め
、
債
権
者
個
人
あ
る
い
は
特
定
の
債
権

者
集
団
の
み
が
損
失
を
被
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
二
一
四
条
の
資
金
拠
出
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
は
、
二
一
四
条
に
よ
る
救
済
対
象
を
、
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
会
社
財
産
の
減
少
に
限
る
と

し
た
も
の
と
い
え
る
（
206
）。
そ
し
て
、
二
一
四
条
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
面
と
い
う
の
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
解
釈
や
出
資
金
の
算
定
に
係
る

解
釈
が
理
由
で
、
限
定
さ
れ
た
も
の
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
（
207
）。
そ
れ
ゆ
え
、
責
任
追
及
が
認
め
ら
れ
に
く
い
解
釈
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
判
例
の
立
場
は
同
条
の
利
用
を
促
進
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
（
208
）。

第
三
款

二
一
四
条
を
め
ぐ
る
立
法
と
司
法
の
見
解
の
相
違

第
一
項

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
と
判
例
の
方
向
性
の
相
違

こ
こ
ま
で
、
二
一
四
条
に
関
係
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
近
時
の
展
開
を
確
認
し
て
き
た
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
お
け
る
改
正
の
狙
い
と
判
例

の
展
開
を
合
わ
せ
て
見
た
と
き
（
209
）、
両
者
の
立
場
は
整
合
的
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
❶
二
一
四
条
に
よ
っ

て
救
済
さ
れ
る
対
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
と
い
う
点
と
、
❷
二
一
四
条
の
利
用
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
両
者
は
整
合
的
で
は
な
い
。

❶
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
や
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
の
制
定
過
程
に
お
い
て
は
、
債
権
者
へ
の
救
済
と
い
う
も
の
が
念

頭
に
あ
っ
た
（
210
）。
と
り
わ
け
、
コ
ー
ク
報
告
書
で
は
、
会
社
が
支
払
不
能
状
態
に
な
っ
て
以
降
に
取
引
に
入
っ
た
債
権
者
の
保
護
が
念
頭
に
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置
か
れ
て
い
た
（
211
）。
し
か
し
、
近
時
の
判
例
は
、
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
る
会
社
財
産
の
減
少
を
填
補
す
る
と
し
て
お
り
、
債
権
者
へ
の

賠
償
原
資
の
確
保
は
主
た
る
目
的
と
は
さ
れ
て
い
な
い
（
212
）。
さ
ら
に
、
コ
ー
ク
報
告
書
の
想
定
す
る
よ
う
な
場
合
と
い
う
の
も
、
第
三
節
で

見
た
判
例
か
ら
は
保
護
さ
れ
な
い
も
の
と
な
る
（
213
）。
こ
の
よ
う
に
、
取
締
役
に
よ
る
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
債
権
者

へ
の
救
済
を
強
化
す
る
た
め
の
改
正
を
行
っ
た
立
法
者
と
、
取
締
役
に
よ
る
不
適
切
な
事
業
継
続
に
よ
っ
て
生
じ
た
会
社
財
産
の
減
少
へ

の
填
補
を
目
的
と
し
て
同
条
の
解
釈
を
行
う
裁
判
所
と
の
間
に
は
、
二
一
四
条
の
救
済
対
象
の
内
容
に
つ
い
て
、
債
権
者
の
損
失
か
会
社

財
産
の
減
少
か
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
（
214
）。

そ
し
て
、
こ
の
❶
の
点
に
つ
い
て
の
相
違
は
❷
の
点
と
も
関
連
す
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
は
、
二
一
四
条
を
通
じ
た
債
権
者
に
対
す

る
救
済
を
よ
り
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
215
）。
ま
た
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
以
前
よ
り
、
手
続
面
で
の
制
約
に
対
処
す
る
た
め
の
改
正
も

な
さ
れ
て
い
た
（
216
）。
こ
の
よ
う
な
立
法
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
改
正
を
通
じ
て
、
二
一
四
条
を
用
い
た
債
権
者
へ
の
救
済
を
促
進
し
た
い
と

い
う
狙
い
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
立
法
の
狙
い
に
対
し
て
、
判
例
の
展
開
は
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
狙
い
を
台
無
し
に
す
る
恐
れ
さ
え
あ

る
。
こ
れ
は
、
二
一
四
条
の
各
要
件
に
お
い
て
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
障
壁
と
な
る
よ
う
な
解
釈
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
解
釈
は
、
清
算
人
に
二
一
四
条
の
利
用
を
躊
躇
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
217
）。

加
え
て
、
判
例
の
採
用
し
た
出
資
金
の
算
定
法
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
二
一
四
条
等
の
請
求
権
等
の
譲
渡
に
関
す
る

規
定
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
）
の
利
用
を
も
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
的
に
、
請
求
権
等
に
関
す

る
取
引
が
成
立
す
る
の
は
、
譲
受
人
側
か
ら
見
れ
ば
、
請
求
権
等
の
取
得
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
が
、
譲
渡
等
に
要
し
た
対
価
を
含
む

費
用
を
上
回
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
実
際
に
出
資
金
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
得
ら
れ

る
出
資
金
が
大
き
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
譲
受
人
が
そ
の
請
求
権
等
を
取
得
す
る
こ
と
か
ら
利
益
を
得
や
す
く
な
る
の
で
、
譲
渡
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等
が
成
立
す
る
（
＝
当
事
者
の
合
意
可
能
な
）
場
面
は
増
え
る
。
反
対
に
、
二
一
四
条
の
行
使
に
伴
う
費
用
が
高
額
で
あ
る
場
合
や
出
資

金
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が
低
い
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
等
の
成
立
す
る
場
面
は
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
218
）。

そ
れ
で
は
、
第
三
節
で
確
認
し
た
判
例
の
立
場
を
前
提
に
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
請
求

権
等
の
譲
渡
が
認
め
ら
れ
る
場
面
は
限
定
的
な
も
の
に
な
る
と
い
え
る
。
ま
ず
、
資
金
拠
出
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
証

明
が
厳
格
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
同
責
任
は
容
易
に
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
仮
に
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
判
例
の
立
場
で
は
、
出

資
金
の
額
は
、
会
社
倒
産
に
よ
っ
て
債
権
者
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
額
と
す
る
場
合
に
比
べ
、
限
定
さ
れ
た
額
と
な
る
。
こ
こ
に
、
二
一

四
条
の
申
立
に
要
す
る
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
も
加
味
す
れ
ば
（
219
）、
現
在
の
判
例
の
立
場
の
も
と
で
は
、
獲
得
し
う
る
利
益
に
比
し
て
費

用
が
高
く
な
り
や
す
く
、
請
求
権
等
の
譲
渡
の
成
立
す
る
場
面
も
極
め
て
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
え
る
（
220
）。
こ
の
よ
う
に
判

例
の
立
場
に
基
づ
け
ば
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
の
狙
い
（
221
）さ
え
も
達
成
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
（
222
）。

以
上
よ
り
、
立
法
が
、
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
を
通
じ
た
債
権
者
の
損
害
の
填
補
を
促
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
に
対
し

て
、
判
例
は
、
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
規
定
の
利
用
を
促
進
し
な
い
よ
う
な
実
体
要
件
の
解
釈
を
展
開
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両

者
の
立
場
は
❶
❷
の
点
に
つ
い
て
整
合
的
で
な
い
面
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
項

方
向
性
の
相
違
に
つ
い
て
の
考
察

そ
れ
で
は
、
立
法
と
裁
判
所
の
考
え
方
が
整
合
的
で
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
（
223
）。
こ
こ
で
は
、
裁
判
所
が
、
な
ぜ
、
二
一
四
条
の
利

用
を
困
難
に
す
る
よ
う
な
解
釈
論
（
224
）を
採
用
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
試
論
を
提
示
し
て
み
た
い
。
あ
ら
か
じ
め
結
論
を
述
べ
て
お

く
と
、
本
稿
は
、
裁
判
所
の
立
場
を
、（
⚑
）⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、

会
社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
こ
と
を
二
一
四
条
の
救
済
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
一
部
の
債
権
者
に
ウ
イ
ン
ド
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フ
ォ
ー
ル
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
点
と
、（
⚒
）
実
際
の
事
案
に
お
い
て
二
一
四
条
の
利
用
が
債
権
者
に
対
す
る
救
済
と
な
ら
な
い
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
（
225
）。

（
⚑
）
の
点
で
あ
る
が
、⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会
社
全
体
あ
る
い

は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
と
い
う
事
実
を
、
二
一
四
条
の
救
済
対
象
と
す
れ
ば
、
一
部
の
債
権
者
に
ウ
イ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
（
226
）。
ま
た
、
損
失
を
被
っ
た
債
権
者
の
救
済
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
二
一
四
条
を
用
い
る
の
は
迂

遠
な
方
法
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
拠
出
さ
れ
た
出
資
金
が
会
社
財
産
に
含
ま
れ
る
の
で
、
上
記
事
実
に
お
い
て
保
護
が
必
要
な
者
へ
完

全
な
救
済
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て
直
接
に
賠
償
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
取
締
役
に
、
よ
り
多
く
の
額
を
会
社
財
産
へ

出
資
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
（
227
）。
倒
産
会
社
の
取
締
役
に
は
賠
償
資
力
の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
228
）、
こ
の
よ
う
な
方
法

が
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
策
と
し
て
良
い
方
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、（
⚒
）
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
二
一
四
条
の
行
使
が
、
会
社
財
産
を
減
少
さ
せ
、
債
権
者
へ
の

救
済
と
な
ら
な
い
結
果
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
判
決
や
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー

事
件
判
決
で
は
、
二
一
四
条
の
追
及
に
要
し
た
費
用
や
清
算
手
続
に
要
し
た
費
用
に
よ
っ
て
、
一
般
債
権
者
の
配
当
原
資
が
費
消
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
229
）。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
の
は
、
二
一
四
条
の
利
用
に
要
し
た
費
用
の
償
還
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
関
係
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
清

算
人
が
、
二
一
四
条
の
追
及
に
要
し
た
費
用
を
一
般
債
権
者
の
配
当
原
資
と
な
る
倒
産
財
団
（
assetofcom
pany
available
for
the

paym
entofgeneralcreditors）
よ
り
回
収
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
230
）。
加
え
て
、
敗
訴
者
負
担
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二

一
四
条
の
追
及
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
倒
産
財
団
よ
り
拠
出
さ
れ
る
費
用
に
は
、
相
手
方
で
あ
る
取
締
役
の
訴
訟
費
用
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
（
231
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
二
一
四
条
の
追
及
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
費
用
が
倒
産
財
団
よ
り
支
払
わ
れ
る
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た
め
、
一
般
債
権
者
へ
の
救
済
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
二
一
四
条
の
立
証
が
厳
格
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

リ
ス
ク
は
現
実
化
し
や
す
い
も
の
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
極
力
防
ぐ
た
め
に
、
勝
訴
時
の
出
資
金
額
を
少
な
く
す
る
よ
う
な
解
釈
を
採
用
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
勝
訴
し
た
場
合
に
多
く
の
出
資
金
が
得
ら
れ
ず
（
232
）、
敗
訴
し
た
場
合
に
は
多
額
の
費
用
を
倒
産
財
団
か
ら
拠
出
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
が
二
一
四
条
の
責
任
追
及
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
ち
に
く
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
233
）。

つ
ま
り
、
勝
訴
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
出
資
金
の
額
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
は
、
二
一
四
条
を
利
用
す
る
こ
と
を

よ
り
躊
躇
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
234
）。

以
上
よ
り
、
二
一
四
条
の
救
済
対
象
に
⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会

社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
と
い
う
場
面
を
含
ま
な
い
こ
と
は
、（
⚑
）
ウ
イ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ

と
と
、（
⚒
）
出
資
金
額
を
限
定
し
二
一
四
条
を
行
使
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
逆
接
的
に
債
権
者
の
利
益
保
護
を

図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
一
四
条
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
会
社
財
産
全
体
の
減
少
を
生
じ
さ
せ
た
不
適
切
な
事
業
継
続
に
対
し
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会
社
全
体

あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
場
合
に
つ
い
て
の
救
済
が
一
切
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
の
救
済
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
金
銭
補
償
制
度
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
235
）。
上
の
よ
う
な
場
面
の
保
護
こ
そ
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
（
236
）、
同
制
度
が
今
後
、
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。
同
制
度
の
今
後
の
展
開
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
展
開
次
第
で
は
、
第
三
節
で
確
認
し
た

判
例
の
展
開
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
補
償
命
令
制
度
の
導
入
を
受
け
て
、
制
度
相
互
間
で
の
救
済
対
象
の
整
理
を
行
っ
た
結
果
と
い
う
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こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
章

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
責
任
（
二
一
四
条
）
の
近
時
の
展
開
を
確
認
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
に
お
い

て
は
、
二
一
四
条
と
い
う
規
律
が
そ
れ
ほ
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
の
認
識
を
前
提
に
、
債
権
者
へ
の
金
銭
的
救
済
を
促
進
す
る
た
め
の

規
定
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
一
方
で
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
た
最
中
か
ら
そ
の
改
正
後
に
公
表
さ
れ
た
判
例
に
お
い
て

は
、
二
一
四
条
の
利
用
を
促
進
さ
せ
な
い
よ
う
な
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
判
例
の
立
場
は
、
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部

ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会
社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
と
い
う
場
面
に
つ
い
て
の
二
一

四
条
の
適
用
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
規
定
の
狙
い
や
二
一
四
条
の
立
法
趣
旨
が

達
成
さ
れ
な
い
よ
う
な
状
態
を
作
り
出
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
裁
判
所
が
上
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
し
た
理
由
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
対
す
る
救
済
と
し
て
二
一
四
条
が
不
向
き
で

あ
る
こ
と
と
、
二
一
四
条
の
利
用
が
訴
訟
費
用
に
関
す
る
同
国
の
規
定
の
せ
い
で
債
権
者
の
救
済
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
れ
ら
の
点
か
ら
判
例
の
立
場
が
説
明
で
き
る
と
い
う
試
論
を
提
示
し
た
。

以
上
が
本
稿
の
検
討
内
容
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
検
討
で
き
な
か
っ
た
課
題
は
数
多
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
関
す
る
検

討
と
し
て
、
今
後
、
資
格
剥
奪
制
度
に
導
入
さ
れ
た
金
銭
補
償
制
度
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
議

論
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
も
他
日
を
期
し
た
い
と
考
え
る
。

（
1
）
わ
が
国
に
お
け
る
倒
産
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る
責
任
追
及
の
議
論
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
適
用
を
前
提
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
議
論
の
概
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要
に
つ
い
て
は
、
江
頭
憲
治
郎
⽝
株
式
会
社
法
〔
第
七
版
〕⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
五
一
一
～
五
一
四
頁
、
岩
原
紳
作
編
⽝
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

（
⚙
）⽞（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
九
頁
以
下
〔
吉
原
和
志
〕。
近
時
で
は
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
が
会
社
の
倒
産
局
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
担
う
べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
見
解
も
あ
る
。
藤
田
友
敬
⽛
株
主
の
有
限
責
任
と
債
権
者
保
護
（
二
）⽜
法
学
教
室
二
六

三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
一
三
一
～
一
三
六
頁
、
後
藤
元
⽝
株
主
有
限
責
任
制
度
の
弊
害
と
過
少
資
本
に
よ
る
株
主
の
責
任
⽞（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）
五

八
一
～
五
八
二
頁
参
照
。
髙
橋
陽
一
⽛
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
に
関
す
る
判
例
法
理
は
今
後
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
？
（
二
・
完
）⽜
法
学
論
叢
一
七
八
巻

二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
～
一
四
頁
。
本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
素
材
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
記
見
解
と
似
た
問
題
関
心
を
持
つ
。

（
2
）
不
当
取
引
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
本
間
法
之
⽛
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
⽝
不
当
取
引
W
rongfulT
rading⽞⽜
中
村
英
郎
教
授
古
稀
祝
賀
上
巻
⽝
民
事

訴
訟
法
学
の
新
た
な
展
開
⽞（
成
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
五
六
三
頁
、
同
⽛
企
業
倒
産
時
に
お
け
る
経
営
者
の
責
任
追
及
⽜
岡
山
商
科
大
学
法
学
論
叢
八
号
（
二

〇
〇
〇
年
）
六
一
頁
、
齋
藤
真
紀
⽛
子
会
社
の
管
理
と
親
会
社
の
責
任
（
二
）⽜
法
学
論
叢
一
四
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
四
頁
以
下
、
中
島
弘
雅
⽛
会

社
経
営
者
の
倒
産
責
任
の
取
り
方
に
関
す
る
覚
書
き
⽜
河
野
正
憲
先
生
古
稀
祝
賀
論
集
⽝
民
事
手
続
法
の
比
較
法
的
・
歴
史
的
研
究
⽞（
慈
学
社
出
版
、
二
〇

一
四
年
）
武
田
典
浩
⽛
イ
ギ
リ
ス
倒
産
法
に
お
け
る
不
当
取
引
責
任
⽜
永
井
和
之
先
生
古
稀
記
念
論
集
⽝
企
業
法
学
の
論
理
と
体
系
⽞（
二
〇
一
六
年
、
中
央

経
済
社
）
四
八
三
頁
、
金
澤
大
祐
⽛
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
取
締
役
の
債
権
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
一
考
察
⽜
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
第
一

四
号
（
二
〇
一
七
年
）
八
五
頁
が
あ
る
。
本
稿
の
取
り
上
げ
る
三
判
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
文
献
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。

（
3
）
ド
イ
ツ
法
を
参
考
に
、
倒
産
申
立
義
務
に
基
づ
く
責
任
追
及
制
度
の
実
態
を
検
討
す
る
近
時
の
文
献
と
し
て
、
増
田
友
樹
⽛
ド
イ
ツ
の
倒
産
申
立
義
務
違

反
に
も
と
づ
く
取
締
役
の
責
任
⽜
富
大
経
済
論
集
六
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
倒
産
申
立
義
務
に
基
づ
く
取
締
役
の
責
任
追
及

制
度
の
利
用
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
と
い
う
点
で
、
本
稿
の
問
題
意
識
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
）
近
時
、
早
期
の
事
業
再
生
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
倒
産
申
立
義
務
と
そ
れ
に
基
づ
く
民
事
責
任
制
度
の
導
入
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
っ

た
。
田
代
ア
ン
ネ
ロ
ゼ
ほ
か
⽛
比
較
法
的
観
点
か
ら
見
た
法
的
整
理
の
再
検
討
（
上
）⽜
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
一
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
五
頁
〔
大
澤
加
奈
子
発
言
〕。

倒
産
申
立
義
務
の
導
入
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
す
る
文
献
と
し
て
、
武
田
典
浩
⽛⽝
倒
産
申
立
義
務
⽞
復
活
論
に
関
す
る
一
考
察
⽜
早
川
勝
ほ
か
編
⽝
ド
イ
ツ

会
社
法
・
資
本
市
場
法
研
究
⽞（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
四
四
頁
。

（
5
）
本
節
の
内
容
は
、
岩
淵
重
広
⽛
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
の
義
務
─
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
不
当
取
引
と
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
義
務
を
参

考
に
─
⽜
同
志
社
法
学
六
七
巻
五
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
五
七
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
6
）
不
当
取
引
に
関
す
る
コ
ー
ク
報
告
書
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
六
一
～
二
六
九
頁
を
参
照
。

（
7
）
IN
SO
LV
EN
CY
LA
W

REV
IEW

CO
M
M
IT
T
EE
,IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
A
N
D
PRA
CT
ICE
,1982
Cm
nd.8558,para
1782.詐
欺
的
取
引
と
呼
ば
れ
る
詐
欺
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（
fraud）
を
要
件
と
す
る
規
定
が
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
の
制
定
以
前
よ
り
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
そ
れ
ほ
ど
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
コ
ー
ク

報
告
書
は
二
一
四
条
を
新
た
に
導
入
し
た
。
こ
の
こ
と
を
指
し
て
、
責
任
追
及
の
対
象
と
な
る
範
囲
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
コ
ー
ク
報
告
書

は
、
こ
の
こ
と
を
⽛
過
激
な
拡
張
（
radicalextension）⽜
と
表
現
し
て
い
た
。

（
8
）
Id.para1783.も
っ
と
も
、
同
パ
ラ
グ
ラ
フ
自
体
は
、
詐
欺
を
要
件
と
す
る
詐
欺
的
取
引
に
対
し
て
、
不
当
取
引
が
会
社
の
財
務
状
態
に
着
目
し
た
客
観

的
な
基
準
を
要
件
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
七
一
～
二
七
三
頁
。

（
10
）
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,c.45,§

214.翻
訳
に
際
し
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
七
〇
頁
と
そ
こ
で
引
用
し
た
文
献
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
現
在

で
は
、
後
述
の
SBEEA
の
制
定
に
よ
っ
て
変
更
が
生
じ
て
い
る
。
後
掲
注
（
24
）
と
そ
の
本
文
を
参
照
。

（
11
）
本
款
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
七
二
、
三
〇
七
～
三
一
二
、
三
四
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
12
）
R
e
Brian
D
Pierson
(Contractors)Ltd,[2001]1
BCLC
275.同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
九
四
頁
。

（
13
）
R
eProduce
M
arketing
Consortium
(in
Liquidation)Ltd
(N
o.2),[1989]BCLC
520.同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
二
七
三
頁
。

（
14
）
R
ePurpointLtd,[1991]BCLC
491。
同
判
決
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
の
時
点
以
降
に
会
社
が
新
た
に
負
担
し
た
債
務
の
額
、
Ｐ
社
が
事
業
を
停

止
し
た
と
き
の
未
払
債
務
の
額
、
お
よ
び
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
の
時
点
以
降
の
租
税
債
権
の
額
を
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
算
定
す
る
と
し
た
（
at

498）。
同
様
の
手
法
を
用
い
る
も
の
と
し
て
、
Re
K
udos
Business
Solutions
Ltd
(in
Liquidation),[2012]2
BCLC
65
[62].

（
15
）
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,
c.45,§

176ZA
.O
asisM
erchandising
ServicesLtd
[1998]
Ch.170;M
.C.Bacon
Ltd
[1991]
Ch.127.
See.R.M
.

GO
O
D
E
(KRIST
IN
VA
N
ZW
EIT
EN
ED
.),GO
O
D
E
O
N
PRIN
CIPLES
O
F
CO
RPO
RA
T
E
IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
(5th
ed.,2018)para14

-57.
現
在
で
は
、
後
述
の

小
規
模
事
業
者
、
企
業
お
よ
び
雇
用
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
に
本
文
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
明
示
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§

176ZB(2)）。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
倒
産
処
理
時
の
担
保
の
取
り
扱
い
お
よ
び
無
担
保
債
権
者
へ
の
配
当
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
担
保
（
security）
の
中
に
は
、
譲
渡
抵
当
（
m
ortgage）、
担
保
（
charge）、
リ
エ
ン
（
lien）
な
ど
が
含
ま

れ
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986§

248;§

385・
383）、
こ
れ
ら
の
担
保
を
有
す
る
債
権
者
（
secured
creditor）
は
清
算
手
続
に
よ
ら
ず
に
担
保
権
を
実
行

で
き
る
よ
う
で
あ
る
（
以
上
に
つ
い
て
は
、
竹
下
守
夫
監
修
⽝
破
産
法
比
較
条
文
の
研
究
⽞（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）
五
二
～
五
三
頁
〔
長
谷
部
由
紀
子
〕

を
参
考
に
し
た
）。
そ
し
て
、
担
保
（
charge）
に
は
、
①
固
定
担
保
（
fixed
charge）
と
②
浮
動
担
保
（
floating
charge）
が
あ
る
。
固
定
担
保
と
浮
動

担
保
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
杉
本
純
子
⽛
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
A
BL⽜
N
BL
一
〇
七
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
三
四
頁
参
照
。
そ
し
て
、
担
保
権
を
有
さ
な
い

債
権
者
を
無
担
保
債
権
者
（
unsecured
creditor）
と
呼
び
、
無
担
保
債
権
者
は
会
社
財
産
（
assetofcom
pany）
か
ら
配
当
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
無
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担
保
債
権
者
の
間
で
は
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
大
ま
か
に
言
う
と
、
清
算
人
の
清
算
費
用
等
（
IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,r.7.108）、
優
先
債
権

者
（
preferentialcreditors）
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986§

175A
(1),(1A
),(2)(b);§

386）、
お
よ
び
一
般
債
権
者
（
generalcreditors）
の
順
と

な
る
。

以
上
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
倒
産
処
理
時
の
担
保
権
の
取
り
扱
い
と
無
担
保
債
権
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
原
則
的
な
ル
ー
ル
の
概
要
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
例
外
的
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。
第
一
に
、
②
の
浮
動
担
保
権
者
に
は
種
々
の
制
約
が
あ
り
、
清
算
費
用
等
と
の
関
係
で
清
算
費
用

等
に
優
先
権
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986§

175(2)(b);§

176ZA
(1);IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,
r.7.108-7.116）。
ま

た
、
一
般
債
権
者
は
、
法
律
に
よ
っ
て
一
定
額
の
配
当
を
受
け
ら
れ
る
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986§

176A
(2)
(a),(9);IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986

(PRESCRIBED
PA
RT
)
O
rder
2003;IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,
r.7.108(3)）。
ル
ー
ル
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
IA
N
FLET
CH
ER
,TH
E
LA
W
O
F

IN
SO
LV
EN
CY
,(5th
ed.2017),paras24

-014
-24

-049.

（
16
）
SM
A
LL
BU
SIN
ESS,EN
T
ERPRISE
A
N
D
EM
PLO
Y
M
EN
T
A
CT
2015,c26
[hereinafterSBE
E
A
2015
].本
節
で
取
り
上
げ
る
内
容
に
つ
い
て
言
及
す
る

先
行
研
究
と
し
て
、
武
田
・
前
掲
注
（
⚒
）
五
一
八
～
五
二
〇
頁
、
金
澤
・
前
掲
注
（
⚒
）
九
八
頁
、
小
野
里
光
広
⽛
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
会
社
法
に
お
け
る

⽝
支
払
不
能
取
引
⽞
回
避
義
務
（
一
）⽜
京
都
学
園
大
学
経
済
経
営
論
集
第
六
号
六
三
～
六
四
頁
（
二
〇
一
八
年
）。

（
17
）
同
法
に
定
め
ら
れ
た
規
定
の
効
力
発
生
時
期
に
つ
い
て
は
、
規
定
ご
と
に
異
な
る
。
SBE
E
A
2015,§

164.See.Peter
Bailey,O
ctober
Changesto

Com
pany
Law
and
Corporate
Insolvency
Law
Sum
m
arised,376
CO
.L.N
.1,1-4
(2015).

（
18
）
SBE
E
A
2015,Explanatory
N
otes,¶

3.規
定
の
中
に
は
、
二
〇
一
三
年
の
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
で
の
協
約
事
項
の
実
施
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
と
く

に
、⽛
透
明
性
（
transparency）⽜
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
で
策
定
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
（
G8A
ction
Plan
Principlesto

preventthem
isuseofcom
paniesand
legalarrangem
ents(availableathttps://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m
ofaj/fil--es/000006561.pdf)）
の
実
施
に

よ
る
も
の
で
あ
る
（
後
掲
注
（
22
）
¶
⚕
参
照
）。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
21
）
の
文
献
五
頁
参
照
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
⽛
信
頼
（
trust）⽜

と
い
う
見
出
し
で
提
案
さ
れ
た
事
項
を
取
り
上
げ
る
。

（
19
）
同
法
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
Peter
Bailey,D
eregulation
Billand
Sm
allBusiness,E
nterprise
and
E
m
ploym
entBill

E
nacted
to
A
m
end
Com
pany
Law
,370
CO
.L.N
.1,2-5
(2015).

（
20
）
な
お
、
現
在
は
、
省
庁
再
編
に
伴
っ
て
、⽛
事
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省
（
D
epartm
entforBusiness,Energy
and
IndustrialStrategy）⽜

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
⽛
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
⽜
と
い
う
。

（
21
）
DEPA
RT
M
EN
T
FO
R
BU
SIN
ESS,IN
N
O
V
A
T
IO
N
A
N
D
SK
ILLS
(hereinafterBIS),TRA
N
SPA
REN
CY
A
N
D
TRU
ST
:EN
H
A
N
CIN
G
T
H
E
TRA
N
SPA
REN
CY
O
F
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U
K
CO
M
PA
N
Y
OW
N
ERSH
IP
A
N
D
IN
CREA
SIN
G
TRU
ST
IN
U
K
BU
SIN
ESS:DISCU
SSIO
N
PA
PER
(hereinafter
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
),(July
2013),https:

//assets.publishing.service.gov.uk/governm
ent/uploads/system
/uploads/attachm
ent_data/file/212079/bis-13-959-trans
parency-and-

trust-enhancing-the-transparency-of-uk-com
pany-ow
nership-and-increaing-trust-in-uk-business.pdf.

（
22
）
BIS,TRA
N
SPA
REN
CY
A
N
D
TRU
ST
:EN
H
A
N
CIN
G
T
H
E
TRA
N
SPA
REN
CY
O
F
U
K
CO
M
PA
N
Y
OW
N
ERSH
IP
A
N
D
IN
CREA
SIN
G
TRU
ST
IN
U
K
BU
SIN
ESS:

GO
V
ERN
M
EN
T
RESPO
N
SE
(hereinafter
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
)(A
pril2014),https://assets.publishing.service.gov.uk/governm
ent/up-

loads/system
/uploads/attachm
ent_data/file/304297/bis-14-672-transparency-and-trust-consultation-response.pdf.

（
23
）
SBE
E
A
2015,§
117;IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§

246ZB.Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
七
条
の
内
容
は
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
四
六
条
Ｚ
Ｂ
を
設
け
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
条
が
管
理
人
へ
提
訴
権
限
を
付
与
す
る
。
な
お
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
七
条
の
内
容
に
は
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
に
二
四
六
Ｚ

Ａ
条
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
四
六
Ｚ
Ａ
条
の
内
容
は
、
会
社
管
理
に
お
い
て
管
理
人
に
詐
欺
的
取
引
に
基

づ
く
責
任
追
及
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
三
条
参
照
）
の
提
訴
権
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
正
の
結
果
、
会
社
管
理
を
清
算

型
倒
産
手
続
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
FLET
CH
ER
,supra
note
15,
para16

-16.

（
24
）
SBE
E
A
2015§

117(a)(b).二
一
四
条
に
つ
い
て
は
六
項
Ａ
と
い
う
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、⽛
支
払
不
能
に
よ
る
会
社
管
理
⽜（
SBEEA

2015§

117(c)）
の
定
義
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
一
四
条
六
項
と
同
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
更
に
よ
っ
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件

充
足
が
認
め
ら
れ
る
会
社
の
財
務
悪
化
状
態
は
、⽛
支
払
不
能
に
よ
る
清
算
⽜
と
い
う
文
言
だ
け
の
場
合
に
比
し
て
、
よ
り
早
い
段
階
で
認
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
25
）
SBE
E
A
2015,§

118;IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§
246ZD
.Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
八
条
は
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
四
六
条
Ｚ
Ｄ
を
設
け
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
同
条
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
条
文
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
譲
渡
の
対
象
と
な
る
請
求
権
等
は
不
当
取
引
に
基
づ
く
責
任
追

及
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。

⽛
246
ZD
譲
渡
の
権
限

（
一
）
本
規
定
は
、
以
下
の
（
ａ
）（
ｂ
）
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

（
ａ
）
会
社
が
会
社
管
理
手
続
に
入
っ
た
場
合
。

（
ｂ
）
会
社
が
清
算
手
続
に
入
っ
た
場
合
。

そ
し
て
、
本
規
定
に
お
い
て
、
管
財
人
（
office-holder）
と
は
、
規
定
さ
れ
る
場
面
に
応
じ
て
、
清
算
人
と
管
理
人
を
意
味
す
る
。

（
二
）
管
財
人
は
、
以
下
の
規
定
の
も
と
で
生
じ
る
請
求
権
（
請
求
権
行
使
の
結
果
の
収
益
も
含
む
）
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北研 55 (1・88) 88

論 説

北研 55 (1・89) 89

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



（
ａ
）
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
三
条
お
よ
び
二
四
六
Ｚ
Ａ
条
（
詐
欺
的
取
引
）

（
ｂ
）
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
四
条
お
よ
び
二
四
六
Ｚ
Ｂ
条
（
不
当
取
引
）

（
ｃ
）
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
三
八
条
（
低
価
値
取
引
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
））

（
ｄ
）
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
三
九
条
（
詐
害
取
引
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
））

（
ｅ
）（
ｆ
）（
ｇ
）
省
略
⽜

（
26
）
影
響
評
価
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
法
手
続
に
お
い
て
、
一
定
の
場
合
に
要
求
さ
れ
る
費
用
便
益
分
析
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
政
策
を
採
用
し
た
場
合
と
採

用
し
な
か
っ
た
場
合
と
で
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
な
ど
を
分
析
す
る
。
本
文
で
取
り
上
げ
た
影
響
評
価
は
、
法
案
の
提
出
に
際
し
て
な
さ
れ
る
最

終
影
響
評
価
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
影
響
評
価
の
紹
介
と
し
て
、
古
賀
豪
⽛
英
国
の
政
府
提
出
法
案
の
立
案
過
程
⽜
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
〇
一
一
年
一
二
月
号

九
一
～
九
二
頁
お
よ
び
英
国
内
閣
府
（
財
団
法
人
農
林
水
産
奨
励
会
農
林
政
策
情
報
セ
ン
タ
ー
訳
）⽛
影
響
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
及
び
影
響
評
価
ツ
ー
ル
キ
ッ

ト
⽜（
二
〇
〇
七
年
）
三
頁
以
下
参
照
（
availableat.http://w
w
w
.m
aff.go.jp/prim
aff/about/center/hokoku/attach/pdf/200708_hk129.pdf）。

A
lso
see.H
M
TREA
SU
RY
,TH
E
GREEN
BO
O
K
(2018),paras
3.19
-
3.21.

（
27
）
Insolvency
Service,Im
pactA
ssessm
ent:E
nabling
Liquidatorsand
A
dm
inistratorsto
assign
to
third
partiescertain
rightsofaction

thatonly
they
can
bring
under
the
Insolvency
A
ct1986
and
to
extend
the
rightto
bring
fraudulentand
w
rongfultrading
actionsto
an

adm
inistrator,IA
N
o.BIS
IN
SS007(2014),1.⽛
我
々
は
、
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ル
ダ
ー
に
、
あ
ら
ゆ
る
利
用
可
能
な
請
求
権
を
行
使
す
る
最
大
限
の
機
会
と

柔
軟
性
を
与
え
、
そ
し
て
債
権
者
に
つ
い
て
の
最
善
の
価
値
を
実
現
し
た
い
。
そ
の
ポ
リ
シ
ー
の
狙
い
は
倒
産
制
度
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
制
度
へ
の
信

頼
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
達
成
の
方
法
は
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
取
締
役
（
m
iscreantdirector）
が
自
ら
の
行
動
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
る
法
制
度
を
用
い
て
、
そ
の
取
締
役
が
不
適
切
な
行
動
を
し
た
場
合
に
債
権
者
へ
の
賠
償
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
⽜。
な
お
、
オ
フ
ィ

ス
・
ホ
ル
ダ
ー
と
は
、
制
定
法
に
よ
っ
て
特
別
の
権
限
が
付
与
さ
れ
、
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
る
地
位
を
指
す
。
清
算
人
や
管
理
人
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。

オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ル
ダ
ー
と
な
る
に
は
倒
産
実
務
家
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
高
田
賢
治
⽝
破
産
管
財
人
制
度
論
⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
二
頁
。

（
28
）
邦
語
に
よ
る
紹
介
と
し
て
、
高
田
・
前
掲
注
（
27
）
六
二
～
六
四
頁
も
参
照
。
中
島
弘
雅
⽛
近
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
事
業
再
生
ス
キ
ー
ム
の
概
要
⽜

事
業
再
生
と
債
権
管
理
一
五
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
七
〇
頁
。

（
29
）
Insolvency
Service,R
ed
T
ape
Challenge:Changes
to
Insolvency
Law
to
R
educe
U
nnecessary
R
egulation
and
Sim
plify
Procedures

(hereinafter
R
ed
T
ape
Challenge)(July
2013),https://assets.publishing.service.gov.uk/governm
ent/uploads/system
/uploads/attach-

m
ent_data/file/244904/rtc-consultation.pdf.
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（
30
）
Id.para
128.パ
ラ
グ
ラ
フ
128
に
は
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
の
内
容
と
は
区
別
さ
れ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
で
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
に
も
管
理

人
へ
の
不
当
取
引
の
提
訴
権
の
付
与
は
別
に
検
討
さ
れ
る
と
の
記
載
が
あ
る
（
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21
para
11.6）。

（
31
）
R
ed
T
ape
Challenge,supra
note
29,para
126
;Insolvency
Service,supra
note
27,para
6.

（
32
）
R
ed
T
apeChallenge,supra
note
29,para
127.本
文
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
証
拠
資
料
の
喪
失
な
ど
と
い
っ
た
事
情
か
ら
、
二
一
四
条
に
よ
る
責
任

追
及
が
遅
く
な
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
の
認
識
が
前
提
に
も
あ
る
。

（
33
）
Sm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBill,H
C
Bill[11],cl.105.

（
34
）
も
っ
と
も
、
庶
民
院
の
審
議
過
程
で
は
、
同
規
定
に
つ
い
て
の
修
正
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
同
規
定
の
効
果
が
検
証
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
同

規
定
の
効
力
発
生
を
延
期
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
提
案
は
、
会
社
管
理
に
お
け
る
支
払
猶
予
の
期
間
が
一
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
一

四
条
を
提
訴
す
る
に
は
平
均
し
て
二
年
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
に
よ
り
、
会
社
管
理
手
続
に
お
い
て
不
当

取
引
に
基
づ
く
責
任
追
及
が
利
用
さ
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
不
当
取
引
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
可
能
性
の
あ
る
取
締
役
が
、
そ

れ
を
逃
れ
る
た
め
に
、
会
社
管
理
手
続
の
妨
害
や
そ
の
遅
延
を
図
ろ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
会
社
管
理
手
続
を
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
さ
え
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
懸
念
が
指
摘
さ
れ
た
。
上
記
修
正
提
案
は
こ
の
よ
う
な
懸
念
を
理
由
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
は
、
上
記
の
よ
う
な
懸
念
は
生
じ
な
い
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
次
項
で
検
討
す
る
不
当
取
引
の
請
求
権
等
の
譲
渡
の
ル
ー
ル
を

用
い
れ
ば
、
清
算
手
続
へ
移
行
す
る
際
に
、
不
当
取
引
に
か
か
る
請
求
権
等
を
清
算
人
へ
譲
渡
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
清
算
手
続
へ
の

移
行
を
伴
う
場
合
に
は
、
清
算
人
と
管
理
人
は
一
致
す
る
と
い
う
事
実
も
指
摘
し
、
な
お
さ
ら
問
題
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
法
案
の

一
一
五
条
で
、
支
払
猶
予
期
間
に
つ
き
半
年
間
の
延
長
を
認
め
る
と
い
う
規
定
が
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。

こ
の
答
弁
の
結
果
、
上
記
修
正
提
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
以
上
の
議
論
を
含
む
庶
民
院
の
法
務
委
員
会
で
の
議
論
に
つ
き
、
Sm
allBusiness,

Enterprise
and
Em
ploym
entBillD
eb
4
N
ovem
ber2014,cols.440-445.そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
H
ouse
ofCom
m
onsLibrary,Sm
all

Business,E
nterpriseand
E
m
ploym
entBill:Com
m
itteeStageR
eport,BillN
o.11
of2014-15
Research
Paper14/62
(2014),25-26
(herein-

after
Com
m
ittee
Stage
R
eport).な
お
、
H
ouse
ofCom
m
ons
Library,Sm
allBusiness,E
nterprise
and
E
m
ploym
entBill,BillN
o.11
of

2014-15
Research
Paper
14/39
(2014)で
は
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
と
二
〇
一
四
年
報
告
書
の
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
35
）
貴
族
院
で
の
審
議
に
お
い
て
も
、
庶
民
院
と
同
内
容
の
修
正
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。
SeeSm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBillD
eb

21
January
2015,cols.GC371-373.

（
36
）
二
〇
一
三
年
報
告
書
の
段
階
で
は
、
譲
渡
の
対
象
と
し
て
、
二
一
四
条
の
ほ
か
に
詐
欺
的
取
引
（
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
二
一
三
条
）
の
み
が
挙
げ
ら
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れ
て
い
た
。
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supranote21,para11.7.そ
の
後
の
二
〇
一
四
年
報
告
書
で
低
価
値
取
引
（
transaction
atan
undervalue）
等
の
請

求
権
も
譲
渡
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra
note
22,para
266.

（
37
）
O
asisM
erchandising
ServicesLtd.[1998]Ch.170.イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
二
一
四
条
は
制
定
法
上
の
権
利
で
あ
り
、
清
算
人
の
み
が
行
使
で
き
る
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
一
四
条
は
清
算
人
に
よ
っ
て
処
分
可
能
な
会
社
財
産
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
See

FLET
CH
ER
,supra
note
15,para
27-044.こ
の
結
果
、
二
一
四
条
の
請
求
権
を
清
算
人
が
自
由
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
38
）
O
asisM
erchandising
ServicesLtd.[1998]Ch.170.同
判
決
と
本
文
に
記
載
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
金
澤
・
前
掲
注
（
⚒
）
九
七
～
九
八
頁
参
照
。

ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
訴
訟
費
用
の
第
三
者
か
ら
の
調
達
に
関
す
る
一
般
的
な
議
論
の
紹
介
と
し
て
、
溜
ἦ
将
之
⽝
英
米
民
事
訴
訟
法
⽞（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
頁
。
民
事
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
（
溜
ἦ
将
之
＝
山
崎
昇
訳
）⽝
イ
ギ
リ
ス
民
事
手
続
法
制
⽞

（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
二
頁
。

（
39
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
11.5.

（
40
）
後
掲
注
（
89
）（
90
）
と
そ
の
本
文
参
照
。

（
41
）
二
〇
一
三
年
報
告
書
で
は
、被
告
と
な
り
う
る
者
や
そ
の
関
係
者
が
資
金
拠
出
請
求
権
等
の
譲
受
人
に
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
や
、

資
金
拠
出
請
求
権
の
購
入
者
が
一
二
ヶ
月
以
内
に
そ
れ
を
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
清
算
人
に
そ
の
請
求
権
を
再
度
帰
属
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う

ル
ー
ル
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
Id.paras
11.10-11.11.

（
42
）
GO
O
D
E
,supra
note
15,para
14-57.

（
43
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supranote21,para11.な
お
、
請
求
権
や
出
資
金
額
の
一
部
を
譲
渡
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
二
一
四
条
の
追
及
を
行
う
の
に
必
要
な

費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。

（
44
）
二
〇
一
三
年
報
告
書
は
、
取
引
に
関
す
る
市
場
が
成
立
し
、
そ
れ
が
機
能
す
る
こ
と
に
つ
い
て
肯
定
的
で
あ
る
。
Id.paras
11.8
-
11.9.

（
45
）
Id.para
11.7.

（
46
）
Insolvency
Service,supra
note
27,para
25.

（
47
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
11.9.

（
48
）
こ
の
よ
う
な
取
引
の
成
立
す
る
場
面
は
、
買
主
（
購
入
者
）
が
、
二
一
四
条
を
行
使
し
た
場
合
に
、
取
締
役
か
ら
出
資
金
を
回
収
で
き
る
と
考
え
て
い
る

場
合
で
、
か
つ
、
売
主
（
清
算
人
）
が
、
資
金
不
足
な
ど
の
問
題
か
ら
そ
の
よ
う
な
二
一
四
条
を
行
使
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
清
算
人
が
確
実
に
会
社

財
団
を
増
加
さ
せ
た
い
と
考
え
る
場
合
で
あ
る
。
類
似
の
場
面
を
指
摘
す
る
文
献
と
し
て
、
See
Richard
W
illiam
s,W
hatCan
W
e
E
xpectto
G
ain
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from
R
eform
ing
theInsolventT
rading
R
em
edy?,78(1)M
.L.R.55,68.も
っ
と
も
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
二
四
六
条
Ｚ
Ｄ
が
機
能
し
な
い
と
指
摘
す

る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
が
自
ら
行
使
す
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
自
ら
行
使
し
て
得
ら
れ
る
出
資
金
の

方
が
譲
渡
の
対
価
よ
り
も
高
い
額
と
な
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
清
算
人
側
の
事
情
に
言
及
す
る
文
献
と
し
て
、
Com
m
ittee
Stage
R
eport,

supra
note
34,at26.

（
49
）
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra
note
22,para
264.

（
50
）
Id.para
265.

（
51
）
Id.

（
52
）
Id.para
264.

（
53
）
Id.para
270.

（
54
）
Insolvency
Service,supra
note
27,paras
30-32.

（
55
）
Id.para
28.そ
の
例
と
し
て
支
払
不
能
法
一
六
八
条
五
項
を
挙
げ
る
。
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,c.45,§

168
(5).

（
56
）
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supranote22,para270.な
お
、
影
響
評
価
で
は
、
本
件
提
案
の
効
果
・
影
響
に
つ
い
て
は
、
請
求
権
等
を
譲
渡
す
る
市
場

が
成
立
す
る
か
に
依
存
す
る
と
し
て
、
こ
の
提
案
の
効
果
が
不
明
（
unknow
n）
だ
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
二
一
四
条
の
立
証
負
担
の
重
さ
と
取
締
役

の
賠
償
資
力
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
Insolvency
Service,supra
note
27,para
25.た
だ
し
、
結
論
と
し
て
は
、
同
規
定
の
た
め
の
市
場
が
生
じ

る
と
述
べ
た
。
Insolvency
Service,supra
note
27,para
29
and
77.

（
57
）
Sm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBill,H
C
Bill[11],cl.106.

（
58
）
庶
民
院
法
務
委
員
会
の
審
議
で
は
、
清
算
人
の
（
デ
ー
タ
保
護
法
の
規
律
に
基
づ
く
）
秘
密
保
持
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
う
る
の
で
、
潜
在
的
な
購
入

者
は
、
請
求
権
等
の
譲
受
け
に
関
す
る
交
渉
を
行
う
際
に
、
十
分
な
情
報
収
集
の
可
否
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

Com
m
ittee
Stage
R
eport,supra
note
34,at27.Sm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBillD
eb
4
N
ovem
ber
2014,col.448.

（
59
）
な
お
、
請
求
権
等
の
譲
渡
に
関
す
る
規
定
は
、
庶
民
院
の
法
務
委
員
会
に
お
い
て
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
採
決
が
な
さ
れ
た
の
は
、

野
党
で
あ
る
労
働
党
が
、
本
規
定
の
制
定
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
議
論
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
譲
受
人
の
情
報
収
集
権
限
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
労
働
党
の
パ
ー
キ
ン
ス
議
員
は
、
管
財
人
の
調
査
権
限
と
訴
え
を
起
こ
す
権
限
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
う
え
で
、
同
議
員
は
、
第
三
者
に
請
求
権
等
が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
格
を
有
す
る
専
門
的
な
倒
産
実
務
家
の
倫
理
や
義
務
が
、
申
立
て
を

行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
権
利
か
ら
分
離
し
て
し
ま
う
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
Sm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBillD
eb
4
N
ovem
ber
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2014,cols.446-447.Com
m
itteeStageR
eport,supranote34,at27.加
え
て
、
二
〇
一
二
年
法
律
扶
助
、
犯
罪
者
の
量
刑
及
び
処
罰
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
関
す
る
議
論
も
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
正
に
よ
っ
て
一
般
債
権
者
が
回
収
で
き
る
金
額
が
減
少
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
Sm
all

Business,Enterprise
and
Em
ploym
entBillD
eb
4
N
ovem
ber
2014,col.447.

（
60
）
資
格
剥
奪
制
度
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
中
島
弘
雅
⽛
倒
産
責
任
と
し
て
の
取
締
役
資
格
剥
奪
に
つ
い
て
⽜
加
藤
勝
郎
教
授
・
柿
崎
栄
治
教
授
古
稀

記
念
論
集
⽝
社
団
と
証
券
の
法
理
⽞（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
四
三
七
頁
、
中
村
康
江
⽛
英
国
に
お
け
る
取
締
役
の
資
格
剥
奪
（
一
）（
二
・
完
）⽜

立
命
館
法
学
二
七
三
号
四
一
六
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）、
二
七
七
号
二
四
〇
頁
（
二
〇
〇
一
年
）、
同
⽛
英
国
に
お
け
る
取
締
役
資
格
剥
奪
制
度
の
生
成
と
展
開
⽜

立
命
館
法
学
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
五
〇
六
頁
（
以
下
、
前
か
ら
順
に
中
村
（
一
）（
二
）（
三
）
で
引
用
）、
中
島
弘
雅
＝
田
頭
章
一
編
⽝
英
米
倒
産

法
キ
ー
ワ
ー
ド
⽞（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
四
～
一
三
四
頁
〔
本
間
法
之
〕。
簡
単
な
紹
介
と
し
て
、
Insolvency
Service,Com
pany
D
irectors

D
isqualification
A
ct1986
and
Failed
Com
panies:A
G
uide
to
D
irector
D
isqualification
(2018).

（
61
）
そ
の
他
の
改
正
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
外
国
会
社
に
お
い
て
不
適
切
な
行
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
資
格
剥
奪
事
由
と
す
る
こ
と
（
SBE
E
A
2015,§

104.）

や
、
資
格
剥
奪
命
令
の
申
立
て
期
間
を
延
長
(SBE
E
A
2015,§

108.）
す
る
こ
と
が
あ
る
。
資
格
剥
奪
制
度
に
関
わ
る
改
正
内
容
の
簡
単
な
紹
介
す
る
文
献

と
し
て
、
Bailey,supra
note
19,at5.

（
62
）
CO
M
PA
N
Y
DIRECT
O
RS
DISQ
U
A
LIFICA
T
IO
N
A
CT
1986
c.46.資
格
剥
奪
制
度
の
二
〇
一
七
年
～
二
〇
一
八
年
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
Insolvency

Service,Insolvency
Service
E
nforcem
entO
utcom
es(E
xperim
entalStatistics)–
2017/18
(2018),at3-7.

（
63
）
資
格
剥
奪
制
度
は
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
制
定
と
同
時
に
設
け
ら
れ
た
規
定
で
あ
り
、
同
制
度
を
提
案
し
た
の
は
コ
ー
ク
委
員
会
で
あ
っ
た
。

IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
REV
IEW
CO
M
M
IT
T
EE
,supra
note
7,para1808
and
para
1815.資
格
剥
奪
制
度
の
沿
革
や
制
定
過
程
の
議
論
を
紹
介
す
る
も
の
と

し
て
、
中
村
（
一
）・
前
掲
注
（
60
）
四
二
〇
頁
。

（
64
）
中
村
（
一
）・
前
掲
注
（
60
）
四
二
八
～
四
三
〇
頁
参
照
。

（
65
）
事
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省
（
BEIS）
の
大
臣
が
、
倒
産
局
（
Insolvency
Service）
に
、
そ
の
権
限
を
授
権
す
る
形
で
、
資
格
剥
奪
制
度
は
運

用
さ
れ
て
い
る
。

（
66
）
と
く
に
適
用
の
多
い
資
格
剥
奪
事
由
が
第
六
条
に
定
め
ら
れ
る
不
適
任
（
unfit）
で
あ
る
。
Insolvency
service,supranote62,at4
に
よ
れ
ば
、
九
〇

％
が
六
条
の
不
適
任
（
unfit）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
資
格
剥
奪
事
由
に
つ
い
て
は
、
中
村
（
一
）・
前
掲
注
（
60
）
四
二
七
頁
の
図
参
照
（
資

格
剥
奪
に
関
す
る
改
正
等
に
よ
る
変
更
も
あ
る
が
、
基
本
的
な
内
容
は
そ
の
図
の
ま
ま
で
あ
る
）。

（
67
）
倒
産
局
に
よ
る
資
格
剥
奪
制
度
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
清
算
人
、
管
理
人
お
よ
び
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
倒
産
し
た
会
社
の
取
締
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役
が
責
任
を
負
う
と
考
え
る
場
合
、
取
締
役
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
倒
産
局
へ
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
提
供
さ
れ
る
情
報
の
質
は
高

く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
に
際
し
て
こ
の
情
報
提
供
に
関
す
る
制
度
も
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
See.PA
U
L
L.DA
V
IES
A
N
D
SA
RA
H
W
O
RT
H
IN
GT
O
N
,PRIN
CIPLES
O
F
M
O
D
ERN
CO
M
PA
N
Y
LA
W
(10th
ed.2016),para
10-7.

（
68
）
Insolvency
service,supra
note
62,at5.

（
69
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
11.1.

（
70
）
Insolvency
Service,Im
pactA
ssessm
ent:G
iving
thecourtand
Secretary
ofState(SoS)a
pow
erto
m
akea
com
pensatory
aw
ard
againsta

director,IA
N
o:BIS
IN
SS003(2014)pp.1.大
臣
へ
の
投
書
（
M
inisterialcorrespondence）
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
本
文
の
よ
う
な
意
見
が
み
ら
れ

る
と
指
摘
す
る
。

（
71
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supranote21,para11.13.な
お
、
政
府
の
介
入
の
必
要
性
と
し
て
、
情
報
の
非
対
称
性
と
取
引
コ
ス
ト
か
ら
、
債
権
者
に
適
切
な

保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
点
を
挙
げ
る
。
Insolvency
Service,supra
note
70,at1
and
para14-15.こ
こ
で
の
説
明
は
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対

処
が
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
事
前
の
観
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
72
）
See
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
11.13.

（
73
）
Id.para11.14.救
済
を
与
え
る
対
象
を
、
無
担
保
債
権
者
全
体
に
す
る
の
か
、
事
案
に
基
づ
い
て
裁
判
所
が
柔
軟
に
決
め
て
よ
い
と
す
る
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
金
銭
補
償
命
令
の
導
入
に
よ
っ
て
、
取
締
役
が
、
誓
約
の
オ
フ
ァ
ー
を
し
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
誓

約
に
よ
る
資
格
剥
奪
の
件
数
が
減
少
す
れ
ば
、
裁
判
所
で
の
審
理
が
増
加
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
資
格
剥
奪
制
度
の
運
用
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
う

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Id.para.11.15.

（
74
）
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra
note
22,para
267.反
対
論
と
し
て
、
金
銭
補
償
と
い
う
役
割
を
公
的
主
体
が
担
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が

あ
る
。
para
268.

（
75
）
Id.para
273.

（
76
）
Id.para
274.

（
77
）
Insolvency
service,supranote70,para23
で
は
、
補
償
額
に
つ
い
て
は
裁
量
的
に
決
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
補
償
の
額
を

決
定
す
る
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
、
以
下
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
一
）
債
権
者
の
被
っ
た
損
失
額
、（
二
）
取
締
役
の
不
適
切
な
行
動
の
悪
質
性

（
severity）、（
三
）
取
締
役
の
行
動
が
債
権
者
へ
損
失
を
引
き
起
こ
し
た
範
囲
、（
四
）
資
格
剥
奪
を
導
い
た
行
為
に
よ
る
賠
償
と
し
て
取
締
役
が
会
社
ま
た

は
債
権
者
へ
何
ら
か
の
金
銭
的
賠
償
（
例
え
ば
刑
事
上
の
補
償
命
令
や
詐
欺
的
取
引
ま
た
は
不
当
取
引
訴
訟
に
よ
る
も
の
）
を
す
で
に
お
こ
な
っ
た
か
ど
う
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か
、（
五
）
そ
の
不
適
切
な
行
動
が
、
複
数
の
取
締
役
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
あ
る
い
は
個
人
に
よ
る
も
の
か
。

（
78
）
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra
note
22,para
274.Insolvency
Service,supra
note
70,para
22.

（
79
）
Sm
allBusiness,Enterprise
and
Em
ploym
entBill,H
C
Bill[11],cl.98.

（
80
）
SBE
E
A
2015,§

110.Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
〇
条
は
、
資
格
剥
奪
法
に
一
五
条
Ａ
、
一
五
条
Ｂ
、
一
五
条
Ｃ
を
新
設
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

Ａ
一
一
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

⽛
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
一
一
〇
条

金
銭
補
償
命
令
と
金
銭
補
償
誓
約

一
九
八
六
年
取
締
役
資
格
剥
奪
法
一
五
条
の
規
定
の
後
に
、
以
下
の
条
文
を
加
え
る
。

⽝
補
償
命
令
と
補
償
誓
約

一
五
Ａ
条

補
償
命
令
と
補
償
誓
約

（
一
）
裁
判
所
は
、
国
務
省
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、
第
三
項
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
要
件
が
充
足
し
た
と
判
断
す
る
場
合
に
、
あ
る
者
に
対
し
て

補
償
命
令
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
国
務
省
に
と
っ
て
、
第
三
項
に
定
め
ら
れ
る
要
件
が
国
務
省
と
補
償
誓
約
を
結
ぶ
こ
と
を
申
し
込
む
者
と
の
関
連
で
充
足
す
る
よ
う
に
見
え

る
場
合
、
国
務
省
は
補
償
命
令
に
つ
い
て
の
適
用
ま
た
は
申
立
て
に
関
す
る
手
続
に
代
え
て
、
誓
約
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
本
条
の
要
件
と
は
、

（
ａ
）
本
法
の
下
で
の
資
格
剥
奪
命
令
ま
た
は
資
格
剥
奪
誓
約
に
服
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
ｂ
）
あ
る
者
の
資
格
剥
奪
命
令
ま
た
は
資
格
剥
奪
誓
約
に
服
す
る
行
為
が
、
あ
る
者
が
適
時
に
取
締
役
で
あ
っ
た
倒
産
会
社
の
一
以
上
の
債
権

者
に
損
失
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
四
）
⽝
倒
産
会
社
（
Insolventcom
pany）⽞
と
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、
倒
産
状
態
で
あ
る
か
ま
た
は
倒
産
状
態
で
あ
っ
た
会
社
お
よ

び
倒
産
状
態
に
な
る
会
社
の
こ
と
を
い
う
。

（
ａ
）
当
該
会
社
が
、
そ
の
財
産
が
債
務
や
清
算
費
用
に
つ
い
て
の
支
払
い
に
不
十
分
で
あ
る
状
態
で
、
清
算
手
続
に
入
る
場
合
。

（
ｂ
）
当
該
会
社
が
会
社
管
理
に
入
る
場
合
。

（
ｃ
）
会
社
の
管
理
レ
シ
ー
バ
ー
（
adm
inistrative
receiver）
が
選
任
さ
れ
た
場
合
。

（
五
）
国
務
省
は
、
第
三
項
（
ａ
）
で
言
及
さ
れ
る
資
格
剥
奪
命
令
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
同
（
ａ
）
で
言
及
さ
れ
る
資
格
剥
奪
誓
約
が
認
容
さ

れ
た
日
か
ら
二
年
間
、
補
償
命
令
に
つ
い
て
の
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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（
六
）
略

（
七
）
本
条
、
一
五
Ｂ
条
お
よ
び
一
五
Ｃ
条
に
お
い
て
、⽝
裁
判
所
⽞
と
は
、
以
下
の
も
の
を
指
す
。

（
ａ
）
資
格
剥
奪
命
令
が
な
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
命
令
を
し
た
裁
判
所
。

（
ｂ
）
そ
の
他
の
事
件
に
お
い
て
は
、
高
等
法
院
ま
た
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
民
事
控
訴
院
。

一
五
Ｂ
条

補
償
命
令
お
よ
び
補
償
誓
約
の
も
と
で
の
支
払
額

（
一
）
補
償
命
令
は
、
命
令
が
な
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
以
下
の
（
ａ
）（
ｂ
）
に
定
め
ら
れ
る
形
で
、
命
令
で
特
定
さ
れ
た
額
を
支
払
う
こ
と
を
要

求
す
る
命
令
で
あ
る
。

（
ａ
）
（
ⅰ
）（
ⅱ
）
に
定
め
る
者
の
利
益
の
た
め
に
国
務
省
へ
支
払
う
方
法

（
ⅰ
）
命
令
で
特
定
さ
れ
た
債
権
者
個
人
ま
た
は
複
数
の
債
権
者

（
ⅱ
）
同
様
に
特
定
さ
れ
た
債
権
者
集
団
ま
た
は
複
数
の
債
権
者
集
団

（
ｂ
）
同
様
に
特
定
さ
れ
た
会
社
財
産
へ
の
資
金
拠
出
に
よ
る
方
法

（
二
）
補
償
誓
約
と
は
、
以
下
の
（
ａ
）（
ｂ
）
に
定
め
ら
れ
る
形
で
、
当
該
誓
約
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
額
を
支
払
う
誓
約
の
こ
と
を
い
う
。

（
ａ
）
（
ⅰ
）（
ⅱ
）
に
定
め
る
者
の
利
益
の
た
め
に
国
務
省
へ
支
払
う
方
法

（
ⅰ
）
誓
約
で
特
定
さ
れ
た
債
権
者
個
人
ま
た
は
複
数
の
債
権
者

（
ⅱ
）
同
様
に
特
定
さ
れ
た
債
権
者
集
団
ま
た
は
複
数
の
債
権
者
集
団

（
ｂ
）
同
様
に
特
定
さ
れ
た
会
社
財
産
へ
の
資
金
拠
出
に
よ
る
方
法

（
三
）
補
償
の
額
を
決
定
す
る
に
際
し
て
、（
決
定
の
場
合
に
お
け
る
）
裁
判
所
お
よ
び
（
誓
約
の
場
合
に
お
け
る
）
国
務
省
は
、
特
に
、（
ａ
）（
ｂ
）

（
ｃ
）
の
事
項
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ａ
）
生
じ
た
損
失
の
額

（
ｂ
）
本
法
一
五
Ａ
条
第
三
項
（
ｂ
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
行
為
の
性
質

（
ｃ
）
そ
の
者
が
、（
制
定
法
か
そ
れ
以
外
に
基
づ
く
か
を
問
わ
ず
）
そ
の
行
為
の
補
償
と
し
て
、
そ
の
他
の
金
銭
的
賠
償
を
行
っ
て
い
た
か
ど
う

か
。

（
四
）
補
償
誓
約
の
も
と
で
本
条
二
項
の
効
力
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
る
額
は
、
裁
判
所
の
命
令
と
同
等
の
効
力
を
持
っ
て
（
as
ifpayable

under
courtorder）、
回
収
可
能
で
あ
る
。
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（
五
）
補
償
命
令
ま
た
は
補
償
誓
約
の
も
と
で
支
払
わ
れ
う
る
額
は
破
産
債
権
（
provable
as
bankruptcy
debt）
と
な
る
。

一
五
Ｃ
条

補
償
誓
約
に
お
け
る
変
更
（
variation）
と
撤
回
（
revocation）

（
一
）
裁
判
所
は
、
補
償
誓
約
の
効
力
に
服
す
る
者
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
（
ａ
）（
ｂ
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
ａ
）
誓
約
の
も
と
で
支
払
わ
れ
う
る
額
の
減
少
。

（
ｂ
）
誓
約
の
効
力
の
不
発
生
。

（
二
）
第
一
項
の
申
立
に
関
す
る
審
理
に
お
い
て
、
国
務
省
は
、
妥
当
と
考
え
る
事
項
を
示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
裁
判
所
の
注
意
を
促
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
お
よ
び
、
証
拠
を
提
出
し
、
証
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。⽜

（
81
）
同
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日
以
降
の
行
為
で
あ
る
。
Steven
A
Freize,Com
pensation
O
rdersagainstU
nfitD
irectors,

30(2)IN
SO
LV
.IN
T
.31,at32
(2017).

（
82
）
資
格
剥
奪
法
の
制
定
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
お
け
る
金
銭
補
償
制
度
の
導
入
を
論
じ
る
文
献
と
し
て
、
Igno
L.D
abor,T
heD
irectors̓

D
isqualification
Com
pensation
O
rder
R
egim
e,39(8)CO
M
P.LA
W
.243
(2018).

（
83
）
Insolvency
Service,D
irector
disqualification:
a
guide
to
com
pensation
orders(2017),https://w
w
w
.gov.uk/governm
ent/publica

tions/director-disqualification-a-guide-to-com
pensation-orders/a-guide-to-com
pensation-orders#m
aking-a-case-for-com
pensation.

（
84
）
金
銭
補
償
制
度
は
、
特
定
の
債
権
者
に
対
し
金
銭
的
補
償
を
与
え
う
る
点
で
二
一
四
条
と
異
な
る
。
See.GO
O
D
E
,supra
note
15,para
14-52.

（
85
）
See.DA
V
IES
&
W
O
RT
H
IN
GT
O
N
,supra
note
67,para
10-4.

（
86
）
も
っ
と
も
、
会
社
管
理
に
お
け
る
不
当
取
引
を
理
由
と
す
る
民
事
責
任
追
及
制
度
の
創
設
に
は
、
本
文
①
の
よ
う
な
側
面
だ
け
な
く
、
②
の
よ
う
な
側
面

も
あ
る
。

（
87
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,at5.

（
88
）
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
改
正
に
お
い
て
は
債
権
者
の
損
失
の
填
補
と
い
う
側
面
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
抑
止
の
観
点
に
つ
い
て
全
く
意
識
さ
れ
て
い
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
取
締
役
の
行
動
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
長
期
的
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
Insolvency
Service,

supra
note
27,para
29.

（
89
）
G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra
note
22,paras
259-261;DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
11.2.G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
RE
SPO
N
SE
,supra

note22,para262
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
の
制
定
以
降
、
二
〇
一
三
年
報
告
書
公
表
時
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
二
一
四
条
の
適
用
件
数
は
、
約

三
〇
件
で
あ
り
、
偏
頗
行
為
の
件
数
は
約
五
〇
件
、
低
価
値
取
引
は
約
八
〇
件
で
あ
る
。
W
illiam
s,supranote48,at60
に
よ
れ
ば
、
同
論
文
の
公
表
時
ま

北研 55 (1・98) 98

論 説

北研 55 (1・99) 99

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



で
で
、
二
一
四
条
に
関
す
る
公
表
判
例
の
数
は
二
九
件
で
あ
る
。

（
90
）
Insolvency
Service.supra
note
27,para
5
and
para
95.二
一
四
条
の
利
用
が
低
調
で
あ
る
理
由
は
、
本
文
で
見
た
よ
う
に
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

そ
の
中
で
も
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
制
定
以
前
よ
り
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
清
算
人
の
二
一
四
条
の
追
及
に
関
す
る
訴
訟
費
用
の
負
担
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
倒
産
財
団
か
ら
の
優
先
的
な
回
収
を
認
め
る
と
い
う
形
で
の
対
処
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
紹
介
お
よ
び
Ｓ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
制
定
ま
で
の
対
処
の
経
緯
に
つ
い
て
、
See.FLET
CH
ER
,supranote15,para27-045.邦
語
に
よ
る
紹
介
と
し
て
、
武
田
・
前
掲
（
⚒
）
五
一
六

～
五
二
一
頁
、
金
澤
・
前
掲
（
⚒
）
九
六
～
九
八
頁
参
照
。

（
91
）
DISCU
SSIO
N
PA
PE
R
,supra
note
21,para
55.See
generally
W
illiam
s,supra
note
48,at63.

（
92
）
W
illiam
s,supra
note
48,at69-84.ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
に
よ
っ
て
、
二
一
四
条
に
基
づ
く
債
権
者
に
対
す
る
救
済
が
機
能
す
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
点
へ
の
疑
問
を
呈
す
る
。
同
論
文
の
基
本
的
な
主
張
は
、
二
一
四
条
固
有
の
規
律
対
象
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
条
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
の
改
正
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
適
用
件
数
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
資
格
剥

奪
法
八
条
の
適
用
件
数
の
少
な
さ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
に
お
け
る
二
一
四
条
と
類
似
の
規
律
の
現
状
、
取
締
役
の
資
力
の
問
題
を
挙
げ
る
。
同
論
文
に
お

け
る
最
も
重
要
な
指
摘
は
、
二
一
四
条
の
適
用
件
数
が
過
少
で
あ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
前
提
を
疑
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
同
論
文
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
等
の
改
正
に
よ
っ
て
不
当
取
引
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
直
接
に
は
金
銭
補
償
制
度
を
扱

う
も
の
で
は
な
い
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
取
締
役
の
賠
償
資
力
の
問
題
（
Id.77-78,82）
は
、
資
格
剥
奪
制
度
に
お
け
る
金
銭

補
償
制
度
の
実
効
性
に
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
93
）
Brooksv.A
rm
strong,(2015)BCC
661,(2015)EW
H
C
2289
(Ch).な
お
、
事
案
の
概
要
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
Charlotte
Jenner,W
rongful

trading:the
elem
entsofsuccessfulclaim
,28(8)IN
SO
LV
.IN
T
.124
(2015).

（
94
）
Id.[173].

（
95
）
Id.[183]-[184].

（
96
）
Id.[224]-[226].

（
97
）
Id.[241]-[244].

（
98
）
Id.[246].

（
99
）
Id.[250].

（
100
）
Id.[259].

北研 55 (1・98) 98

論 説

北研 55 (1・99) 99

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



（
101
）
Id.[261]-[263].

（
102
）
Id.[265].

（
103
）
Id.[267].

（
104
）
Id.[275].

（
105
）
Id.[276].

（
106
）
Id.[277].

（
107
）
Id.[283].

（
108
）
Id.[292].

（
109
）
Id.[306].

（
110
）
Id.[307].

（
111
）
Id.

（
112
）
Id.[13]-[14].

（
113
）
Id.[182].

（
114
）
Id.[183]-[184].取
引
状
況
を
知
る
た
め
の
情
報
を
い
く
つ
か
利
用
で
き
た
こ
と
も
理
由
で
あ
る
。

（
115
）
Id.[242].

（
116
）
Id.[230].Ｙ
1
ら
は
、
再
審
理
や
上
訴
を
行
っ
た
が
、
本
件
判
事
は
、
そ
の
間
に
内
国
歳
入
庁
と
の
間
で
の
支
払
猶
予
を
検
討
で
き
た
と
も
い
う
。

（
117
）
Id.[242].

（
118
）
Id.[243].た
と
え
ば
、
Ｙ
1
が
自
宅
を
抵
当
に
入
れ
て
銀
行
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、（
ハ
）
に
つ
い
て
は
、
最
終
決
定

が
先
で
あ
り
そ
の
結
末
が
不
確
実
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
Id.[244].

（
119
）
Id.[242](quoting
Re
continentalA
ssurance
Com
pany
ofLondon
plc.[2007]2
BCLC
287
[281]).

（
120
）
内
国
歳
入
庁
と
の
間
で
の
支
払
猶
予
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
高
か
っ
た
が
、
本
件
判
事
は
先
例
を
引
き
つ
つ
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
を
否
定
す

る
。
Brooks
v.A
rm
strong,(2015)BCC
[242].

（
121
）
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
原
審
判
決
に
対
し
て
は
、
判
事
が
、
財
務
悪
化
状
態
の
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
Ｙ
1
ら
に
同
情
的
だ
っ
た
と
の
評
価

も
あ
る
。
See
VA
N
ESSA
FIN
CH
&
DA
V
ID
M
ILM
A
N
,CO
RPO
RA
T
E
IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
(3rd
ed.2017)at601.
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（
122
）
Id.[250].

（
123
）
三
項
の
判
断
に
際
し
て
の
考
慮
要
素
に
つ
い
て
は
、
id.[259].

（
124
）
Jenner,supra
note
93,at126.

（
125
）
Brooks
v.A
rm
strong,(2015)BCC
[264].

（
126
）
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
も
と
に
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
が
充
足
し
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
三
〇
七
頁

と
同
文
献
の
脚
注
127
の
議
論
お
よ
び
引
用
文
献
を
参
照
。
五
月
三
日
以
前
に
つ
き
、
本
文
の
よ
う
な
理
由
で
、
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
点
も
本

判
決
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
127
）
な
お
、
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
五
月
三
日
以
降
に
Ａ
社
に
事
業
継
続
さ
せ
て
い
た
と
し
て
も
、
三
項
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
え
た
こ
と
を

示
唆
す
る
。

⽛
Ｙ
1
ら
が
、
内
国
歳
入
庁
と
Ｔ
社
に
対
す
る
債
務
の
増
加
と
い
う
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
考
慮
す
べ
き
二
つ
の
選
択
肢
が

あ
っ
た
。
第
一
に
、
内
国
歳
入
庁
と
Ｔ
社
に
対
す
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
な
し
で
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
、
Ａ
社
を
、
倒
産
実
務
家
の
管
理
下
の
も
と

で
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
認
め
ら
れ
る
会
社
管
理
（
adm
inistration）
手
続
に
入
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
が
実
際
に
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
第
二
の
選
択
肢
と
し
て
の
清
算
が
あ
り
え
た
⽜。
Brooks
v.A
rm
strong,(2015)BCC
[278].

本
件
判
事
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
同
時
点
で
は
、
三
項
の
要
件
充
足
を
肯
定
す
る
に
は
、
倒
産
手
続
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
128
）
Id.[287].な
お
、
判
旨
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
先
例
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
裁
判
官
の
裁
量
は
、

二
一
四
条
の
損
害
の
填
補
と
い
う
趣
旨
の
下
で
、
自
由
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
出
資
金
は
不
当
取
引
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
会
社
の
損
失
を

埋
め
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
会
社
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
一
部
の
債
権
者
へ
の
直
接
の
損
害
填
補
の
権
限
で

は
な
く
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
以
降
に
会
社
債
権
者
と
な
っ
た
者
の
請
求
権
で
も
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
出
資
金
の
算
定
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充

足
の
日
か
ら
実
際
の
清
算
の
日
ま
で
の
損
失
の
正
味
増
加
分
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
、
出
資
金
は
、
取
締
役
に
帰
責
性
の
あ
る
不
当
取
引
か
ら
生
じ
た
債
務

と
関
連
す
べ
き
こ
と
（
不
当
取
引
と
特
定
の
損
害
の
間
に
、⽛
あ
れ
な
け
れ
ば
こ
れ
な
し
（
butfor）⽜
以
上
の
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
こ
と
）、
第
五
に
、

裁
判
所
に
は
、
会
社
の
損
失
が
、
取
締
役
の
不
当
取
引
に
該
当
す
る
行
為
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
な
い
場
合
、
裁
量
的
な
減
額
を
行
え
る
こ
と
で
あ
る
。

因
果
関
係
の
判
断
の
例
と
し
て
、
天
候
悪
化
に
起
因
す
る
損
失
の
除
外
を
挙
げ
る
。

（
129
）
な
お
、
判
旨
で
は
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
市
に
対
す
る
債
務
の
額
の
増
加
も
考
慮
し
た
判
断
が
示
さ
れ
て
も
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
清
算
人
か
ら
主
張
の
な

い
ま
ま
、
本
件
判
事
が
独
自
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
文
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
Id.[299].

北研 55 (1・100) 100

論 説

北研 55 (1・101) 101

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



（
130
）
Jenner,supra
note
93,at126.

（
131
）
Brooksv.A
rm
strong,(2015)BCC
[288].同
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、
比
較
の
日
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
議

論
内
容
を
見
る
限
り
、
一
月
三
一
日
の
誤
植
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
132
）
Brooksv.A
rm
strong,(2015)BCC
[307].具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
イ
デ
ッ
サ
判
決
（
ReIdessa(U
K
)Ltd.(in
liquidation)[2012]BCC
315

[131]）
で
示
さ
れ
た
比
例
配
分
方
式
を
用
い
て
一
ヶ
月
当
た
り
の
均
等
な
損
失
を
算
定
し
、
四
ヶ
月
分
を
控
除
し
た
。

（
133
）
本
判
決
に
お
け
る
出
資
金
の
額
の
算
定
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
文
①
に
つ
い
て
は
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
の
利
息
と
そ
の
遅
延
損
害
金
で
あ
る
七
〇
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
社
会
保
険
料
と
源
泉
課
税
で
あ
る
八
五
〇
〇

ポ
ン
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
と
認
定
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
際
に
、
本
件
付
加
価
値
税
債
務
そ
れ
自
体
の
増
加
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
Brooks
v.

A
rm
strong,(2015)BCC
[291];[297];[298].

次
に
、
②
の
額
と
し
て
は
、
約
一
一
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
認
定
す
る
。
具
体
的
な
内
訳
は
、
取
引
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
減
少
額
と
し
て
の
八
九
〇
九

五
ポ
ン
ド
と
、
銀
行
に
対
す
る
貸
越
残
高
の
減
少
額
と
し
て
の
約
一
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
判
事
は
、
上
記
二
つ
の
減
少
が
一
部
の
債

権
者
の
犠
牲
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
修
正
を
加
え
、
②
の
額
が
三
六
五
〇
〇
ポ
ン
ド
だ
と
す
る
。
Id.[300]-[301].な
お
、
一
一
五
〇
〇
〇
ポ

ン
ド
と
い
う
額
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
控
訴
審
判
決
（
第
二
章
第
三
節
第
三
款
参
照
）
に
お
い
て
一
〇
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Brooks
v.A
rm
strong,[2017]BCC
99
[119(c)].

最
後
に
、
③
の
額
と
し
て
、
二
二
六
七
九
八
ポ
ン
ド
を
算
定
の
出
発
点
と
し
て
特
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
同
額
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
形
で
減
額
が

な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
法
一
七
八
条
（
義
務
負
担
付
財
産
（
onerousproperty）
の
放
棄
の
権
限
）
四
項
（
ａ
）
に
基
づ
き
、
賃

借
権
の
放
棄
が
な
さ
れ
た
場
合
、
Ｔ
社
の
Ａ
社
に
対
し
て
有
す
る
債
権
は
、
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
賃
料
請
求
権
で
は
な
く
、
同
条
六
項
に
基
づ
く
制
定
法

上
の
権
利
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
規
定
に
基
づ
け
ば
、
債
権
者
が
清
算
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
範
囲
が
そ
の
制
定
法
上
の
権

利
の
内
容
と
な
る
。
同
条
の
適
用
を
前
提
に
、
Ａ
社
が
二
〇
〇
七
年
五
月
三
日
に
清
算
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
Ｔ
社
に
対
し
て
Ａ
社
が
負
う
債
務
の

内
容
は
、
す
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
賃
料
債
務
と
、
同
日
以
降
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
債
務
（
＝
将
来
債
務
）
に
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
件
判
事
は
、
上
記
議
論
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
の
翌
日
で
あ
る
二
〇
〇
七
年
二
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
九
年
二
月
六

日
ま
で
の
本
件
賃
料
債
務
の
増
加
額
を
算
定
し
直
す
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
六
月
以
降
の
額
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
年
支
払
不
能
規
則

一
一
・
一
三
条
二
項
（
同
規
則
四
・
九
四
条
で
準
用
）
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
＋
③
の
合
計
額
が
当
初
は
三
〇
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
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で
あ
っ
た
の
が
、
七
八
五
〇
〇
ポ
ン
ド
＋
α
に
な
る
と
い
う
。
③
の
部
分
に
つ
き
Id.[293]-[296]。

そ
し
て
最
後
に
、⽛
債
務
の
減
少
分
が
そ
の
増
加
分
を
上
回
る
限
り
で
、
二
〇
〇
九
年
二
月
六
日
時
点
の
Ａ
社
の
債
務
も
減
少
す
る
（
Id.[301].）⽜
と
し
、

生
じ
た
利
益
で
あ
る
一
一
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
か
ら
内
国
歳
入
庁
の
債
務
の
増
加
分
七
八
五
〇
〇
ポ
ン
ド
と
③
の
α
な
ど
を
考
慮
し
、
四
〇
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と

い
う
額
を
導
い
た
。
Id.[301];[306].そ
し
て
最
後
に
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
比
例
配
分
方
式
を
利
用
し
、
三
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
い
う
額
を
導
い
た
。

Id.[307].

な
お
、
控
訴
審
判
決
で
は
、
本
判
決
の
出
資
金
額
に
関
す
る
判
断
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
第
三
節
第
三
款
参
照
）。

（
134
）
R
e
Ralls
Buillders
Ltd
(in
liquidation),[2016]Bus.L.R.555.な
お
、
事
案
と
判
旨
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
Richard
T
ett,A
M
aster
Classin

Construction,9(3)CO
RPO
RA
T
E
RESCU
E
&
IN
SO
LV
EN
CY
95
(2016)を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
岩
淵
重
広
⽝
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
の
取
締
役
に
対
す
る

法
的
規
律
⽞
同
志
社
大
学
博
士
論
文
甲
第
九
〇
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
三
三
頁
以
下
を
参
考
に
し
た
。

（
135
）
Id.[192].

（
136
）
Id.[187].

（
137
）
な
お
、
Ｊ
か
ら
の
資
金
提
供
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
を
Ｙ
1
ら
が
実
際
に
認
識
し
て
い
た
と
い
う
事
情
は
存
在
し
な
い
。
Id.[189].

（
138
）
Id.[198]

（
139
）
Id.[199]-[202].

（
140
）
Id.[206].

（
141
）
Id.[206].

（
142
）
Id.[213]-[214].

（
143
）
Id.[216].

（
144
）
Id.[243]-[246].

（
145
）
Id.[246].

（
146
）
Id.[241]-[242].

（
147
）
See.id.[253]-[255].

（
148
）
See.id.[255]-[264].パ
ー
ポ
イ
ン
ト
判
決
等
の
手
法
に
つ
い
て
は
注
（
14
）
と
そ
の
本
文
参
照
。

（
149
）
See.id.[274]-[277].
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（
150
）
Id.[279].

（
151
）
事
業
継
続
か
ら
生
じ
る
利
益
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
Ｒ
社
に
と
っ
て
売
上
げ
が
最
も
多
く
な
る
時
期
が
七
月
以
降
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
152
）
Re
H
aw
ks
H
illPublishing
Co
Ltd,[2008]BCC
937.同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
三
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

（
153
）
反
対
に
、
専
門
家
の
助
言
を
無
視
し
た
場
合
に
は
、
二
一
四
条
の
責
任
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
T
ett,supranote134,at98.

（
154
）
Ｙ
1
ら
が
、
誠
実
に
、
事
業
継
続
と
い
う
選
択
を
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
と
指
摘
す
る
見
解
と
し
て
、
H
arry
Rajak,T
heCom
plex

Story
ofW
rongfulT
rading,392
CO
.L.N
.1
at4
(2017).

（
155
）
第
二
章
第
一
節
第
二
款
参
照
。

（
156
）
T
ett,supra
note
134,at97.

（
157
）
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
本
件
で
は
、
銀
行
が
会
社
の
口
座
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
（
浮
動
担
保
に
よ
る
も
の
）
を
九
月
の
時
点
で
取
得
し
て
い
た
た
め
、
そ

こ
に
建
設
に
係
る
代
金
が
振
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
銀
行
の
債
権
回
収
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
債
権
者
か

ら
銀
行
へ
の
所
得
移
転
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
支
払
わ
れ
た
代
金
は
、
取
引
債
権
者
の
一
部
へ
の
弁
済
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
158
）
R
allsBuilders[2016]Bus.L.R.555
[248].本
件
判
事
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

⽛
私
は
、
Ｒ
社
が
、
そ
の
全
債
務
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
、
全
て
の
新
債
権
者
に
対
し
て
の
弁
済
を
確
実
に
す
る
と
い
う
方
法
で
、
事
業
を
継
続
し
て
い
た

場
合
に
、
Ｙ
1
ら
に
二
一
四
条
三
項
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
Ｙ
1
ら
が
、
そ
の
間
に
、
職
務
へ

の
合
理
的
な
対
価
と
い
え
る
範
囲
の
報
酬
を
受
け
取
り
続
け
た
と
い
う
理
由
の
み
で
、
三
項
の
要
件
充
足
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
は
考
え
な
い
⽜。

（
159
）
八
月
三
一
日
時
点
の
計
算
書
類
で
は
会
社
財
産
が
継
続
企
業
の
前
提
で
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
〇
月
一
三
日
時
点
の
計
算
書
類
で

は
会
社
財
産
が
継
続
企
業
の
前
提
が
妥
当
し
な
い
（
gone
concern）
こ
と
を
前
提
に
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
判
事
は
評
価
基
準
に
よ

る
誤
差
が
あ
る
と
し
て
、
継
続
企
業
を
前
提
と
す
る
形
で
、
両
時
点
の
会
社
財
産
の
価
値
を
評
価
し
直
し
、
正
味
損
失
に
つ
い
て
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
と

判
断
し
た
（
な
お
、
継
続
企
業
の
前
提
が
妥
当
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
基
準
に
よ
れ
ば
、
約
四
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
正
味
損
失
の
増
加
が
あ
る
と
い
う
）。

Id.[260]-[263].

（
160
）
Id.[242]

（
161
）
Id.[251].

（
162
）
TH
E
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§

176A
;TH
E
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986
(Prescribed
Part)O
rder
2003,2003
N
o.2097.

（
163
）
R
e
Ralls
Buillders
Ltd
(in
liquidation),[2016]Bus.L.R.555
[251].な
お
、
本
文
の
例
に
つ
い
て
は
［
250］
参
照
。
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（
164
）
T
ett,supra
note
134,at98.

（
165
）
こ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
対
処
は
立
法
府
の
役
割
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
Ralls
Builders
[2016]Bus.L.R.555
[279].

（
166
）
R
e
Ralls
Builders
Ltd
(in
liquidation)(N
o.2),[2016]1
W
LR
5190.判
事
は
、
同
じ
く
、
ス
ノ
ー
デ
ン
判
事
で
あ
る
。

（
167
）
Id.[32].

（
168
）
Id.[29];[33].

（
169
）
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
判
決
の
出
資
金
の
額
に
関
す
る
判
断
が
、
填
補
と
い
う
不
当
取
引
の
趣
旨
と
一
致
す
る
と
指
摘
す
る
文
献
と
し
て
、
See
FIN
CH
&

M
ILM
A
N
,supra
note
121,at600.

（
170
）
Brooks
v.A
rm
strong,[2017]BCC
99.

（
171
）
Ｘ
は
、
主
と
し
て
、
①
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
九
日
の
時
点
で
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
②
五
月
三
日
以
前
に
三
項
の
抗
弁
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
、
③
出
資
金
額
に
つ
い
て
そ
の
算
定
方
法
お
よ
び
原
審
判
事
の
裁
量
行
使
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
上
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ

1
ら
は
、
主
と
し
て
、
❶
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
に
関
す
る
判
断
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
❷
出
資
金
額
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に

交
差
上
訴
し
た
。
二
一
四
条
二
項
お
よ
び
三
項
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
原
審
の
判
断
が
相
当
で
あ
る
旨
が
判
断
さ
れ
て
い
る
の
み
な
の
で
、
取
り
上
げ

な
い
。

（
172
）
Id.[23]-[24].

（
173
）
Id.[118]-[119].

（
174
）
Id.[119(a)]-[119(d)].

（
175
）
Id.[120]-[121].

（
176
）
本
判
決
に
つ
い
て
、
本
件
判
事
が
Ｙ
1
ら
の
状
況
に
関
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
FIN
CH
&
M
ILM
A
N
,supra
note
121,at601.

（
177
）
控
訴
審
判
決
で
は
、
一
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
さ
れ
て
い
る
。
Brooksv.A
rm
strong,[2017]BCC
[119(b)].こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
が
見
た
限
り
、
原
審

判
決
で
は
、
そ
の
額
は
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
Brooks
v.A
rm
strong,(2015)BCC
[294]-[296].

（
178
）
な
お
、
本
判
決
は
、
会
社
財
産
の
減
少
（
＝
会
社
が
債
権
者
に
対
し
て
負
う
全
債
務
の
増
加
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
三
項
の
要
件
充
足
が
問
題
に

な
る
と
い
う
。
そ
の
際
の
判
示
内
容
は
、
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
で
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。
本
判
決
の
示
し

た
先
例
の
整
理
を
前
提
と
す
れ
ば
、
三
項
が
問
題
に
な
る
の
は
、
具
体
的
な
出
資
金
額
が
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
三
項
の
要
件
充
足
の
判
断

の
前
に
、
出
資
金
額
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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（
179
）
Brooks
v.A
rm
strong,[2015]BCC
661
[276].

（
180
）
Brooks
v.A
rm
strong,[2017]BCC
99
[128].

（
181
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。

（
182
）
第
二
章
第
三
節
第
一
款
参
照
。

（
183
）
第
二
章
第
三
節
第
一
款
参
照
。

（
184
）
第
二
章
第
三
節
第
一
款
参
照
。

（
185
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。

（
186
）
第
二
章
第
一
節
第
二
款
参
照
。

（
187
）
DA
V
IES
&
W
O
RT
H
IN
GT
O
N
,supra
note
67,para
9-9.

（
188
）
第
二
章
第
三
節
第
一
款
参
照
。

（
189
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。

（
190
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
、ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
控
訴
審
判
決
も
支
持
す
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
章
第
三
節
第
三
款
第
二
項
参
照
。

（
191
）
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
採
用
す
る
に
際
し
て
は
、
三
項
の
条
文
上
の
⽛
あ
ら
ゆ
る
手
段
⽜
と
い
う
文
言
が
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
。
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参

照
。

（
192
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
第
二
項
参
照
。

（
193
）
ラ
ル
ス
・
ビ
ル
ダ
ー
判
決
は
、
二
項
（
ｂ
）
の
要
件
充
足
が
認
め
ら
れ
た
時
点
以
降
の
事
業
継
続
に
際
し
て
、
取
締
役
が
合
理
的
な
額
の
報
酬
を
受
け
取
っ

た
と
い
う
だ
け
で
、
三
項
の
要
件
充
足
が
直
ち
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
、
傍
論
で
判
示
し
て
い
た
。
第
二
章
第
三
節
第
二
款
第
二
項
参
照
。

（
194
）
第
二
章
第
一
節
第
二
款
参
照
。
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件
控
訴
審
判
決
が
先
例
の
立
場
を
適
切
に
紹
介
し
て
い
た
。
Brooks
v.A
rm
strong,[2017]BCC
99

[63]-[74].な
お
、
先
述
の
よ
う
に
、
第
二
章
第
一
節
第
二
款
に
お
け
る
出
資
金
の
算
定
に
関
す
る
記
述
は
、
同
判
決
の
判
示
を
参
考
に
し
た
。

（
195
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。

（
196
）
D
avid
M
ilm
an,Com
pany
D
irectors:
M
aintaining
the
Balance
betw
een
Protecting
M
anagerial
R
ights
and
R
egulating
E
xposure
to

Liability
in
U
K
Law
,390
CO
.L.N
.1
at3
(2016).

（
197
）
詳
細
な
議
論
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
二
節
第
四
款
参
照
。

（
198
）
第
二
章
第
二
節
参
照
。

北研 55 (1・106) 106

論 説

北研 55 (1・107) 107

イギリス法における不当取引責任の近時の展開



（
199
）
第
二
章
第
二
節
第
四
款
参
照
。
改
正
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
見
解
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
掲
注
48
参
照
。

（
200
）
第
二
章
第
三
節
第
四
款
第
一
項
参
照
。

（
201
）
第
二
章
第
一
節
第
二
款
参
照
。
岩
淵
・
前
掲
注
（
⚕
）
も
参
照
。

（
202
）
See.FIN
CH
&
M
ILM
A
N
,supranote121,at602.企
業
志
向
（
pro-enterprise）、
救
済
志
向
（
pro-rescue）
と
い
う
。
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
See.

A
drian
W
alters,E
nforcing
W
rongfulT
rading,in
TH
E
CO
RPO
RA
T
E
DIM
EN
SIO
N
145,149
(Barry
A
K
Rider
ed.1998).

（
203
）
第
二
章
第
三
節
第
四
款
第
二
項
参
照
。

（
204
）
第
二
章
第
三
節
第
四
款
第
三
項
参
照
。

（
205
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
参
照
。

（
206
）
第
二
章
第
三
節
第
四
款
参
照
。

（
207
）
GabrielM
ossQ
.C.,N
oCom
pensation
forW
rongfulT
rading,30(4)IN
SO
LV
.IN
T
.49,53(2017).モ
ス
は
、
本
文
と
同
様
の
理
解
か
ら
、
判
例
の
解

釈
に
よ
っ
て
、
二
一
四
条
の
救
済
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

（
208
）
M
ilm
an,supranote196,at3.な
お
、
二
一
四
条
の
抑
止
力
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
解
釈
が
ど
う
で
あ
れ
、
二
一
四
条
と
い
う
規
定
の
存
在
に
よ
っ
て
、

会
社
の
不
適
切
な
事
業
継
続
が
抑
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
の
伴
わ
な
い
規
律
に
ど
こ
ま
で
の
抑

止
機
能
が
あ
る
の
か
に
関
し
て
疑
問
を
呈
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
と
し
て
、
BRIA
N
CH
EFFIN
S,CO
M
PA
N
Y
LA
W
545
(1997);W
illiam
s,

supra
note
48,at63.

（
209
）
本
文
で
い
う
判
例
の
傾
向
と
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
三
判
例
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
そ
れ
ら
の
判
決
と
異
な
る
判
断
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
本
稿
の
議
論
は
妥
当
し
な
い
。

（
210
）
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
趣
旨
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
27
）
参
照
。
同
脚
注
で
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
債
権
者
へ
の
救
済
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
211
）
IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
REV
IEW
CO
M
M
IT
T
EE
,supranote7,para1783.お
よ
び
注
⚘
の
本
文
参
照
。
コ
ー
ク
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
岩
淵
・
前
掲

注
（
⚕
）
二
六
四
～
二
六
八
頁
参
照
。

（
212
）
会
社
に
対
し
て
資
金
拠
出
責
任
を
負
う
結
果
、
債
権
者
の
損
害
が
部
分
的
に
回
復
さ
れ
る
。
そ
の
限
り
で
、
債
権
者
へ
の
損
害
填
補
と
な
る
こ
と
は
あ
る
。

（
213
）
M
oss,supra
note
207,at53
で
は
、
現
状
の
判
例
の
解
釈
に
対
し
て
、
コ
ー
ク
報
告
書
の
示
し
た
本
来
の
考
え
方
に
戻
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
判
例
の
立
場
は
、
も
と
も
と
想
定
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
214
）
出
資
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ク
報
告
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
考
え
方
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
判
決
（
Re
Produce
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M
arketing
Consortium
(in
Liquidation)Ltd
(N
o.2),[1989]BCLC
520.）
に
始
ま
る
判
例
の
考
え
方
と
で
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ

る
。
M
oss,supra213,at50.こ
の
よ
う
な
指
摘
は
あ
る
が
、⽛
あ
る
事
業
継
続
が
、
債
権
者
の
一
部
ま
た
は
特
定
の
集
団
に
対
し
て
不
利
益
と
な
る
が
、
会

社
全
体
あ
る
い
は
債
権
者
全
体
の
利
益
と
な
っ
た
⽜
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
救
済
が
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
た
の
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

三
判
例
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

（
215
）
第
二
章
第
二
節
第
二
款
第
二
項
、
第
二
章
第
二
節
第
二
款
第
三
項
参
照
。

（
216
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
90
）
と
そ
こ
で
引
用
さ
れ
た
文
献
を
参
照
。

（
217
）
第
二
章
第
四
節
第
二
款
参
照
。

（
218
）
See.W
illiam
s,supranote48,at68.譲
渡
の
対
象
と
な
る
出
資
金
の
認
め
ら
れ
や
す
い
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
清
算
人
自
身
が
行
使
す
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
の
対
価
に
つ
い
て
は
、
得
ら
れ
る
出
資
金
か
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
反
対
に
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

の
大
き
な
請
求
権
と
い
う
の
は
、
実
際
に
出
資
金
を
獲
得
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

（
219
）
T
ett,supranote134,at98.金
澤
・
前
掲
注
（
⚒
）
九
六
頁
注
72
参
照
。
ま
た
、
Insolvency
Service,supranote27,para95
で
も
、
二
一
四
条
の

追
及
の
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
金
澤
は
、
Peter
Fiedler,W
rongfultrading
after
ContinentalA
ssurance,17(6)

IN
SO
LV
EN
CY
LA
W
&
PRA
CT
ICE
212,at212(2001)を
引
き
つ
つ
、
逸
話
と
し
て
五
万
ポ
ン
ド
が
最
低
で
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
ラ
ル

ス
・
ビ
ル
ダ
ー
事
件
判
決
で
は
約
一
八
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
第
二
章
第
三
節
第
三
款
参
照
。

（
220
）
本
文
で
挙
げ
た
要
素
の
他
に
、
取
締
役
の
支
払
能
力
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
な
お
、
前
掲
注
（
45
）
も
参
照
。

（
221
）
第
二
章
第
四
節
第
一
款
参
照
。

（
222
）
理
由
付
け
は
異
な
る
が
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
改
正
が
そ
の
狙
い
を
達
成
し
な
い
と
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
W
illiam
s,supra
note
48,at67-69.

（
223
）
も
っ
と
も
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
制
定
過
程
の
議
論
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
三
判
例
よ
り
も
時
間
的
に
先
行
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
制
定
過
程
で
の
議
論
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
考
慮
が
、
裁
判
所
の
解
釈
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。

（
224
）
See.M
ilm
an,supranote196,at3;M
oss,supranote207,at53.両
者
と
も
に
、
判
例
の
立
場
が
、
二
一
四
条
の
利
用
を
促
進
し
な
い
こ
と
や
、
そ
の

意
義
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
225
）
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ａ
の
改
正
内
容
が
、
第
二
章
第
二
節
で
見
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
。
ま
た
、
本
稿
の
試
論
は
、
判
例
の
展
開

か
ら
す
れ
ば
、
本
文
の
よ
う
な
試
論
が
提
示
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
判
事
が
そ
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
解
釈
論
を
展
開
し
て
い
る
と
主
張

す
る
も
の
で
は
な
い
。
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（
226
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
第
三
項
②
参
照
。
ウ
イ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
に
伴
う
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
藤
田
・
前
掲
注
（
⚑
）
一
三
四
～
一
三
五
頁
参
照
。

（
227
）
第
二
章
第
三
節
第
二
款
第
三
項
②
で
取
り
上
げ
た
R
e
Ralls
Buillders
Ltd
(in
liquidation),[2016]Bus.L.R.555
[251]の
例
を
想
起
せ
よ
。

（
228
）
W
illiam
s,supra
note
48,at82
は
、
二
一
四
条
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
が
認
め
ら
れ
た
取
締
役
の
う
ち
半
分
以
上
が
破
産
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
な
お
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
調
査
方
法
は
、
判
決
文
に
示
さ
れ
た
当
事
者
の
名
前
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
公
的
な
破
産
者
情

報
（
available
athttps://w
w
w
.thegazette.co.uk/）
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
229
）
Rajak,supra
note
154,at4.

（
230
）
清
算
人
は
、
会
社
の
清
算
に
要
し
た
費
用
の
償
還
を
他
の
一
般
債
権
者
に
優
先
し
て
会
社
財
産
（
Property）
か
ら
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
他
の
債

権
者
に
は
浮
動
担
保
権
者
を
も
含
む
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§

176ZA
(1),(2)(b);IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,r.7.108(2)(a).）。
し
か
し
、
二
一

四
条
の
追
及
に
要
し
た
費
用
を
含
む
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
は
上
記
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
同
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、
一
部
の
優
先
債
権
者
と
浮
動
担
保
権
者
に
優
先
し
て
、
会
社
財
産
（
property）
か
ら
回
収
で
き
な
い
（
IN
SO
LV
EN
CY
A
CT
1986,§

176ZA
(3)

(a);IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,r.7.111.-7.112.）。
こ
の
場
合
に
、訴
訟
費
用
に
つ
い
て
、清
算
人
が
優
先
的
に
回
収
で
き
る
の
は
、規
則
の
定
め
に
従
っ

た
承
認
ま
た
は
授
権
を
そ
れ
ら
の
債
権
者
か
ら
得
た
場
合
で
あ
る
（
IN
SO
LV
EN
CY
RU
LE
2016,r.7.112.;定
め
に
つ
い
て
は
r.7.113.-r.7.116））。
こ

の
結
果
、
二
一
四
条
の
追
及
に
よ
っ
て
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
倒
産
規
則
は
、
二
〇
一
六
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
規
定
に
つ
い
て
は
一
九
八
六
年
倒
産
規
則
（
IN
SO
LV
EN
CY
RU
LES
1986,

§

4.218,
4.218A
-E）
の
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
ル
ー
ル
の
説
明
と
し
て
は
、
FLET
CH
ER
,supra
note
15,
paras24

-019
-24

-026;paras27

-044
-27

-045.
邦
語
に
よ
る
紹
介
と
し
て
、
金

澤
・
前
掲
注
（
2
）
九
七
頁
参
照
。
一
七
六
ZA
条
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
生
研
究
会
⽝
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
⽞（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）

九
三
五
頁
〔
中
村
信
男
〕。

（
231
）
FLET
CH
ER
,supranote15,para27-045.敗
訴
者
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、
溜
ἦ
・
前
掲
注
（
38
）
八
頁
、
ニ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
・
前
掲
注
（
38
）

一
五
三
頁
。

（
232
）
本
文
の
試
論
は
、
な
ぜ
、
清
算
人
が
、
勝
つ
見
込
み
が
な
く
、
か
つ
、
債
権
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
二
一
四
条
の
責
任
追
及
を
行
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い

う
点
を
十
分
に
解
明
で
き
て
い
な
い
。
本
文
の
議
論
は
FLET
CH
ER
,supra
note
15,para
27-045
よ
り
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
文
献
で
は
、
出

資
金
の
額
の
多
寡
に
関
係
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
費
用
償
還
の
ル
ー
ル
の
せ
い
で
、
清
算
人
が
二
一
四
条
の
提
訴
を
躊
躇
す
る
こ
と
（
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
置

か
れ
る
こ
と
）
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
な
お
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
清
算
人
が
一
般
債
権
者
と
協
議
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
も
い
う
）。
こ
の
フ
レ
ッ
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チ
ャ
ー
の
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
出
資
金
の
多
寡
が
清
算
人
の
提
訴
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
は
な
お
残
る
。
清
算
人
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
は
、
注
（
234
）
の
内
容
に
関
連
す
る
検
討
と
合
わ
せ
て
、
他
日
を
期
し
た
い
。

（
233
）
少
な
く
と
も
、
そ
の
間
に
清
算
費
用
等
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
、
倒
産
財
団
が
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
234
）
ま
た
、
二
一
四
条
の
追
及
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で
も
、
取
締
役
が
無
資
力
で
あ
る
な
ら
ば
、
敗
訴
者
負
担
制
度
を
通
じ
て
取
締
役
に
費
用
を
負
担
さ
せ
ら

れ
な
い
の
で
、
二
一
四
条
の
追
及
は
費
用
倒
れ
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
費
用
負
担
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
民
事
訴
訟
規
則
第
四
四
章
（
CIV
IL

PRO
CED
U
RE
RU
LES
1998,Part.44）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
場
面
に
関
す
る
費
用
負
担
の
実
態
は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
費
用
を
、
清
算
人
が
負
担
す
る
な
ら
、
二
一
四
条
に
基
づ
く
資
金
拠
出
責
任
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
清
算
人
の
費
用
負
担

が
会
社
財
産
か
ら
償
還
さ
れ
る
結
果
、
注
230
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
、
債
権
者
の
利
益
に
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
う
る
。
な
お
、
影
響
評
価
に
よ
れ
ば
、

取
締
役
に
対
す
る
管
財
人
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、事
後
的
訴
訟
費
用
保
険
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、こ
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
敗
訴
者
負
担
制
度
に
よ
っ

て
、
取
締
役
か
ら
回
収
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
（
Insolvency
Service,supranote27,para10.（
弁
護
士
費
用
に
つ
い
て
は
条
件
付
成
功
報
酬
が
イ
ギ
リ

ス
で
は
一
般
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
四
月
以
降
倒
産
事
件
で
は
利
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
）。

な
お
、
条
件
付
成
功
報
酬
契
約
と
事
後
的
訴
訟
費
用
保
険
に
つ
い
て
は
、
溜
ἦ
・
前
掲
注
（
38
）
九
～
一
〇
頁
、
ニ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
・
前
掲
注

（
38
）
一
六
二
～
一
七
六
頁
。
我
妻
学
⽛
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
近
時
の
民
事
法
律
扶
助
お
よ
び
訴
訟
費
用
の
改
正
⽜
法
学
会
雑
誌
五
四
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
）

二
五
一
頁
、
と
く
に
二
五
七
～
二
五
八
頁
参
照
。
事
後
的
訴
訟
費
用
保
険
に
つ
い
て
は
そ
の
保
険
料
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
235
）
第
二
章
第
二
節
第
三
款
参
照
。

（
236
）
M
oss,supra
note
207,at53
は
、
現
在
の
判
例
の
解
釈
が
、
二
一
四
条
の
意
義
を
大
き
く
損
な
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
部

の
債
権
者
の
み
が
犠
牲
に
な
る
よ
う
な
問
題
へ
の
対
処
が
、
倒
産
局
面
に
あ
る
会
社
に
お
い
て
重
要
な
問
題
だ
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
JSPS
科
研
費17J01593

と
同18H

05657

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

北研 55 (1・110) 110

論 説


